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　　　　　プロローグ







　こんなことはそれこそ、漫画やアニメや、それこそ《物語》の中の話で、現実には絶対にありえないことなんだ。

　何かあると大人おとなはすぐ、虚きよ構こうと現実を混同、などというけれど。

　そんなのは、ただの思考停止だ。

　自分にわからないものに理屈をつけるのに、《精神》という極めて個人的なものに責せき任にんを押し付けてしまっているだけのことだ。

　虚構と現実の区別がつかないなんてこと、まず、あるわけがない。

　ゲームはゲーム。漫画は漫画。

　現実は現実だ。

　十五年も生きていれば、そのくらいはわかる。

　幼おさな馴な染じみが可愛かわいいなんてクラスメートは、一人ひとりだっていなかったし、ましてやその子にいきなり告こくられたりとか、そこまでいかなくても、バレンタインデーに、わざわざでっかく、

《義ぎ理りっ!!》

　と書いたカードの入ったチョコレートを貰もらったり──まあ、それはあまりに漫画っぽいけれど──ただ普通に、チョコを貰ったりすることだって、ない。

　転校生と転校初日に道でぶつかったり、あまつさえその子がトーストを咥くわえていたり、その上、婚約者だったりしたら、まず何かの陰いん謀ぼうを疑うたがった方がいい。

　素人しろうとをターゲットにした、悪あく趣しゆ味みなＴＶの企画かもしれない。

　非モテな男子を笑ってやれ！　とか、そんな、人の心を踏ふみにじる、万ばん死しに値あたいする企画を立てた連中がいるのかもしれない。

　まして、だ。

　可愛かわいい女子が空から降ふってきたり、テレビの中から出てきたりしたら、それはもうすぐにでも病院に行くべきだろう。

　だからきっと、僕もそうするべきなんだ。

　あの路地で、あの変なやつに襲おそわれた時に、強く頭を打ったんだ。でなかったら、この目の前の出で来き事ごと、その説明がまったくつかない。

　つくはずがない。

「──何を呆ほうけて見ておる！　拙せつをいつまでこのままにしとくつもりぢゃ!?」

　真まっ白しろな長い髪かみの毛を、細い細い体に巻きつけただけの、大きな紫むらさき色いろの瞳ひとみの女子に、いきなり顎あごにパンチをかまされた、その理由がつかない。




　ああ……いったい、この《本》はなんなんだ！













　　　　　１







　あー、またか……。

　江え本もと文ふみ人ひとは、今日きようが水すい曜よう日びだということを自分の席に着いて、一時間目はなんだっけ、と顔を上げてからやっと気がついた。

　めざ○しテレビの今日の運うん勢せいにばかり気を取られていて、すっかり忘れていた──などとは言うまい。

　いつものことだった。

　まいどのことだった。

　そもそもだ、と文人は思う。高校に入ってまで、朝のホームルームと一時間目の時間を削って『読書の時間』とは何なに事ごとだ、と。

　小学生や中学生ではないのだ。そんなことを強制される覚えはない。そんなことのために学費を払っているわけではない！

　と拳こぶしを振り上げたくなるのをぐっとこらえて。

　まあ、僕が払ってるわけじゃないけれど、と思いながらため息をついて、先生、と手を挙げると、確たしか今こ年とし、二九になる和わ井い字あざ美みは、あからさまに、

　またですか。

　という顔をして、なんですか、江え本もとさん、と言った。

「忘れました」

　手を挙げたまま、文ふみ人ひとはそう言った。えー、またあ？　と、ひそひそとクラスメートが囁ささやき交わすのが聞こえる。

　実際、またあ、だった。『読書の時間』は、週に三回もあるのだが、入学してからこっち、まだ三ヶ月も経たっていないのに、まともに持ってきたことは三度とない。

　別に、わざとというわけではない。

　体制に反抗とか、押し付けへの抗こう議ぎとか、そういう気持ちがあるわけじゃない。

　単に忘れてしまうのだ。

　それだけだった。

　本を読む、という習しゆう慣かんが文人にはないのだ。文人、などという名前から、さぞかし手紙を書いたり本を読んだりするのが好きなのだろう、と年がいった人々からは思われがちなのだが、そんなことは全まつたくなかった。

　むしろ逆。

　文人は全くと言っていいほど、本を読まなかった。あの縦たて書がきの活字というやつがどうにも苦手で、国語の教科書など睡眠薬と同じだった。

　字を縦に追うということに慣なれていないのだろう、とは思う。

　横書きの教科書は平気なのだから、上下の眼がん球きゆう運うん動どうが脳に何らかの作用を及ぼして眠ねむ気けを誘ゆう発はつするのではないだろうか。

　そんなことを考えていると、がたん、と後ろの方で椅い子すが鳴った。

　振り返ると、雲くも木きが──雲木詠よみが立っていた。

　その表情は、ばさりとかかった髪と、窓からの光を反はん射しやした眼鏡めがねの、二重のカーテンによって推おし量はかることはできない。

　だがしかし、態度をみれば気持ちは瞭りよう然ぜんだった。

　怒っている。

　そこまでいかないとしても、不ふ機き嫌げんだ。

「雲木さん、わるいけど──」

　和井先生がそう言うと、

「わかってます」

　雲木は机の中から鍵かぎを取り出すと、文人を一いつ顧こだにせずに教室を出て行った。ぴしゃり、とドアが閉まり、傍そばの生徒が思わず首を竦すくめる。

　こえー、と呟つぶやいてその生徒は周りのクラスメートににやりとして、ひひ、と笑い交わした。

　それをまだ、手を挙げたままで見ていると、

「江え本もとさん、何をしているの？　早く行きなさい」

　と言われ、

「あ、はい」

　和わ井い先生の少し苛いら立だったその声に、文ふみ人ひとは椅い子すを立ってクラスメートの席の間を抜け、教室を出た。まったく、と先生が呟くのを聞き流しながら、後ろ手にドアを閉める。

　息をついて顔を上げると、雲くも木きは廊下で待っていてくれた。

「お待たせ」

　そう言って笑うと、彼女は眉み間けんに皺しわを作った。細形の眼鏡めがねが持ち上がる。そうして、無言で踵きびすを返して歩き出す。

　まあ、しかたないか。

　小さく肩を竦すくめて、文人はそのあとをついて歩き出した。そうして、クラスメートの後姿を眺めた。

　雲木詠よみは、クラスで特に目立つ女生徒ではない。それほど地味というわけではないが、目立つ存在というわけでもない。

　美人ではないし可愛かわいいというわけでもないが、好み次し第だいではそう思う男子もいるだろう、という顔立ちだ。

　眼鏡がプラスとマイナス、どちらにも作用している。

　髪は黒のセミロングで、ストレート。が、艶つやがある、とはいえない。それを特に縛しばったりもせずに自然に任まかせている。

　体型も、特に太ってはいないが、細い、というわけでもなかった。

　素そ行こうにしても、目立って悪い噂うわさも聞かないし、かといって優ゆう等とう生せい、というわけでもない。

　要するに、普通だ。

　むしろ、問題児認定されてるのは、こっちだよな──その自覚は、文人にはあった。

　とはいえ、不良、というわけではない。

　彼女と同じく、至いたって普通、のつもりだった。ただ唯ゆい一いつ、やたら本を忘れるというだけで、雲木はそれに巻き込まれている。付き合わされている。少なくとも週に二回。多ければ三回フルに、否いや応おうなく。

　別段、好意からではない。そうだったら青春ぽいとは思うが、違う。

　行為の理由は単たん純じゆんだ。

　彼女は──図書委員なのである。

　週三の『読書の時間』に本を忘れた生徒は、図書室に行ってその日に読む本を借りてこなくてはならなかった。教科書や、誰だれかがきっと持っているだろう漫画や雑誌では駄だ目めなのだ。読む本は、縦たて書がきの本、と決められている。

　だが、図書室の本の貸かし出だしは昼休みと放ほう課か後ごが原則で、朝は開いていない。

　そこで図書委員だった。

　本を忘れた生徒は、わざわざ委員に鍵かぎを開けてもらって、その日に読む本を借りなければならなかった。

　すると当然、委員の読書時間は減へる。

　そもそも図書委員をやるくらいだから、委員の大部分は本が好きなわけで、その彼女（彼）たちの時間を削って迷めい惑わくをかけている、ということを実感させ、それによって次は忘れないようにする、という意味もあるのかもしれない。

　小学生か。

　もちろん、悪いな、と文ふみ人ひとも思う。無言の雲くも木きの背中を見ていると、胸の辺りがこう、罪ざい悪あく感かんで締しめ付けられる気がする。

　だから、次は忘れないようにしよう、とは思うのだ。

　思うのだが、そもそも自分の頭の中には『本』というカテゴリがないのではないだろうか、と文人は疑うたがっていた。

　でなくては、こうも毎回、すっかり忘れきる理由がつかなかった。何かこう、認にん識しきしていない意識があって、それが何かの意い図とを持って、自分に『読書の時間』のことを忘れさせているのではないか、と疑ったことも一度や二度ではなかった。

　もちろん精神科医ではない自分がいくら自問自答したところで答えなど出ず、疑うだけで終わってしまってはいるのだが。

「……江え本もとの家にはさ」

　階段を上がる雲木のスカートが左右に揺れるのを見ながら後ろを歩いていた文人は、視し線せんを上げた。だが、彼女は振り返ってはいなかった。前を向いたまま、まるで独ひとり言ごとのように、そう言ったのだった。

「僕の家？」

　踊り場を曲がりながら、文人は訊きいた。図書室は最上階にある。

　うん、と雲木は言った。

「前から思ってたんだけど、ひょっとして本とか一冊もないの？　雑誌とか漫画とかじゃなくて、縦書きの本のことだけど」

「あるよ」

　あっさりと文人は肯定した。

　ある。

　それも大量に。部へ屋やはもとより、廊下や階段にも本棚があってそこには本がずらりと納おさめられていて、壁かべが本でできている、と言ってもよかった。すべて偽物でそういう模も様ようなのだと思っていた頃ころもあったくらいだ。

　だが、すべて本物だった。

　家に来た客は全員が、

『古本屋やってるの？』

　というくらいだ。

　だが、違う。

「父とうさんがビブリオマニアだったからね」

「ビブ──なに？」

　雲くも木きは階段の途中で立ち止まると振り返り、眉まゆを寄せた。

　黄こう葉ようした銀杏いちようの葉のような色をしたベストがよじれて、その下の胸の形をはっきりと浮かびあがらせて、文ふみ人ひとはどきりとしたが、それを顔に出さないことには成功した。

　意外とおっきいんだな。

　そんなことを思ってしまったが、健全な男子なら誰だれだって考えることだろう。

　おほん、と文人は咳せき払ばらいをして妄想を追い払った。

「ビブリオマニア。蔵ぞう書しよ狂きよう。本の虫。そういう精神状態の人間のことだよ」

「だったらどうして──」

「忘れるのか、って？」

　文人は、はは、と笑った。

「ほんとにね。あれだけ本に囲まれてて、どうして思い出さないのか、って思うよ。でも、だからこそかもしれないよ」

「どういうこと？」

「僕は、あの本の山が嫌いなんだ。壁かべの模も様ようだと思うことにしてるし、手に取ったこともない。認にん識しきしてない、って言えばいいかな？　家の中の本はすべて『背景』だと思ってるから、だから思い出さないのかもしれないな」

「変な話」

　小さく肩を竦すくめて、雲木は踵きびすを返した。

「それでわたしが毎回付き合わされるんじゃ、たまらないんだけど」

「だよね」

　と言って、文人は雲木を追って再び階段を上がった。

　彼女のスカートはあまり短くはないから、階段を上がるときにも手でお尻しりの辺りを押さえたりはしなかった。別に観かん察さつしようと思って気付いたわけではない。何度も面めん倒どうをかけているうちに気付いてしまっただけのことだ。

　それでも、時とき折おりちらりと覗のぞく太ももの白さにはどきりとさせられる。

「ねえ、江え本もと」

　背中を向けたまま、彼女は言った。

「今度から、電話、してあげようか……？」

「え？」

「そうすれば、ほら、朝、忘れなくて済すむんじゃないかな、って思って」

「あー……うん、いい考えかもしれないけど」

　文ふみ人ひとは躊ちゆう躇ちよした。

　それを、電話番号を教えたくないからだ、と思ったのか、雲くも木きはどこか慌てたように振り返って、顔の前でやたらと手を振った。

「あ。べ、別に無理に、ってわけじゃないよ？　その方が、毎回、わたしも図書室に付き合わされることなくなるって思って──」

「ごめんね」

　文人は微笑ほほえんだ。

　すると、雲木は何な故ぜか、う、と言葉を喉のどに詰まらせた。白い顔が、微かすかに赤くなる。

　怒った？

　だとしても、当然の反応だった。本は忘れる、電話番号は教えない、では。

　彼女は無言で再び背中を向け、文人はそのあとを追いながら、

「電話番号を教えたくないとかじゃなくて、問題は、せっかく電話してもらっても本を選べない、っていうことなんだよね」
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「なにそれ」

　やっぱり怒っている。声には少し棘とげがある。

　階段を上りきると、踊り場の向こうが図書室だった。大きな観かん音のん開びらきの扉は古い屋や敷しきから移い築ちくされたものだそうで、彫ちよう刻こくも素す晴ばらしい艶あでやかな、校こう舎しやのほかの部分からは浮くほど立派な代しろ物ものだった。

　文ふみ人ひとの通うこの区立・鐘しゆ翠すい善ぜん高校の図書室は、最上階すべてのフロアを使用していて、室、というよりも、館かん、といった方が相応ふさわしい大きさだった。

　学校が休みの土日には一般へ開放もしているが、貸かし出だしは生徒に限られている。

「うちにある本はさ」

　と文人は、鍵かぎを外す雲くも木きの背中に話しかけた。

「僕なんかが読めるようなものじゃないんだよね。一冊が電話帳ぐらいに大きいし。装そう丁ていも、ほとんどが革かわで。もし持ち出して傷いためたりしたら、母かあさんにぶっ飛ばされること、まちがいなし」

「江え本もとの家って、お父とうさん、単たん身しん赴ふ任にんだっけ？」

　がちん、と大きな音を立てて鍵が外れた。

　この図書室の鍵は、扉に似て重厚で巨大な、しかし時じ代だい錯さく誤ごな、錠じよう前まえと鎖くさりだった。この扉にはもともと鍵がついておらず、譲ゆずり受ける条件が傷をつけない、だったので、仕方なく把とつ手てを鎖で縛しばる形にしたらしい。その錠前も高価なものだという話だ。

　雲木が鎖を巻き取るのを見ながら、はずれ、と言った。

「単身赴任じゃなくて、行方ゆくえ知れず。もう七年経たってるから、届けを出して、戸こ籍せき上じようは死亡あつかいになってるよ。で、うちは母ぼ子し家か庭てい」

「あ──」

「ごめん、はなしで頼むよ、図書委員さん」

　振り返った雲木に、文人はとびきりの笑え顔がおを見せた。同情なんか真まっ平ぴらだった。同情されるようないわれはない。うちはふたりで何の過か不ぶ足そくもなくやっている。

　彼女は黙だまって鎖を巻き取り終えると、錠前を手に扉に手をかけた。

　油が切れているのか、ぎぎぎ、と耳みみ障ざわりな、空想上の動物の発するような音を立てて、扉が開くと、馴な染じみの臭においが鼻をくすぐって、

「──くしゃん！」

　文人はくしゃみをして、あー、と呟つぶやき、鼻を啜すすった。古い本というのは、どれも同じ臭いがする。埃ほこりの臭いなのだろうか？　だからくしゃみが出るのだろうか。

　雲木が電気のスイッチを押すと、ずらりと並んだ蛍光灯が灯ともって、ぼんやりと辺りを浮かび上がらせた。

　本の日焼けを防ぐために、図書室にはほとんど窓がない。人工的な白い明かりの下にずらりと並ぶ書しよ架かは、いつ来てもどこか寒々しかった。

「じゃあ、本が決まったら声をかけて」

　鎖くさりと錠じよう前まえを人のいない貸かし出だしカウンターに置いて、雲くも木きは文ふみ人ひとを振り返った。

「この辺にいるから」

　その目にはもう、教室で見せた怒りはない。それは、ほっとした。とはいえ、なるべく急いだ方がいいのは決まっている。

「了解」

　軽く手を振って、文人は小説やエッセイ、伝記などが並んでいる書架の方へと歩きだした。

　途中、ちらりと振り返ると、彼女は受付カウンターの内側に回って、肘ひじ掛かけのついた立りつ派ぱな椅い子すに腰をかけて、貸し出しカードの整せい理りを始めたようだった。

　とはいえ、枚数はそれほどない。

　いまや、図書室の利用率は、毎年、最低記き録ろくを更新している。『読書の時間』はその向上を目もく論ろんだ一面もあるようだが、結局、大した役には立っていないようだ。

　文人のような、本を忘れた生徒のカードは増えたが、『読書の時間』のおかげで本を読む楽しさに目覚めた生徒が図書室を利用するには結びついてはいないらしい。

　理由はわかる。

　要するに、ここには魅み力りよく的てきな本がないんだ、と書架の側面に掲示された案内板を見て歩きながら、文人は思った。

　何しろラインナップが古い。

　小説にしたところで、あるのは、挿さし絵えなどはほとんどない、紙が黄ばんで独どく特とくの臭においを発するようになったハードカバーがほとんどで、文庫があっても時じ代だい劇げきのような内容のものばかりだった。

　そう指摘したら、

「……『坊ぼっちゃん』や『人にん間げん失しつ格かく』は時代物じゃないけど……」

　と雲木には言われたが、文人に言わせれば、昭しよう和わの、バブルとか言われていた時代よりも前の話など、時代小説といって構わなかった。戦後はまだしも、明めい治じ、大たい正しよう、とかいった時代の話と、織お田だ信のぶ長ながなどが活かつ躍やくした時代に、違いなどない。

　利用率を上げたかったら、漫画っぽい表紙の小説くらい置けばいいのにな。

　そう思った。

　ネットなどを見ると、区の図と書しよ館かんにそうした本を置くことは珍しいことではなくなっている。利用者の希望をかなえずして、利用率を上げようというのが間違っている。

　あれなら、挿絵を見ているだけでも楽しめる。いっそ、横書きにしてくれれば読みやすいのに、と思う。

　文ふみ人ひとの読む文章の九割は、横書きだった。いま、一番活字を目にするのは携帯でなのだからそれも当然だ。次ついで、パソコン。

　ネットの世界では、縦たて書がきは、まず、ない。

　それに、わざわざ本にする、その意味がわからない。ネットで十分ではないか、と文人は思っていた。携帯ひとつで、ことは足りる。小説のダウンロードなども行われているし、ここ数年で一番読まれたのは、ネット上での携帯小説だったはずだ。

　雲くも木きには言えないな、と思いながら分類項目を眺めながら歩いていた文人だったが──

「おい！　もう授業は始まっているぞ！」

　そんな居い丈たけ高だかな声がして、続いて、

「す、すいません……でも──」

　という雲木の戸惑ったような声が聞こえてきた。

　声には覚えがあった。この学校の一年なら既にもう誰だれもが知っている。生せい徒と指し導どうの水みず木きだ。怒ど鳴なり散らせばそれで生徒が言うことをきくと思っている、もっとも嫌われる教師の代表のような男だった。

（うわ、ついてない……）

　おそらく見回りの最さい中ちゆうだったのだろう。図書室の前を通りかかったら、この時間はかかっているはずの鍵かぎが開いていたから覗のぞいてみたのだろう。そうしたら雲木がカウンターにいたものだから、ここぞとばかりに教師ぶって見せたに違いない。

（仕方ない……）

　文人は本を諦あきらめた。事情を説明したところで、それがどうした、と怒られるだけに決まっている。あの男は怒る理由が欲しいだけなのだ。

　踵きびすを返し、急いで貸かし出だしカウンターへと戻った。雲木に迷惑をかけるのは本意じゃない。

　だが、水木はすでに、手をついて覗き込むようにして、雲木を怒鳴っていた。

「図書委員!?　だからなんだ！　この時間は教室にいなけれは駄だ目めだろうが！」

　彼女は、すっかり萎い縮しゆくしてしまっていた。ぎゅっと縮ちぢこまらせた肩が震ふるえているのが遠目にはっきりとわかった。顔面は蒼そう白はくだ。

　いたぶっている。

　それ以外のなにものでもない。これが、わけ隔へだてなく誰だれにでもなら、それはそれで筋が一本通っているのだが、水木がねちねちといたぶるのは決まって女子か、線せんの細い男子だった。間違っても運動部の男子にはこんなことはしない。

　それがまた腹が立つ。

「──水木先生！」

　文人は思わず大きな声を出してしまった。

　声こそ上げなかったが、がたん、と音を立てて、水木はカウンターに足をぶつけた。飛び上がりそうになったのだ、とわかった。

　意い図としたわけではなかったが、不意打ちになった。隠しようもないくらい驚おどろいて振り返った水みず木きの顔は、血が上って赤かった。

　じわり、と恐怖が込み上げてきて、文ふみ人ひとはポケットに手を突っ込んだ。不ふ遜そんな態度に見えることは承しよう知ちだが、こうしないと落ち着けない。

「なんだ、おまえ」

　警けい戒かいするような声。そして値ね踏ぶみするような目。

　基本、この男が生徒に手を上げることはない。そんなことをすれば生徒から訴えられる可能性があることを怖おそれているのだ。だが、それでも大の大人おとなの男と対たい峙じすると、何な故ぜだろう、体格はそれほど変わるわけではないのに、威い圧あつ感かんを感じるのは。

「彼女と同じクラスの江え本もとです」

　少しゆっくりと、つっかえないように気を遣いながらそう言った。おまえのことなんかなんとも思っていないぞ、と聞こえるように。強がりだけれども。

「雲くも木きは僕の付き添いで、和わ井い先生に言われて、ついてきただけですよ」

「付き添い？」

「はい。読書の時間用の本を忘れたので借りにきたんですけど──」

「そんな言い訳が通ると思ってるのか！　さては貴様ら、人がいないことをいいことに、いやらしいことでもしていたんだろう！」

　文人は、片方の眉まゆが跳ね上がるのを感じた。

（何を言い出すんだ、このおっさんは）

　水木の肩越しに、雲木は真まっ赤かになっている。それは怒りか。恥じらいか。おそらくはその両方だろう。

　なんて──下げ種すな。

　あきれ果てて、あきれ返るしかなかった。

「わかりました」

　文人は水木を無む視しして、早足でカウンターを回り、雲木の手を取って立たせてやった。

　彼女の膝ひざは震ふるえている。

　まったく、この学校は意外とまともな教師が多いのに、どこにでも駄だ目めな人間はいる。教きよう師しとして──否、それよりも人間としてろくなものじゃない。

「和井先生には、水木先生が教室に戻れと言うから戻りました、と言っておきます。そのせいで本が選べなかったと。──戻ろう、雲木」

　呆あつ気けにとられている彼女の腕を引ひっ張ぱった。じゃらり、と鎖くさりが鳴る。これはいい。文人はほとんど走るように図書室を出た。その上で。

「それ、貸かして」

　雲くも木きの手から鎖くさりをほとんど奪うようにすると、

「おい、待て！」

　水みず木きが追いかけてこようとするのを見ながら扉を閉め、急いで、その把とつ手てに鎖をぐるりと巻きつけてやった。

「おいこら！　何してんだ、開けろ！」

「あー……すいません。閉めた拍ひよう子しになんか鎖が絡んじゃって。ちょっと僕らには外せないので、すぐに助けを呼んできます。ほんと、すいません」

　笑いを堪こらえながら言って文ふみ人ひとは歩き出し、まだ雲木の手を握ったままだったことに気がついて、慌てて離はなした。

「あ、ごめん」

「う、ううん……」

　雲木は、手を握るようにして、ゆっくりと手を振った。膝ひざはもう震ふるえていない。何な故ぜか目はきらきらとして、頰ほおも仄ほのかに赤かった。

「びっくりした……」

「ほんとだよね。ったく。ほんと、性せい格かく悪いよな、水木のやつ……」

「それもだけど……江え本もと君が、こんな大胆なことするなんて思わなかったから、びっくりしちゃった」

「さすがに、あったまきたからさ。びっくりしたのは雲木だろ？　あんな根も葉もないこと言われて。」

　そう言うと、雲木はちょっと苦笑した。その顔は、そうじゃなくて、と言っているように見えて、文人は眉まゆを顰ひそめた。

「あれ？　僕、何か間違った？」

「ううん、いいの」

　雲木は首を振って、先に立って階段を降おりた。

「──けど、あとで怒られそう」

「そうだよなあ……」

　雲木は悪くない。その辺はしっかりと説明をするつもりだった。和わ井い先生は、もちろんしたことに対しては怒るだろうが、わかってはくれるだろう。

　水木は、教員の中でも嫌われている、と生徒は誰だれでも知っていた。本人もそれがわかっているから、生徒で鬱うつ憤ぷんを晴らしているのだ。

「けどまあ、なんとかなるよ」

　文人は肩を竦すくめて、踊り場を回った。

　ともあれ。

　これで眠ねむ気けと戦うことを免まぬかれた、そのことだけは、感かん謝しやしてもいいかもしれない──なんてね、と思いながら、文ふみ人ひとは雲くも木きのあとについて教室に戻った。




　　　　　☆




「──放ほう課か後ご、図書室の本の整せい理りを手て伝つだうように」

　それが、朝の《悪戯いたずら》に対して下された《罰》の内容だった。

　部活に入っていない文人には時間がたっぷりあったが、なかなか効果的な《罰》といえた。

　何しろ本だ。

　家でうんざりするほどの本に囲まれているのに、学校でも同じようにうんざりするほどの本に囲まれなければならないなんて、うんざりする。

　教室の掃そう除じを終えて図書室に向かった文人は、

「ごめん」

　と『書庫の整理のため、休室』と札のかかった扉の鍵かぎを外す雲木の背中に向かって言った。結局、彼女も手伝う羽は目めになってしまったのだ。

　だが彼女は、ううん、と首を振った。

「わたしの場合は、委員会の仕事だし。罰ってわけじゃないから」

　それが事実なのだとしても、なんとなく悪い気分になってしまうのは、気の回しすぎなのだろうか。でも、と重ねて謝あやまるのもまた恐きよう縮しゆくさせてしまうと考え、文人は、罪ざい悪あく感かんをあえて引き受けて謝しや罪ざいとすることにして、

「それで、何をすればいいの？」

　と訊きいた。

「このリストと、棚に並ならんでいる本があっているか、それを見てほしいの」

　雲木はそう言って、文人にバインダーを渡した。

「分類ごとにあいうえお順になってるから、本があったらリストにチェックを入れて、もしもそこにあるはずのない本があったら、床によけておいてください」

「それだけ？」

　そう言うと、雲木は苦笑した。

「うん。だけど、これだけの数だから──」

　ぐるりと図書室を見回す。

　ああそうだった、と文人も呟つぶやいた。ここは、並なみの蔵ぞう書しよ量りようではないのだ。

「でも、江え本もとに全部やれってわけじゃないから。時間が来るまでにできるところまでで」

「了りよう解かい」

　仕方がない。覚悟の上で、水みず木きにあれだけのことをしたのだ。むしろこれだけで済すんでラッキーと思わねば。

「じゃあ」

「うん。がんばって」

「さんきゅー」

　バインダーを振るようにして、文ふみ人ひとは書しよ架かの方へと歩いていった。歩きながらそれを捲めくると書架のマップがあってこのバインダーがどこのものか、色分けがされていた。

　そこへ向かいながら文人はしかし、

（ん……？）

　途中の書架で足を止めた。

　別に、項目に興きよう味みをそそられるものがあったわけではない。むしろ逆だった。マップと見み比くらべる。やはりおかしい。

　増ふえている。

　書架は裏表にそれぞれ本を納められるようになっていて、その側面にはそこに何があるのかが簡かん単たんに示された札が貼はられている。当然、二種類の札が存在することになるのだが、その書架は左の側だけが白紙だった。

（なんだ？）

　隣となりを見ると、その書架は逆に、右側の分類だけが白紙になっていた。つまり、ひとつの通路がまるきり未分類、ということだった。

　だが、マップにはこんな棚はなかった。何度見比べてもそれは間違いない。

　右の書架の《自然・科学》と、左の書架の《産業・工業》は、ひとつの書架の右と左となっている。つまり──書架がふたつ増えている。

（やけに暗いな……）

　天てん井じようを見上げると、その白紙の棚の上の蛍光灯はほとんどが切れていた。点ついているものも今にも切れそうに、明滅を繰くり返している。

　ごくり、と文人は唾つばを飲み込んで、ズボンのポケットに手を突っ込んだ。半分ほどの長さになった鉛筆に指が触れる。小学生の頃ころから使っていて、いつも持ち歩いているものだった。それは《鍵かぎ》だった。

　──おーい……

（！）

　書架の奥の暗がりからそんな声が聞こえた気がして、文人はぎくりとした。否いな。風の音だったのかもしれない。だが──

　──おいってばぁー……

　今度は間違いようもなかった。風の音などではない。誰だれかいる。

　だが、おかしい。

　ここの鍵はさっき、雲くも木きが開けた。だとしたら人がいるはずがない。

「だ、誰だれ……？」

　暗がりに向かって呼びかけてみたが、答えはなかった。

　静けさに、ぞわ、と鳥肌が立った。

　学校七なな不ふ思し議ぎ、という言葉が浮かんだ。鐘しゆ翠すい善ぜん高校の七不思議はまだ聞いたことがないが、あってもおかしくはない。その手の話は、どこの学校にもある。ないと思っている生徒は、ただ知らないだけなのだ。

　と──

　──こっちじゃあー……

　また、聞こえた。

　女子だ。

　年はわからないが、おかしな喋しやべり方かただった。なんとなく愛あい嬌きようがある。そう思えると、怖さはすうと引いていった。

　考えてみれば、七不思議でもなんでもない話だった。

　新しい書しよ架か。

　未分類の棚。

　考えてみれば、簡かん単たんな話だ。

　この図書室は外からしか開けることができない。ならば、ここで本の整せい理りをしていて、もしもそのことを知らずに誰かが鍵かぎを閉めてしまったなら、人が来るのを待つしかない。

　ならば何な故ぜ、呼ぶ？

　開いたとわかったなら、早く出てくればいいではないか。朝から閉じ込められていたとしたら、一いつ刻こくも早く出たいだろう。

　だが、その疑ぎ問もんにも解かい決けつはついた──答えは天てん井じようにある。

　切れた蛍光灯。

　おそらくはそれを交換しようとして、足を滑らせたかしたのだろう。それで動けない。ならば人の気け配はいに、おおい、と呼びかける気持ちもわかる。

（要は、それだけのことさ）

　文ふみ人ひとは、一人ひとりで頷うなずいて、さて、と考えた。

　雲くも木きを呼ぶべきだろうか。彼女は図書委員なのだから、任まかせるべきかもしれない──が。

（これ以上、迷めい惑わくをかけるのも、な……）

　これは自分のせいではないとはいえ、手間をかけさせるのは申し訳ないと思った。

　別に大おお怪け我がということでもないだろう。おーい、と声をかけることができるくらいなのだから、足をくじいたとか、その程てい度どだろう。

　それに、と文人は思った。人命救助ということで、付き添ったりでこの《罰》をサボれるかもしれない。

（とか、ね）

　黄こう葉ようした銀杏いちようの葉色のズボンのポケットに両手を突っ込んだまま、文ふみ人ひとは書しよ架かと書架の間の薄うす暗ぐらい通路に足を踏ふみ入れた。

　その瞬しゆん間かん。

（ん!?）

　なんと言ったらよいか。極ごく薄うすい皮を一枚、ぺりりと引ひき剝はがされたような感じがあった。日焼けのあとに皮が剝むけることがあるが、それが全身で起きて、綺き麗れいに一枚、人の形に剝けたらこんな感じ、というような感覚だった。

「なに……？」

　文人は立ち止って振り返った。

　だが、特におかしな様よう子すはなかった。制服をどこかに引っ掛けた様子もない。書架の間から覗のぞける図書室の様子にも、変わったところはない。

　文人は嚙かみ跡あともある鉛筆を撫なで、首を捻ひねりながら奥に向き直った。

　──おーい……

　また、聞こえた。

　目を凝こらしたが、何も見えなかった。蛍光灯が切れている上、この図書室の書架は、ひとつひとつがやたらと長いのだ。

　それにしても、と歩き出しながら文人は左右の棚を見た。未み整せい理りだけあって、まとまりが何ひとつない。背表紙に書かれた文字が英語だとわかるのはまだマシなほうで、一体どこの言葉なのだか、そもそも文字なのかを疑うたがいたくなるようなものもあり、背表紙のない、紐ひもで綴とじただけの本や、挙あげ句くの果てには、木の板や、石の板まである。

　文人はちょっと立ち止まって木板を手に取ってみた。

　でたらめに短い線せんを彫り込んであるように見えた。見ようによっては、文字に見えないこともなかったが、どうしてこんなものが図書室にあるのだか、その理由がわからなかった。

　棚に戻し、文人は再び歩き出した。

　三歩歩くごとに、くしゃみが出た。

　だんだんと、古い本の臭においが強くなってきているような気がする。それにつれて、辺りもどんどんと暗くなっているようだった。

　天てん井じようを仰いでも、この辺りは完全に蛍光灯が切れてしまっているようだった。隣となりの列の明かりも弱く、足元もおぼつかなくなってきて、文人は、男子も着用が義務付けられているベストの胸ポケットから、携帯を取り出して開いた。

　ディスプレイの明かりは、懐かい中ちゆう電でん灯とうとはいかないが、それなりに辺りを照らしてくれ、その中で文人は、前方に小山を見つけた。

　もちろん、こんなところに土が盛もられているはずもない。

　近づかなくともそれは、本の山であることがわかった。脇わきの棚を見ると、棚板が一枚斜めに傾かしいでいて、どうやら雪崩なだれを起こしたのだとわかった。

　──お、おーい……

　文ふみ人ひとは眉まゆを顰ひそめた。

　いまの声は、この本の山の中から聞こえた気がする。だが、ありえなかった。山、と言っても、人が一人ひとり埋もれるほどの量ではない。これで埋もれるならそれは、赤ん坊か幼よう児じだ。

（か、勘かん弁べんしてよ……）

　ごくり、と文人は唾つばを飲み込み、初めて後悔をした。本物の『七なな不ふ思し議ぎ』にぶち当たってしまったのかもしれない、と思った──が。

（ば、馬ば鹿か馬ば鹿かしい……）

　すぐに自分で自分を笑った。

　なんだそれは。そんなこと、あるわけがないじゃないか。小学生だって、いまどき、信じたりしない話だ。

　文人は手を伸ばした。

　一いつ瞬しゆん、脳のう裏りに、本の山の中から青あお白じろい腕が飛び出してきて手首を摑つかまれる、という、Ｂ級ホラー映画のような映像が浮かんだが、事実は何も起こらなかった。

（ほら、ね！）

　こんなものだ。文人は一人、笑えみを浮かべて、山になった本を除のけて通路に重ねた。

　こんな風に落ちたままにしていたら、本が傷いたむ。棚に戻す気はなかったが──そうするためには棚を修理しなければならない──重ねるくらいはしてもいいだろう。

　それにしても、因いん果がだな、と文人は思った。

　本を嫌っているはずなのに、こういう風に粗雑に扱われているのを見ると、どうしても我が慢まんできない。こればかりは自分でもどうしようもなかった。一種の衝しよう動どうなのだ。

　すると。

　様々な大きさや材質の本を脇に除けていったその下から現れた一冊に、文人は目を留とめた。

　初めて、表題が読めた。

　英語だった。そうだとわかった。『ポップ』と『アップ』──『ＰＯＰ─ＵＰ　ＰＩＣＴＵＲＥ　ＢＯＯＫ』と金きん箔ぱくでできているかのような文字で記されていた。

　だが、意味は？　ポップはいかした？　アップはあがる？　上？　の、ピクチャーだから、絵画の本？

（ワンランク上の美術書、ってこと？）

　興きよう味みをそそられ、文人はその本を取り上げた。

　大きい。

　週刊漫画雑誌よりも一回りは大きい。テストの用紙くらい、だろうか。思ったよりも重く、厚みも意外とあった。

　装そう丁ていは紙ではなく、おそらくは革かわだった。だが、何の革かはわからなかった。不ふ思し議ぎな手て触ざわりをしている。すべすべしているのに、長く触れていると吸すい付くような。

　その本には留とめ金がねがついていた。《コ》の字形をしたクリップ、のようなものだった。文ふみ人ひとは外そうと指をかけたが、よほどきっちりとはまっているのか、びくともしなかった。

「──江え本もと？」

　その時、雲くも木きの声が聞こえて、文人は、何の用だろう、と思った。そうして時と計けいを見て驚おどろいた。もう二時間も経たっている！

（え!?　ど、どうなってるんだ……!?）

　逆ならばある。

　周りの時間が遅くなって、その中で一人ひとり、伸びた時間の中で考え事をすることは。だがこれは、まったくその逆だった。自分ではほんの一〇分ほどだと感じていたのだが、実際は、二時間も経けい過かしているなんて。

（まさか、《走そう馬ま灯とう》の副作用、とか……？）

　わからなかった。

　もう一度、雲木の呼ぶ声がして、文人は慌てて来た通路を戻った。

　書しよ架かの間から出るとき、こんどは何か、蜘く蛛もの巣に顔から突っ込んだような感覚があって、わぷ、と喘あえいで慌てて顔を掌てのひらで拭ぬぐったが、何も取れなかった。

「……なにしてるの？」

　すぐ目の前でそう声がして、目を上げると怪け訝げんそうな顔をした雲木が立っていた。

「えっと……本を見つけたんだ。そこの書しよ架かの奥で、本が雪崩なだれを起こしててさ」

　文人はこの時になってようやく、自分が脇わきに本を抱えていることに気づいた。それはあの絵画の本だった。

「えっと……大丈夫。とりあえず積つみ上げておいたから。で、そこで見つけたんだけど、蔵ぞう書しよ票ひよう？　も何も貼はってないんだ」

「見せて？」

　文人は雲木に本を渡した。

　彼女はそれを、裏うらにしたり背表紙を見たりして、クリップを外そうとしてびくともしないことに眉まゆを顰ひそめた。

「外れない……」

「湿気で本が膨ふくらんだのかな？　机に置いて強く押し付けてやれば外れるかもね」

「ほんとだ。蔵書シールもないわ。これ、どこにあったの？」

「そこの未整理の書架」

　文人が立てた親指で後ろを示すと、雲木はますます怪訝そうな表情になった。

「……こんな棚、あったかな……」

「昨日きのう、新しく作ったんじゃない？」

「そんなの、聞いてない」

　持ってて、と本を文ふみ人ひとに押し付けるようにして、雲くも木きは書しよ架かの方へと歩き出した。

「あ、ちょっと──」

「見てくる。あ。本はカウンターに置いておいて」

「おい──」

　文人がそれ以上何かを言う前に、雲木は未整理の書架の間へと入っていってしまい、薄うす暗くらがりに彼女の姿は見えなくなった。

　まいったな。

　本を抱えて文人はため息をついたが、迷めい惑わくをかけていることだし、ここは言われたとおりにしておこう、とカウンターへと戻ることにした。

　それにしても、外はもう真まっ暗くらだった。どうやら時と計けいが故こ障しようしたわけではないらしい。本当に二時間経たっていると思えた。

「あら」

「あ」

　貸かし出だしカウンターに戻ると、そこは無人ではなかった。カウンターの向こうには、丁ちよう度ど、マグカップを手にした女性が、席に着こうとしているところだった。

　大きな胸むねを包む薄うすい水みず色いろのブラが、白いブラウスの下に僅わずかに透けている。体のラインのはっきりとしたタイトなスカートから覗のぞく足は、カウンターに遮さえぎられて今は見えない。

　大人おとなだが、先生ではなかった。

　彼女は鐘しゆ翠すい善ぜん高校図書室の司書で、名前を夏か宰さい都みやこという。

　年は知らなかったが、少なくとも二二よりは上のはずだった。四年生の大学を卒業しているという話が、何かの時に出たことがある。

　顔立ちは地味な方だと思えたが、整ととのってはいて、男の教師の間では人気が高いようだ。

「江え本もと君」

　マグカップをカウンターに置いて、夏宰司書は微笑ほほえんだ。そうすると、彼女の頰ほおには大きなえくぼができて、魅み力りよく的てきになる。

「なあに？　まだいたの？」

「ええ、まあ……」

　文人は、あはは、と笑って頭を搔かいた。すっかり顔なじみで、この程度に軽口を叩たたけるような間柄ではあった。

「《懲ちよう罰ばつ》の話は和わ井い先生から聞いてたけど。もうとっくに帰ったと思った。……一人ひとり？」

「あ、いえ。雲木も一緒です」

　そう言うと一いつ瞬しゆん、夏か宰さいの表情がフリーズしたように思えたが、それは瞬まばたきひとつの時間もなかった一瞬のことであったので、気のせいだろう。

「どこ？」

「いま、未み整せい理りの書しよ架かを見に行ってますよ」

「未整理の書架？」

「ええ。《自然・科学》と《産業・工業》の書架を分けて、間に新しい棚を作ったでしょ？」

「そんな話は聞いてないけど……」

　夏宰は首を捻ひねった。

「森もりさんがやったのかしら」

　森、というのは別の司書のことだ。夏宰の上司にあたる。

「いいわ。後で訊きいてみるから。ところで……なんか、雰囲気のある本持ってるね。ちょっと見せてくれない？」

　猫が餌えさをねだるような声だ、と思いながら、文人は、もちろん、と答えた。ここにあった本なのだから、いいも悪いもない。

「でも、どういう仕掛けになっているのか、開かないんですよ」

「開かない？」

「ええ」
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　頷うなずき、文ふみ人ひとは本を差し出した。だが。

「あっ！」

　静電気でも走ったのか、彼女は指が触れるか触れないかのところで手を引っ込め、いたた、と呟つぶやいて指に息を吹きかけた。

「やだなあ……帯電しやすいのかしら、その本」

「僕は何ともないですけど」

　わたし静電気を起こしやすいのよねえ、と言って、夏か宰さいはそれきり手を出そうとはしなかった。代わりに腕を後ろに回して、まるで匂においでも嗅かぐように上体を折って本を見た。

「ふうん……開かない、って言ってたよね」

「はい」

「ひょっとしたら、糊のりがはみ出してくっついちゃったのかもしれないわ」

「糊？」

　体を起こし、夏宰は、ええ、と頷うなずいて、どこか幼おさない感じで微笑ほほえんだ。

「君、その本がどういうものだか知ってる？」

「中世イギリスのポップアートの本……とか？」

　すると彼女は、ああ、と頷いた。

「なるほど、そう読んだか」

「違うんですか？」

「ええ。そのポップはポップでもポップが違うの。そこに、ポップアップって箔はく押おししてあるでしょう？　そのポップは音。ポンっ、ていう音のことなの。ポップアップっていうのは、ポンって飛び出すって意味。つまり、ポンって飛び出すイラスト本、だから──」

　わかった。

「飛び出す絵本、ってことですか？」

「仕掛け絵本、って最近は言うみたいだけど、多た分ぶん、そう」

「へえ……」

　とてもそうは見えなかった。《飛び出す絵本》といえば子供のためのものだ。

　だが、この本はどう見ても大人おとなのためのもので、造つくり、古さから見て、《稀き覯こう本ぼん》の雰囲気が強くある。

《稀覯本》、とは、珍しい本、という意味だ。それもただ珍しいのではなく、金きん銭せん的てきにも価か値ちがある本という意味だった。文人の家には、そうした珍しい本が山のようにある。

　おかげで、わかりたくもないのにある程度は、勝手にこうした類たぐいの本の価値が見分けられるようになってしまっていた。

「仕掛けを糊付けした時に、はみ出していたのかもしれないわね。見られなくて残念」

　夏宰は、そう言って笑った。

「じゃあ、今日きようはもう帰りなさい」

「え──」

「雲くも木きさんには、わたしの方から言っておくから。あんまり遅くまで生徒を残しておくと、怒られるのよ。はいはい、帰った帰った」

「え、でも──」

　この本が自分のものでないことを言おうとしたのだが、夏か宰さいは容よう赦しやがなかった。

　文ふみ人ひとはくるりと体を回されて、背中を押され、説明の時間を与えても貰もらえず、図書室を追い出されてしまった。

　振り返ったときには、扉は閉じられるところで、

「じゃあ、気をつけて帰ってね♪」

　そう言って、夏宰はウインクをしてよこし、その行為に思わず息を吞のんでしまった隙すきに、図書室の扉は閉められてしまった。

　文人はため息をついた。

　もう一度、扉を叩たたいてここを開けることはできるだろうが、あの様よう子すを思うと少し躊躇ためらわれた。かといって、本をここに置いていくのは駄だ目めだ。これだけの本だ。傷いたんだり、ましてや紛失したりすれば、責任は免まぬかれない。

（面めん倒どうなことになったなあ……）

　諦あきらめ、踵きびすを返して文人は薄うす暗ぐらい階段を降おりた。

　この本のことは雲木が戻ってくれば夏宰にもわかることかもしれないが、もしかしたら気付かないままになって終しまいかもしれない。夏宰と雲木は、それほど親しく口をきく間柄ではないことを、文人は知っていた。

　特に具体的に嫌っているようなことを言ったわけではないが、一緒にいるところを見れば、人間関係はなんとなくはわかるというものだ。

　あの二人ふたりはよそよそしい。牽けん制せいしているようなところがある。

　段を踏ふみ外さないように気をつけながら、それにしても、と文人は思った。何でまたこんな高そうな《仕掛け絵本》があんなところで他ほかの本に埋もれていたのだろう。













　　　　　２







（まったく、いい迷めい惑わくだよ……）

　革かわ装そう丁ていの『仕掛け絵本』を小こ脇わきに抱えて、曇くもった空の下、どこか埃ほこり臭くさい通りを歩きながら、文ふみ人ひとは、つくづくそう思った。

　何が、といえば、この《本》だ。

　なし崩しに持ち出させられてしまったとはいえ、夏か宰さいと雲くも木きの二人ふたりに知られている以上、ぞんざいには扱えなかった。もしも紛失して、それが万が一ネットオークションに出品されでもしたら、下へ手たしたら退たい学がくだ。

　そんなことになったら、

（母かあさんに殺される）

　だった。

　大きさと比くらべるとそれほど重くはないが、嵩かさがあるから多少邪じや魔まにはなる。それに、こんな大きな本を剝むき出だしのまま持ち歩いているのは、やはり目立った。

　電車の中でじろじろと見られて、コンビニで手て提さげの紙袋を買うんだったと後悔したが、後あとの祭りだった。

　だから、というのもある。

　人のことをこんなくそ恥ずかしい目に遭わせたこの本がどれほどのものなのか、というのを文ふみ人ひとは知りたくなったのだった。安い本にこんな恥をかかされたんだとしたら、ただじゃおかないぞ、とも思っていた。

　だから、だった。

　自宅のある駅を過すぎて、母の働く出しゆつ版ぱん社しやのある駅で降おりたのは。

　この街は、出版社があるからか古こ書しよ店てんが多くある。普ふ段だんの文人からはもっとも縁えん遠どおい世界であり、街だった。よほどのことがなければ、足を止めもしない。だが、ここには顔見知りの古書店があった。

　別に、文人が本を売ったわけではない。

　そもそも、売るような物を持っていない。

　その店の店主は若い女性なのだが、目当ては父の残した蔵ぞう書しよだった。度たび々たび家にやってきては母と酒を酌くみ交わす彼女は、稀き覯こう本ぼん専門の古書店主なのだ。

　彼女ならこの本の価値がわかるかもしれない──ただ、それだけだった。

　今にも泣き出しそうな雲の夜空の下、古いビルの間の長い路地を、文人は抜けていった。

　路、というのもはばかられる。

　クーラーの室しつ外がい機きやら、ビールの空きケースやらが置かれていて、頑がん張ばればすれ違える程度の幅しかない。店は、その先にあった。

　ちゃんとした大通りから行く方法もあるのだが、そちらを使うとぐるりと回りこまなくてはならず、この路地を使う場合の四倍は歩かなければならなかった。

　それはあまりに時間の無む駄だだ。

　そう頻ひん繁ぱんに来ているわけではない──というより、一人ひとりで来るのは片手の指で足りるほどでしかなかったが、この路地を使うことに不都合は一度もなかった。

　これまでは。

「──君」

　路地を半ば過ぎた頃ころ、不意にそう声をかけられて、文人は、ぎょっとした。

　こんなところで、という思いもあったが、それよりも、まったく自分が気付かなかったことに驚おどろいたというのがひとつだった。

　この路地は狭い。

　それに路面も未み舗ほ装そうで、土が剝むき出だしな上に色々なものが落ちている。普通、音がしないはずはないのだ。

　なのにいきなり。

　目の前に、大男が立っていた。

　外国人、だ。

　自分が小学生に戻ってしまったような錯さつ覚かくを起こすほど、背が高い。二メートルはゆうにあるだろうか。白いスーツにエナメルの白い靴を履はいていて、シャツもネクタイも白い。髪は淡い金きん色いろで、それを後ろに流している。

　文ふみ人ひとは目を眇すがめた。

　車のヘッドライトの逆光のせいで、相手の顔はまともに見えなかった。丁ちよう度ど、頭頂部に光がかかっているせいだったが、それでも口元の笑えみだけはわかった。

　それを見た瞬しゆん間かん、文人は、

（やばい）

　と感じた。

　普通の笑みではなかった。それは、犬や狼おおかみが、相手を威い嚇かくするときに歯を剝むく、その姿を思い起こさせた。

　肩幅が広い。男の体たい軀くはほとんど通路を塞ふさいでしまっている。

「……えっと……なんですか……？」

　カツアゲ。

　最初に浮かんだのがそのことだった。

　いままではそうした犯はん罪ざいには無む縁えんな人生を送ってきたが、クラスメートには被害にあったものもいるらしいことを聞いたことがあった。

　だが、その手の犯罪を目もく論ろむ人間にしては、礼れい儀ぎ正ただしい、とも感じた。

　何しろ、君、だ。

　イメージでしかないが、そう言う場合は、おい、とか、ではないだろうか。

　もしかしたら、ビルの住人かもしれない。飲食店なども入っているから、ゴミを散らかされるのではないか、と思って声をかけられたのかもしれない。

　だとしたら誤ご解かいだ。

　どちらにしても、臆おくする必要はない。文人はゆっくりと背を反らした。万が一を考えて、体は緊きん張ちようさせておいた。

　すると、男はますます歯を剝いた。唇が薄うすく、ほとんどないように見えた。文人はポケットに手を突っ込んで、古くて短い鉛筆を弄まさぐりながら、男の様よう子すを観かん察さつした。

　男も同じように片手はポケットに突っ込んでいて、だらりと下げた方の手には白い手袋が嵌はまっている。

　そして──やはり同じように、大型の《本》を抱えていた。

　多くの古書店が建ち並ぶ街であることを思えば、疑問に感じることではないのかもしれないが、何か引っかかった。

「……お会いしたことは……ありませんよね？」

「ああ。君とは、初めてだ」

　君とは。

　その言い方が引っかかった。君とは。つまり、家族か友人、顔見知りの誰だれかの知り合い、ということだろうか。

　それにしても、だった。まったく会ったこともない人間に一発でそうとわかってしまうほどの特徴が自分にあるとは文ふみ人ひとは知らなかった。

　どこにでもいる普通の学生だと思うのだが、違うのだろうか？　今日きようは、こんな本を抱えているから目立つが──

（もしかして、雲くも木きの知り合い……？）

　いや、彼女は自分がここに来ることを知らないはずだ。そもそもこの町へ来る気になったのは学校を出てから思いついたことで、まだ図書室にいた彼女が知るはずもない。

　では、誰だ？

　すると、男は喉のどの奥で震ふるえるように笑った。

「君の考えていることはわかる。正しくもあり、正しくもなし、といったところか」

　謎なぞかけか？

　だが、文人にはそんな物に付き合う義ぎ務むも義理もなかった。それに。

（なんだか、気持ちが悪い……）

　だった。

　知り合いではない。カツアゲとも違う。かといって道を尋たずねる風でもない。何か明めい確かくな目的があって現れたとはわかるが、それがなんなのかわからない。

　関かかわるべきじゃない──そう思い、後ろに下がろうとした途と端たんだった。

「──その本」

　と男が言い、文人はぎくりとして思わず、足を止めてしまった。

　なんだ？

　この本が、どうかしたっていうのか？

　そんなつもりはなかったが、よほど驚おどろいた表情だったのか、男の口元は一いつ瞬しゆん、おや、といいように口こう角かくが下がり、そして再び笑みの形に吊つりあがった。

　かっ、と顔が熱あつくなった。

　修行が足りない──文人は臍ほぞを噬かんだが、後の祭りだった。こんな表情を見せるつもりはなかった。動揺を面に出す気などなかった。

　失礼、と男は言った。言ったが、そんなことを思ってもいないことは明らかだった。

「いや。その本を譲ゆずってもらおうと思ってな」

　男はそう言った。

「それは、手違いで《図と書しよ館かん》から持ち出されてしまったものなのだよ。君の手に渡ってしまったと知って、こうして自ら交渉に出向かせてもらった、というわけだ」

「交渉？」

　その場を動かず──動けず、文ふみ人ひとは精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張はった。

「おかしな言い方ですね。手違いで持ち出されたというのなら、ただ『返せ』と言えばいいじゃないですか。どうして『譲ゆずれ』などと言うんです？」

「それなら楽なんだがな」

　男はポケットに入れていた手を引き抜いて、脇わきに抱えていた本を胸の前に持った。閉じたまま、もう片方の手の人差し指を立て、こつこつ、と本を叩たたく。

「あいにくと、そいつはもう君を新しい所有者と決めてしまったようだ。ということは、君の口から『譲る』と言ってもらわなくては私の物にならない。ずっと待っていたのに！」

　男は、ああ、と嗚お咽えつを漏らした。泣いているかのように、今にも雨が落ちてきそうな空に顔を仰あお向むけた。だが、涙は一滴たりとも流れなかった。

　わざとらしい演えん技ぎ、とも思えなかった。

　その悲しみは真に迫っていた。

　涙がないからと言って、悲しんでいないとはいえまい。しかし。

（……そいつ、って誰だれだ？）

　意味が通じなかった。

（僕を新しい所有者と決めた？　所有者っていうのは、その対象が物だってことだろ？　それを『そいつ』って呼ぶのはおかしくないか？）

　結けつ論ろん。

（ちょっと遅いかもしれないけど、関かかわらない方がいいな……）

　文人は作り笑いを浮かべた。

「何のことかわからないですけど、僕、急いでるので」

「私もだ」

　ばらっと男が本を開いた。ページの間から、何かが持ち上がる──立ち上がってくる。だがそれは、瞬まばたきをひとつしたら消えた。幻のように。そして。

（え──？）

　どん、と背中に何かが当たった。

　振り向いた文人は、そこにありえないものを見た。壁かべだった。いきなり、本当にいきなり、後ろに高い壁が現れたのだ。

「え？　ええ!?」

　そんな馬ば鹿かな！　ありえない！

　後ろには、確たしかに壁なんかなかった。方向感覚が狂ってビルの壁にぶつかったわけではないのは、周りを見てすぐにわかった。壁かべ。三方が壁。出口がなくなっている。

「なあっ!?」

　どくん、と心しん臓ぞうが跳ね上がった。

　まずい。

　パニックになる。いまここでそれは、致命的だと思えた。この男が誰だれであれ、何であれ、取り乱したりしたら思うツボに違いなかった。

（落ち着け！　落ち着くんだ！）

　文ふみ人ひとはポケットの中で鉛筆を握にぎり締しめ、それを出した。手が、指が震ふるえている。だがそれを無理やり押さえ込み、そして──回した。

　いわゆる、ペン回し、というやつだ。文人はこれが得意だった。

　一回。

　二回。

　そして三回。

　鉛筆の回転が急きゆう激げきに遅くなる。時間がゆっくりに感じられる。一秒が飴あめのように引き伸ばされる。スローになる。

　そして、ぴたりと鉛筆は止まった。だが、落ちない。手の上で、しっかりとバランスを保たもっている。

　まるで時間が止まったかのように──否いな、確たしかにほぼ止まっているといってよかった。

　別に、超能力とかそういうことではない。

　時間とは体感なのだ。

　楽しい時間は早く過すぎ、つまらない時間はゆっくりと過ぎる。究極は《走そう馬ま灯とう》だ。事じ故こにあった人間がほんの数秒の間に人生を振り返る。それは脳のうがフルに活動をして、一いつ瞬しゆんが何十秒にも感じられる実例だ。

　それを意い識しき的てきにできれば時を操あやつれるに等しく、短い間であれば、一秒を五秒に伸ばしたくらいに感じられる程度には、思考の速度を上げることができる。

　文人には、それができた。

　どうしてそんなことが可能なのかはわからない。初めてできたのは、小学生の頃ころ、何かのテストの時間だった。時間がなくて気ばかり焦って、ほとんど無意識にペン回しをしていたら、突然、時間が引き伸ばされるような感覚があって、それからだった。

　皆、普通にできると思っていたのが、三日間。

　四日目には、それができるのは自分だけだとわかって、選ばれた人間のような気がした。もっとも、ほとんど時間が止まったように感じてもできるのは思考作業だけなので、さほど便利でもない、とすぐに気付いたが。

　だが、気持ちを落ち着かせ、冷静に物事を千通りにも考えられる時間があるというのは、こうした場面ではとても有ゆう効こうだった。

（……さあ、どうする？）

　ゆっくりとした時間の中、文ふみ人ひとは考えた。パニックは何とか治おさまった。

　この手品の種はわからない。だが、背中の痛いたみを考えるに、出しゆつ現げんしたのは本当の壁かべであって、紙や発泡スチロールの偽物ではなかった。

　となれば、ぶつかったところでどうにかできるものではないだろう。もしそうなら、さっきの一いち撃げきで向こうに倒れている。

　他ほかに出口は──なかった。男の脇わきを通とおり過すぎるのも難むずかしいだろう。

（そうだ、携帯）

　警けい察さつに電話をする、というのはどうだろうか。というより、その程てい度どしか策さくはなかった。これはもう間違いなく強盗だ。稀き覯こう本ぼん強ごう盗とう。そう言えば、すぐに駆けつけてくれるだろう。

　だが、すぐと言っても数分から数十分はかかる。

　ゆえにこれは、隙すきを作るためのハッタリだった。本当に警察に電話をしてもよいし、しなくてもよい。それでこの男が逃げてくれれば、それでいい。

　現実的だが凡ぼん庸ような策にうんざりしつつ、文人は《走そう馬ま灯とう》を解かい除じよした。

　延のばされた時間が戻ってくる。

　この思考方法は便利だが、脳のうが熱あつくなるのが玉たまに瑕きずだった。もっとも、《走馬灯》という命の危き機きを回かい避ひするための防ぼう御ぎよ反はん応のうを無理やり起こしているのだから、体に負ふ担たんがあるのは当然なのかもしれないが。
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　瞬まばたきをした。

　体が自由になる、ということは身体感覚とのずれがないということで、時間の体感が元に戻ったということだ。

　途と端たん。

「喚わめくな、君」

　文ふみ人ひとは胸に強烈な一いち撃げきを喰くらった。

　吹き飛んだ、とわかった。

　前からの一撃と、壁かべにぶち当たったその痛みのサンドイッチになった。結果として、男の望むようになった。胸が痛くて、声などでない。

　ずるり、と壁に寄よりかかったまま、文人は座すわり込んだ。顔を上げると首が軋きしんだ。携帯を出す時間などなかった。十分な距きよ離りがあったはずなのに、男は気付けば目の前にいた。まるで本当に時間を止めたその中を移い動どうしてきたかのように。

　もういちど《走そう馬ま灯とう》を使おうとしたが、駄だ目めだった。いまこそまさにそのときのはずなのに、鉛筆を握ることができなかった。あれが──使いこんだＢの鉛筆がなければ、《走馬灯》は使えない。

　できるようになってから、ずっとそうだった。鉛筆を回すのが、発動の《キー》なのだ。

「だからといって、喋しやべってもらわなくては困こまるのだが。さて──」

　ぱんぱん、と手で服に付いた埃ほこりでも叩たたくような音がした。

「譲ゆずってくれる気になったかな？」

「いやだ」

　何な故ぜそんなことを言ってしまったのか、自分でもわからない。だが、言葉は当たり前のように口をついて出ていた。

　なのに涙が出た。

　景色けしきが涙で滲にじんで歪ゆがみきって、世界は色でしかなかった。

「困ったな」

　言葉とは裏うら腹はらに、余よ裕ゆうたっぷりな男の声がした。

「しかたがない。その気になってもらおうか」

　ひどく殴られるのだろうか。

　ぞっとした。

　男の望むとおりのことなど言ってたまるか、と思った。だが一方で、そんな意地などいつまで張はり通せるものか、自信はなかった。

　このおかしな状じよう況きようで、何分も──否いな、何時間も殴られたら？　そんなことは、いままでされたことがない。

「では、これならどうかな？」

　男が、ぱちん、と指を鳴らした。すると突然、文ふみ人ひとのシャツのボタンが吹き飛び、胸があらわになった。

　そこには、一体いつそんなことをしたのか、文庫本ほどの大きさの革かわ装そう丁ていの本が貼はり付いて──否、めり込んでいる！

「うわ、うわわわ！」

　だが、それで終わったわけではなかった。まだだった。

「本番はこれからだ」

　男が、そういうのが聞こえた。にやりと笑ったのが、見えた気がした。

　ばん、と扉を蹴け破やぶるような音がして、胸の《本》が開いた。

　そして──飛び出してきた！

　心しん臓ぞうがっ！

「わああああああああああああっ！」

　生きて、動いている。ホースほどもある血管は胸の本に繫つながっていて、心しん筋きんは艶つややかに光ってどくんどくんと鼓こ動どうをうっている。

　だが、それで終わりではなかった。

　文人の目の前で、心臓は分ぶん解かいされ、平たくなり、すると、本からページが見開きで外れて、パチン、とそれを挟んで閉じた。

　潰つぶされた！

　そう思い、文人は全身が冷たくなっていくような気がした。だが。

「死んじゃいない」

　男の声がしたかと思うと、閉じたページが勢いきおいよく開いた。

　すると。

　ぽん、という音と共に、そこから心臓が飛び出した。だが、それは本物ではなかった。紙だった。《飛び出す仕掛け絵本》の《仕掛け》の心臓だった。

　ただし、凡ぼん庸ような、ただ紙を二つに折っただけの《仕掛け》ではなかった。立体的で、幾いくつもの紙が重なり合って、曲面もあり、一種の芸術だった。

「ただ、《飛び出す仕掛け》になっただけだ」

　男は言った。

「戻せるのは、私だけだ」

　それでわかった。これは、脅迫だ。

　怒りが、胸に渦うず巻まいた。

　こんな脅迫に屈するのは、絶対に嫌いやだった。わけもわからずこんな目にあわされて、地面に這はいつくばらされて、言いなりになるなんて──絶対に！

　もしそれをすれば、生きながら死ぬと同じ。この先、一生、負け犬の気分を引きずったまま生きることになる。

　それは、絶対に、嫌いやだ。

　──ならば留とめ金がねを外すのぢゃ！

　突とつ如じよ、腕のほうから、そう声がした。

　耳に直接、音として聞こえたのではなかった。腕に痺しびれるような感覚があって、なんといえばいいのか、腕の骨ほねを伝わって音が聞こえてきたような、そんな感覚だった。

　怖くて、どうかしちゃったとか？

　そんな風に思った。だが。

　──そなたは恐おそれてなどおらぬ！　指を動かせ！　この留め金を外すのぢゃ！

　何を言っているのかわからなかった。

　留め金？　どの留め金だ。留め金など知らない。

　──ええい！　早はよう、拙せつを開け！　開くのぢゃ!!

　あ、と思った。ある。留め金がただひとつ。本を挟み込むようにして嵌はめられたクリップが。

　気付いたときには、指が動いていた。

　すると、あれだけ強固であったクリップが、するりと取れるのが、指の感覚でわかった。

「解かい放ほうしたか！」

　男の声に初めて、焦りのようなものを感じた。しかし、男はそれでも笑っていた。

「だが、もう遅い！　おまえの《マイスター》の心しん臓ぞうは──」

「黙だまれっ！」

　女の怒ど声せいがしたと思った瞬しゆん間かん、腕を弾はじき飛ばすように《本》が開いた。

　今度こそ夢を見ているのだと文ふみ人ひとは思った。

　なぜなら、その《本》の中から人間が──女が一人ひとり《飛び出して》きたからだ！

　躍おどるように、うねるように、長い長い、銀を思わせる白い髪が広がる。

　背はすらりとして高く、見たこともないような服ふく装そうをしていた。着物を着崩したような、といえばいいだろうか。歯がひとつの高たか下げ駄たのようなものを覆はいていて、豊かな胸を覆おおうのは黒いレース飾りの下着。それが露あらわになっている。

　映画で見た、江え戸ど時じ代だいの娼しよう婦ふ《おいらん》のように派は手で。

　だが、違う。

　女は、背中に自分の背せ丈たけほどもある、巨大な、本当に巨大な《鋏はさみ》を背負っていた。

「ここであったが百年目じゃっ!!」

　吼ほえ、女は背中の《鋏》を抜き放つと同時に、本来なら指を入れるところに細い腕を突っ込んで振り回した。

　開いた刃先が、じゃりんじゃりんと壁かべを抉えぐって火花を散らす。

「小こ癪しやくな銀髪姫め！」

　男は《本》を開いた。

　すると、そこから銃じゆう身しんの長いヘヴィマシンガンが現れて、火を吹いた。銃口の横に開いた穴から十字方向に炎が噴ふん出しゆつし、弾が壁かべを抉えぐる。

　それを体術だけでかわしながら、女は《鋏はさみ》で斬きりつける。ヘヴィマシンガンの銃身が両断され、次の瞬しゆん間かんには紙に戻った。

　男は下がりながら、本を目の前に突き出すようにした。ページがばらりと捲めくれ、そこから今度は拳けん銃じゆうの銃口が飛び出し──女の眼がん前ぜんで火を吹いた！

　命中した！

　白髪を纏まといのように振って、女が弾はじかれたようにのけぞる。やった、と男の顔に笑えみが浮かんだ──が、次の瞬間、

「ぎゃっ！」

　今度は男がのけぞった。まるでバネのように戻った女の顔が、額ひたいが、男の頭を見事に強打したのだ。

　女が紫むらさき色いろの瞳ひとみをしていることに、文ふみ人ひとは気付いた。抜けるように白い肌に唇がとても赤い。そして彼女はその唇に、歯に、弾丸を挟みこんでいた。

　ぺっと、と吐き捨て、女は《鋏》を振り下ろす。

　だが、閃せん光こうが走ったと思った瞬間、今度はそれが吹き飛んだ。半ばから折れて壁に突き刺さり、すぐに紙に戻る。

　今度、笑うのは、男の方だった。男の本からはどう見ても戦車の砲身としか思えないものが突き出していて、煙を上げていた。

　文人は、音が聞こえないことに気付いた。

　発はつ射しや音おんのあまりの大きさに、耳がどうかしてしまったのかもしれなかった。発射されたこともわからないくらい一瞬で。

　女が何かを言った。

　腕の中で《本》が勝手に別のページを開き、そこからまた、巨大な《鋏》が現れた。何本あるのか知らないが、前のとは色やデザインが少し違う。

　男も何かを言い返す。

　武ぶ器きが紙に還かえり、紙が武器に変わる。繰くり返す。何度も繰り返す。

　その度たび、銃火と火花が辺りを明るく照らし出す。

（……美人だ……）

　閃光に浮かび上がった横顔を見て文人は、そう思った。動かぬ体で座すわり込み、果てのないと思われる闘たたかいを見守り、そして──




　　　　　☆




　──はっ!?

　まるで階段を飛とび降おりたかのような衝しよう撃げきがあって、次の瞬しゆん間かん、文ふみ人ひとは自分が気を失っていたことに気がついた。

　体が軋きしむのもかまわずに右を見、そして左を見る。

　誰だれもいなかった。

　何もなかった。

　そこは前と変わらず、ビルとビルの間の細い路地で、道の左右のどちらにも壁かべなど存在しなかった。

　そして、自分はそのおおよそ中間地点に、前と同じように立っていた。

　いつの間にか鞄かばんを取り落としてはいたが、脇わきにはしっかりとあの革かわの本を抱えていた。クリップもそのままだ。

　あの、声をかけてきた怪しげな外国人はどこにもいなかった。本から飛び出してきた女の姿もどこにもなかった。

　しかし、何もかもが同じ、というわけではなかった。

　暗い。

　路地は前よりも薄うす暗ぐらく、足元は墨を流したようによく見えない。店の裏うら口ぐちと思われる戸と口ぐちの脇の黄ばんだカバーの灯は蛍光灯が寿命なのか、ちかちかと明滅している。

（いま、何時なんだ……？）

　鞄を拾い上げようと腰をかがめると、軽く痛いたみが走った。う、と小さく呻うめいて鞄を取り上げる。そうしてから、ポケットから携帯を取り出して開いた。ディスプレイのバックライトが異様に明るく、文人は目を眇すがめた。

　デジタル表示の時と計けいは、二〇時三〇分を指していた。

（二時間半も!?）

　ここに突っ立っていた──そういうことになる。

（いったい、どうなってるんだ……？）

　携帯を閉じ、文人は路地の先を見た。目指す店はしかし、明かりがついていなかった。当然だった。この時間ではもう、閉店してしまっている。

　何があったのか思い出そうとしたが、全すべてがぼんやりとしていた。男の姿もよく思い出すことができない。

　白はく昼ちゆう夢む、というやつだろうか。

　単語は知っていたが、今まで一度もそんな体たい験けんはなかった。しかし、そうとでも考えなければ、この時間の経けい過かは説明がつかなかった。

（ひょっとして……《走そう馬ま灯とう》の副作用かな……）

　脳のうをフル回転させて感覚的な時間を引き伸ばすあれをやったあとは、いつも脳が熱あつくなる。その副作用が出て、今度こそ本当に逆に時間が跳んだという可能性はありそうだった。

（あんまり、使わないほうがいいかな……）

　コツを覚えてから初めて、文ふみ人ひとはそう考えて、踵きびすを返した。ビルの隙すき間まを仰あおぐと、暗い空には星は見えなかった。

　何もそれは、この町が夜でも明るすぎるから、というばかりではないような気がした。

　雨の臭においがする。

　今こ年としは空から梅つ雨ゆだと天てん気き予よ報ほうでは言っていたが、それは、まったく雨が降ふらない、ということではない。今け朝さからそんな雰囲気ではあった。

（……早く帰ろ……）

　ため息をついて、文人は歩き出した。

　どうしてこんなところまで来る気になったのだか。熱ねつが引いてしまえば、自分の行動が馬ば鹿からしかった。まるで何かに憑つかれていたかのようだ。

　傘かさを持っていないことを思い出し、本当に雨が降り出す前に家に帰りつかなくちゃ、と文人は暗い路地を車の行きかう大通りを目指し、走り出した。




　　　　　☆




（危あぶない危ない……）

　玄関の屋根の下に飛び込んで、門を振り返った文人は、大きくひとつ息をついた。

　まさにぎりぎり。

　雨は、駅を出た時にぽつぽつと降り出していたが、文人が屋根の下に飛び込むのを待っていたかのように、激はげしさを増ましたのだった。まるでスコールのようで、あっという間に屋根の向こうは雨のカーテンに包まれてしまった。

　ぼう、と玄関灯が明るくなる。

　家に誰だれかがいて、そうしてくれたわけではない。人感センサーがついていて、暗くなれば勝手に明かりが点つくし、誰かがセンサーの範はん囲い内ないに来れば勝手に明るくなるのだ。留る守すがちな江え本もと家けには、防ぼう犯はんの意味も含めて、便利なシステムだった。

　ポケットから鍵かぎを取り出して、二つあるそれを開かい錠じようして中に入ると、いつもの臭においが出迎えてくれた。

　紙の饐すえた臭い。

　ひんやりと涼しい廊下のスイッチを入れる。ぱ、と明るくなると、そこには、初めて来た客なら誰だれもが驚おどろく光景が広がった。

　本。本の壁かべ。

　壁という壁に本棚が設しつらえられ、そこにはぎっしりと隙すき間まなく、本が納おさめられている。

　全すべてが父──《江え本もと春しゆん夏か》の手によるものだった。

　といっても、中身が、ではない。本を書いたのは別の人間だ。学者であったり。作家であったり。画家であったり。

　父はその装そう丁ていを手がけただけだった。

　だが、それは間違いなく《父の本》と言えた。

　装丁が中身を喰くう、と言われた。作家喰いの装丁師、とも。

　江本春夏の手がけた本は、いずれも少数部数しか作られなかった。一〇部とか、多くても二〇部とか。一般には流通せず、作者が、記念品として身内や親しい人に配るための特別な本として作られるものだった。

　だが、稀き覯こう本ぼんとしての価か値ちは、本の中身にはなかった。江本春夏が手がけた装丁にしか価値がないとまで言われた。

　それゆえの、二つ名。

　どんな本であっても江本春夏の装丁であればよい、と言われるのは、作者には屈くつ辱じよくだろう。

　だが、それでも注文は引きを切らなかったという。

　なぜなら、江本春夏が装丁を引き受けた本は売れる、というジンクスがあったからだ。その話が広まると、いくらでも出すから装丁を、という輩やからが現れたが、江本春夏は自分が気に入った本でなければ引き受けなかったという。

（それでも、この数だもんな）

　靴くつを放り出すように脱いでスリッパに履はき替かえ、文ふみ人ひとはため息をついた。

　母によれば、父の仕事は非常に早かったという。だからこそのこの数だった。家の中で父の本がないのは、バスルームとキッチンだけだ。トイレにすら置いてある。

　その全てが江本春夏の手がけた本なのだ。父は確たしかにビブリオマニアだったが、自分の手がけた本だけにしか興きよう味みがなかった。

　うんざりだった。

　古くなった革かわと紙の臭においが、どこにいてもまとわりついてくる。家の中のどこに行っても父がいるようで、居い心地ごこちが悪いといったらなかった。

　階段を上がり、奥の自分の部へ屋やに駆け込むようにして入ると扉を閉め、電気をつけた。

　ほう、と文人は息をついた。

　素す晴ばらしい。

　この部屋は、古い革と紙の臭いとは無む縁えんだった。

　物心ついた頃ころに、母と喧けん嘩かをしてまで部屋から江本春夏の本を追い出して以来、ここには本らしい本は一冊もなかった。

　もちろん、たまに雑誌を買ったりもするが、あっても二、三日だった。

　常じよう駐ちゆうはしない──させない。なのに。

「まったく、特別待遇だよ」

　呟つぶやいて、文ふみ人ひとは脇わきに抱えていた例の本を机つくえの上に置いた。本当に。こんな本らしい本が部へ屋やにあるのは、教科書や参考書をのぞけば、父の本を追い出して以来、初めてだった。

　鞄かばんをフローリングの床に置き、携帯を机の、ノートパソコンン脇のホルダに置いて充電をさせて、文人は椅い子すに腰を下ろした。

　上がってくる前に風ふ呂ろを入れてくれば良かった、と思ったが、後悔先に立たず。もう一度、それだけのために下に行く気持ちにはなれなかった。

　二時間半も気を失っていたためか、体中が痛いたい。足もだが、腕がパンパンだった。もともと体力勝負は得意ではないのだ。

（全部、この本のせいだよなあ）

　手を伸ばし、文人はその本を引き寄せると、足を組んで腿ももの上に置いた。やはり、重さはそれほどない。それでも長い時間抱えていれば、腕も痺しびれるというものだった。鞄もあったのだから、この痛みはそのせいだろう。

　何なに気げなく親指でクリップに触れると、ずるり、と動いた。

　え、と思わず声が出た。

　あれほど固く、何をしても外れそうもなかったのに。湿気で少し緩ゆるんだのだろうか？　否いな、普通に考えれば逆だった。湿気を吸すえば革かわも紙も膨ふくらむのでは？　だとしたら、クリップは外れにくくなるはずだ。

　だが、緩んでいる。

　文人は、白はく昼ちゆう夢むを思い出して笑った。この本から、女が飛び出してきたなど、笑い話だ。どんな漫画だ。だが──。

　中を見てみたい。

　むくむくとそんな欲よくが胸に湧わいてくるのを、文人は抑えることができなかった。ありえないとわかっていても、それならそれでどんな《仕掛け絵本》なのか見てみたい気持ちになった。

　それにしても、《飛び出す絵本》と聞いてあんな白昼夢を見るなんて、どうかしている。普ふ段だんからどんな欲望を持っているのだ、と自分で自分に呆あきれる。

　笑っちゃうよね、と思いながら、クリップを親指でずらすと、できた隙すき間まに指を捩ねじいれて持ち上げた。

　クリップは簡かん単たんに外れて床に転がった。

　ふわ、と本が内側から持ち上がる。

　仕掛け絵本は、紙を色々と組み合わせ、貼はり合わせて、ページが開いた時に持ち上がるようなものをいう、ということぐらいは知っている。そうなれば当然、ページの厚あつみは増ますから、こんな風に持ち上がってくるのは当然なのだろう。

（さあて、何が《飛び出す》か──）

　などと思っても、別に、大した期待を持ってはいなかった。

　飛び出す絵本なんていうのは大抵《飛び出す》という言葉には程ほど遠とおい、ただ二つに折っただけの仕掛けが立ち上がってくるように見える、その程度のものだ。

　それにしても、表紙の手て触ざわりだけは本当にいい。

　雨が降ふり出してきた時に、つい、傘かさの代わりに頭の上に乗せてしまったが、幸い、跡も残っていなかった。

　表紙に指をかけ、文ふみ人ひとはゆっくりと本を開いた。と──

　ぽん！

　と。まさしく、そんな音がした。

　音の出る仕掛けだったのだろうか、と思ったのは一いつ瞬しゆんだった。ぐぐう、とページの表面が盛もり上がってきて、

「うわ！」

　文人は思わず本を放り投げて、椅い子すを立っていた。

　ありえなかった。

　だが、フローリングの床に落ちた本は開いたまま、ますますページの表面が持ち上がってきていた。まるで餅もちか何かのようだった。

（ど、どうなってんだ!?　もしかして、また白はく昼ちゆう夢むを見てるのか？）

　思い切り腿ももをつねってみた。

　痛いたかった。

　痛つう覚かくはある。だが、そういえば昼間の夢の中でも痛かったことを思い出して、意味がないことだったかと考えたが、その間にも紙は伸びて、飛び出して、山のようになっていった。

（そうだ！　閉じなくっちゃ！）

　そんなことを思いつくのに、こんなに時間がかかるとは。文人は、いざという時に役に立たない自分に軽い苛いら立だちを覚えながら、本へ手を伸ばした。

　だが。

「痛っ！」

　遅かった。

　速度を増まして立ち上がってきた仕掛けに顎あごを強打され、文人は後ろによろめいて、そのまま椅子に座すわり込んだ。

　まるでアッパーカットを喰くらったみたいだった。

　否いな、それはアッパーカットだった。

　本の中から飛び出して文ふみ人ひとの顎あごを打ったのは、間違いなく小さな拳こぶしであったのだから。

（な、なんだ……？）

　もはや、呆ぼう然ぜんと見ていることしか出来なかった。

　いまや開いたページからはみ出すほどに広がった白い塊かたまりは、今度は急きゆう激げきに萎しぼみ始め、唯ゆい一いつそうだと認にん識しきするのことできた小さな《拳》から、見る間に収しゆう縮しゆくしていって形を成した。

　それは。

（お、女の子……）

　だった。

　だが、あの女ではなかった。全然違う。まさに《女》と《女の子》。そう違った。

　現れたのは、まるで、天を貫くように拳を、腕を突き上げた──美少女。

　その表情は、世界をその手にしたかのように勝かち気き。肌は抜けるように白く、床ゆかに届とどくほど長く質がとても硬そうな髪だけは、あの女と同じく、銀のように白い。

　まるで雪の像。

　ならば、白一色で、肌の全すべてに色がないのかといえば、それは違った。瞳ひとみは透すき通るような綺き麗れいな紫むらさき色いろをしていたし、にんまりと笑ったような唇は炎のように赤い。そして──

　文人はごくりと唾つばを飲み込んだ。そうせずにはいられなかった。

　なぜならば。

（な、なんで裸……）

　であったからだ。

　瞳と唇のほかで、色づいている場所──それは、ほとんどふくらみのわからない、それでもやはり少年のそれとは違う、小さな胸の先だった。

　ぽっちりとピンク色。

　それは、文人が初めて見る生の異い性せいの裸であって、心をかき乱みだすには十分すぎた。それを表情に出さないように必死に虚きよ勢せいを張はったが、体温までコントロールするのは難むずかしかった。

「拙せつ、推すい参さんぢゃ！」

　拳を突き上げたまま、少女はそう言った。呪じゆ文もんか？　と文人はまだ頭の隅に残っている冷静な思考の部分で考えた。

　セツ、とは名前だろうか。

　推参、はわかる。古い日本語だ。推おして参る。押しかけ訪問のことだ。まさに、いまの状況にぴったりと合っていた。

　少女は拳を下ろして振り返ると、軽く足を開いた格かつ好こうで握った拳を腰に当てて、文人に何もかもをさらけ出して胸を反らした。

（う、うわー！）

　ぴこん、と強きよう調ちようされた胸の先端に、文人は叫びそうになった。わけがわからなかった。それは本の中から女の子が飛び出してきたというそのことよりも、その少女が素すっ裸ぱだかで平気で立っている、そちらの方が、どちらかといえば信じられなかった。

　そっちかよ、と冷静な自分が突っ込むのを感じながら、文ふみ人ひとは何度も瞬まばたきをした。そうすればこれが消えるのではないか、と思ったのだが──駄だ目めだった。

　少女は、そんな文人の様よう子すに斟しん酌しやくする様子なく、

「そなたが、拙せつのあたらしい《まいすた》じゃな？」

　と言った。

「……ま、まいすた……？」

　声が出た。

　文人は唇を舐なめて、もう一度、唾つばを飲み込んだ。

「あの……わけがわからないんだけど……」

「当たり前じゃ。拙はまだ何も、そなたに説明してはおらぬ。それでわかられてしもうては、拙の格好がつかぬわ」

「あ、いや……それもそうなんだけど……」

　もう一度、文人は唇を舐め、思い切って訊きいてみることにした。

「あの……君……どうして、裸なの……？」

　沈ちん黙もく。そして──はあ？　と返された。髪と同じで白い眉まゆが、何を言ってるんだこいつは、と雄ゆう弁べんに上がった。
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「いや、だから……裸……なんだけど、君」

「何を──」

　馬ば鹿かな、と鼻で笑いながら少女は頷うなずくように下を向き、その瞬しゆん間かん、固まった。びき、とか、そんな音が聞こえてきそうな固まりっぷりだった。

「に──」

「に？」

「にぎゃあああああああああっ！」

　少女は白い肌をほんのりと赤く染そめると、細い腕で胸を、下半身を隠してその場に飛び上がり、実に器用にベッドの上に着地して座すわり込んだ。

　気付いてなかったのか。

　その事実に、文ふみ人ひとは驚おどろいた。いや、驚くべきことは他ほかにあるだろう、と冷静な部分が訴えていたが、少女が本から飛び出してくるのと、裸の少女が目の前にいることの、どちらが現実ぽいかといえば、当然、後者だった。脳のうみそがまず、現実的な対たい処しよが可能なそちらから処理をしようとしても、おかしくはない。

「な、な、なんぢゃ、これはっ！」

　少女は必死に手をのばして傍そばにあった上掛け用の毛もう布ふを手た繰ぐり寄よせると、それを体に巻まきつけた。勝かち気きな、紫むらさき色いろをした瞳ひとみに、涙が浮かんでいる。そして震ふるえている。

（別に、裸が平気なわけじゃなかったんだな……）

　少女は、涙を浮かべながら怒っている。まるで文人が無理やり裸に剝むいたかのように、非ひ難なんがましい目つきで見ている。

「そ、そ、そなたっ！　拙せつに一体何をしたっ！　な、何をするつもりぢゃっ！　拙は何な故ぜ子供なのぢゃ!?　拙の、拙の服はどこにやったのぢゃ！」

　ぎゅう、と毛布を強く摑つかんでぶるぶる震える少女を見ていると、昂たかぶっていた気持ちも静まった。萎なえた、と言った方が正しいかもしれない。

　文人はため息をついた。

「ええと……僕じゃないよ？」

　まだ動揺はしていたが、何とか声に出さずには済んだ。

「誰だれかは知らないけど、君は、そのままの格かつ好こうで、その──本から現れたんだから」

　言っていて、馬鹿らしくなった。

　本から出てきた？　そんなことがあるわけがない。

　これはきっと夢だ。あの白はく昼ちゆう夢むはリアルだった。それと同じような働きを、いま、脳がしているのかもしれない。

　だが少女は、そんなことはおかまいなしに、夢ゆめだとしたらこれ以上になくリアルに驚きの表情を浮かべ、しばらく何かをブツブツと言いながら考え込んでいたが、やがて、そうか、と白い眉まゆ根ねを寄せて呟つぶやいた。

「彼奴あいつを追い払うのに、あらかた《仕掛け》を使ってしもうたのぢゃった……」

　少女は、がっくりとうなだれた。

（あ──しょんぼりした）

　不覚だった。

　不覚にも文ふみ人ひとは、このありえない少女をちょっと、可愛かわいい、と思ってしまった。

　すると、少女はすぐに顔を上げた。

　ぐい、と涙を毛もう布ふで拭ぬぐい、そうして、文人を勝かち気きなその瞳ひとみで睨にらむと、

「そなたのせいぢゃ！」

　突然、そんなことを言った。

「え？」

「そなたがしっかりしておらぬから、拙せつがこんな目にあうのぢゃ！　何を呆ほうけて見ておるか！　拙をいつまでこのままにしとくつもりぢゃ!?」

　えーと、と文人は鼻の頭を搔かいた。

「いつまで、って言われても……そもそも、君、誰だれ……？」

「だ、誰ぢゃと……!?」

　ずががーん、という、ショックを受けた時に漫画とかで出てくるような音が聞こえた──気がした。オノマトペ、とかいうのだったか。違うのだったか。

　よろ、と少女は体を傾けて、手をついた。毛布がはだけて片肩が露あらわになる。

「せ、拙はそなたの物になったというのに……なんたる仕打ち……」

「や！　ものになんかしてないし！」

　そんなのは勘違いだ。

　確たしかに状じよう況きようだけを見たら、余よ人じんからはそう思われても仕方のない様よう子すではあるが、指一本だって触れていない。

　だが、少女はますます文人を睨んだ。

「だいたい、命を助けておいてもらって、誰、とはなんたる言いい草ぐさぢゃ！　拙がおらねば、今いま頃ごろそなたは《本》ぢゃ！」

　ほん？　ぼん、だろうか？　擬ぎ音おん？

「少しは感かん謝しやしても罰は当たらぬ！　さあ、感謝するがよい！」

「ち、ちょっとまって！」

　文人はポケットに手を突っ込んだ。よかった鉛筆はあった。触れるだけでも心は落ち着く。

「……まさか……君があの女の人だって、そう言ってる……？」

「他ほかに何がある！」

　脳のう裏りに、いかにも大人おとな、と言った感じの銀髪の女性の姿すがたが蘇よみがえった。その姿はしっかりと脳裏に焼きついている。大人びた美しい横顔。引ひき締しまっているのに、出るところは出ている完かん璧ぺきなプロポーション。

　比くらべると──。

「や、だって、全然違うし……」

　少女の白い眉まゆが吊つり上がった。

「そなたを守るために頑がん張ばった結果ぢゃろうに！　《仕掛け》をすり減へらして減らして減らして、何とかこれだけ維持したのぢゃ！　ああもう、おのれおのれおのれ！　あやつめ！　今度あったら百年目ぢゃ！　容よう赦しやせぬ！　そのためにはフミヒト！　そなたが頑張れ！」

「な、何で僕──」

「そなたは、拙せつの《まいすた》であろうが！」

　びし、と指を突きつけられた。

　といわれても。

「君のこと、何も知らないし……」

　その《まいすた》というのもわからない。《売僧まいす》、だろうか。それとも別の言葉か。

　なんとも答えられずにいると、少女はますます眦まなじりを上げて、

「拙は、フィフぢゃ！　フィフ・デグリースぢゃ！　そなたが《まいすた》の《生ける仕掛け絵本》である！」

　体を起こして、そう言った。

　いける仕掛け絵本？

「……イケてる仕掛け絵本？」

「なんぢゃ、それわーっ！」

　ぐわ、と少女は腕を振り上げた。両手である。当然──

「わ！」

　毛もう布ふは下に落ちて、慎ましやかな胸が露あらわになってしまって、またしても、

「ぎゃあ！」

　と、顔に似合わぬ声を上げて、慌ててまた毛布を搔かき抱いた。

「そ、そうではあらぬ！　イケてるというのが、格かつ好こうよいという意味なら、それはその通りぢゃが、拙の言っているのは、《命を与えられた仕掛け絵本》という意味ぢゃ！」

　それを聞いて、文ふみ人ひとはため息をついた。

　やはり、これは夢ゆめの続きらしい。

　そうでなくてこんな馬ば鹿か馬ば鹿かしい話があるはずもない。《生ける仕掛け絵本》。そこから飛び出してきた、おかしな言葉遣いの全裸の少女。その少女から《まいすた》とか、謎なぞの言葉で呼ばれて怒られる、など。

（あ──セツって、ひょっとして『自分』のことか？　『拙せつ者しや』の『拙』か？）

　そうだと思えた。

　どうでもいいことなのかもしれないが、謎なぞがひとつ解かい決けつすると、すっきりとする。

（どうも、目も覚めないみたいだし、ちょっと付き合うか……）

　まだ怒っている様よう子すの少女──フィフを見ながら、文ふみ人ひとは椅い子すを回した。背もたれを前にして、そこに腕を乗せるようにして寄よりかかる。

「まあ、君がその《生ける仕掛け絵本》だとして、だよ？　どうして僕のところに来たの？」

「拙が来たのではない」

　ぐるりと毛もう布ふを巻まきつけて、フィフは頰ほおを膨ふくらませた。

「来たのは、そなたぢゃ。そなたが拙を選んだのじゃ」

「僕？　覚えが──」

「ないとは言わさぬぞ！」

　フィフは吼ほえた。

「《虚うつろの図と書しよ館かん》に、そなたが己おのれで入って来たのではないか。《虚ろの図書館》を見つけることができる人間は少ない。ないが、足を踏ふみ入れずともよかったはずぢゃ！　違うか？」

「ち、ちょっと待って。とにかく落ち着こうよ。ね？　そうしないとほら、また、毛布が落ちちゃいそうだし」

　フィフははっとして、もぞもぞと毛布をきつく体に巻きつけると、目を閉じ、ふーっ、と深しん呼こ吸きゆうをした。一度ではなく、二度、三度と。それにつれて、ぴくぴくと震ふるえていたこめかみの血管が見えなくなる。吊つり上がっていた眉まゆも下がり、すると──

（へえ……）

　あの銀髪姫とよばれていた女性とはやはり違うが、それでも美人だ、と気付いた。

　フィフがゆっくりと目を開けた。その紫むらさき色いろの瞳ひとみはとても大きく、文人はどきりとした。考えてみれば、夢ゆめとはいえ、自分の部へ屋やでこんな美少女と二人ふたりきりなのだ。しかも、相手は裸に毛布が一枚。

（ば、ばか……）

　余よ計けいな考えが浮かびそうになるのを無理やり追い払って、文人は、ひとつ咳せき払ばらいをした。

　フィフは軽く足を開いて真まっ直すぐに立ち、文人を見つめた。そこに、甘やかな雰囲気は微み塵じんもなく、おかげで文人は落ち着くことができた。

　自分の夢でも、やはり夢。ままならないものだな、と内心で苦笑をしつつ、

「えーと……ひとつ質問なんだけど」

　と、文人は言った。

「なんじゃ？」

「僕、その《虚ろの図書館》っていうのに、覚えがないんだけど……まさか、学校の図書室がそうだっていうんじゃないよね？」

　それを訊きくと、フィフは再びため息をついた。

「何を言っておる。あの図書室はただの図書室じゃ。そうではない。入り口はその奥じゃ。そなたは入ったであろう？　書しよ架かと書架との間の暗くら闇やみに」

　あ、文ふみ人ひとは呟つぶやいた。

　確たしかに。

　何でこんな未み整せい理りの書架が、と思い、足を踏ふみ入れた。

「ほうれ、見よ」

　ふふん、と笑って、フィフは得意げに鼻を動かした。

「入らぬこともできたのに、そなたは好奇心に負けて足を踏み入れた。強ごう欲よくなまでの好奇心。それこそが唯ゆい一いつ、《虚うつろの図と書しよ館かん》への入館証じゃ。そして、そなたはあの本の山の中から拙せつを見つけて手に取った。拙はそなたに選ばれたのじゃ！」

「と、言われても……」

　ううん、と唸うなって文人はポケットの鉛筆を弄いじった。

「そんなつもりで手に取ったわけじゃなかったんだけど──」

「そんなもこんなもない！　それに、そなたは拙の声に応こたえて拙を解かい放ほうしたではないか！　拙がいなかったら、そなたは今いま頃ごろ、《本》にされてしまっておったのだぞ！　ったく。そなたは拙の《まいすた》じゃが、一言ぐらい感かん謝しやがあってもよかろうに」

　そんなことを言って、フィフはちょっと唇を尖とがらせた。怒っているのだか、拗すねているのだか。甘えているようにも見える。

　言っていることは全然わからなかったが、文人は苦笑して、はあ、ありがとうございます、と一応、言っておいた。

「ん──まあ、よかろうて」

　すると、機き嫌げんが直ったのか、フィフは頷うなずいて怒らせていた肩を下げた。

「《まいすた》を守るのは、拙の役目のひとつじゃ」

　素す直なおだな、と感じ、文人は苦笑ではなく心からほほえましくなって微笑ほほえんだ。勝かち気きなのだがなんだか可愛かわいらしい。

　年は自分とそんなに変わらないように見えるのだが、《本》だというのだから見た目の年ねん齢れいには、大した意味はないのかもしれない。まあ、夢ゆめなのだから、気にすることもないだろう。

　ところで、と文人は背もたれを揺らした。

「さっきから訊ききたかったんだけど……《まいすた》って、どういう意味？」

「なんじゃ？　最近の子供は物を知らぬのう」

　勝ち誇ったように、フィフは真まっ白しろな歯を見せた。

　自分の方がよほど子供だろうに、という言葉が当然のように込み上げてきたが、文人はそれを吞のみ込んだ。この手のタイプは、きっとそう言われれば怒る。

「しかたない。教えてしんぜよう。よいか？　《まいすた》は、拙せつら《生ける仕掛け絵本》の主あるじのことじゃ。《仕掛け絵本》の腕の立つ工こう匠しようでもある」

（あ──）

　文ふみ人ひとは内心で、ぽん、と手を叩たたいた。

　わかった。

　そういうことか。《まいすた》は正しくはない。《マイスター》だ。ドイツ語。職しよく人にんの名人とか、親方とかを指す言葉。

　そうに違いなかった。そういえば、あの男も夢ゆめの中で──これはその続きの夢だが──そう言っていた。つまり、舌が上う手まく回っていないだけか。

　よいか、とフィフは続けた。

「拙らは《まいすた》によって、立派にも、みすぼらしくもなる。勝つも負けるも《まいすた》次し第だいということじゃ。と、まあ、そういうことじゃから、早はよう、拙の新しい服を作っておくれ」

「は？」

　最後にとんでもないことを言われて、文人は目を瞬しばたたいた。

「い、いや、ちょ、ちょっと待った。作る？　僕が？」

　フィフはきょとんとした。

「あたりまえじゃろ？　そなたが拙の《まいすた》なのじゃから」

「って言われても……僕、服なんか縫ぬったことないし」

「…………」

「ないし」

　重ねて言うと、フィフは鼻を鳴らした。

「縫う？　何を言っておるのじゃ。仕掛け絵本の《まいすた》なのぢゃから、仕掛けを作るのぢゃろうが。拙と同じぢゃ。仕掛けを作り、開けばそれが本物となる」

　そうして、本を開く仕し草ぐさをしてみせる。

「え？　よくわからないんだけど……どういうこと？」

「ぢゃから！」

　フィフは再び眉まゆを吊つり上げた。

「拙と同じぢゃ！　この本に《仕掛け》を作ればそれが本物になって、拙が使うことができるのぢゃって！」

　物分りの悪い《まいすた》ぢゃな！　と怒って、フィフは腕を組み、そのせいで毛もう布ふが外れそうになって、慌てて手で押さえ、ふー、と息をついた。

　ちょっと涙目だ。

「ほんとにもう──わかったであろ？　じゃから、さっさと拙の服を作っておくれ」

　といわれても。

　作ったことがないのは、《飛び出す仕掛け》についても同様だった。しかし、なるほど。そういう仕組みか。法則は理解した。

　それにしても、変な夢ゆめだ。

　もしも、現実にそんなことができるのなら、便利なことこの上ない。それこそ欲ほしい物はなんだって手に入れられる。

「言うておくが」

「はい？」

「不ふ埒らちなことを考えても駄だ目めぢゃ。そなたには《まいすた》の資し格かくはあるが、腕はない。複ふく雑ざつな《仕掛け》はまず出せぬ。精しよう進じんすることだ」

「そうなんだ。でも、お金は？　お札はそのまま紙だから、あの本に──」

　文ふみ人ひとは床に開いた本を指した。

「──挟んで、飛び出すような仕掛けを作ったとしたら──」

「本物になるな」

　フィフは頷うなずいた。が──

「ぢゃが、本物の紙し幣へいが一枚本物になったところで、差し引き同じではないか。それに何の意味があるのぢゃ」

「あれ？　開くたびに本物になるわけじゃ──」

「ないに決まっておろう。そんなことになったら、拙せつが何人も現れてしまうではないか」

「あ、そうか……」

　なるほど。一仕掛けにつき、一実体、ということか。

「だったら本物を一枚使って、束の仕掛けを作ったらいいんじゃないかな？　そうすれば、僕はお金持ちだ！」

　だが、フィフはまたしても鼻を鳴らした。

「札束を作ったとしても、そなたの腕ではせいぜい、紙幣が面に印刷された箱ができるだけじゃ。世の中、それほど甘くはない。それに、本から実体化した物は本の住人にしか使えぬ」

「夢なのに夢がないなあ……」

　ため息をつくと、フィフは、ん？　と白い眉まゆを寄よせた。

「そなた、何を言っておるのじゃ？」

「いえいえ、なんでもありませんよ。──それよりも、デグリースさん」

「フィフと呼べ。さんとかもいらぬぞ」

「はいはい。じゃあ、フィフ──」

　そう呼んで、文人はそれが女子を名前で呼んだ初めてだと気付いた。

　夢の中とはいえ、それがなんだかひどく気恥ずかしいことだと知ることができたのは、ひとつの収しゆう穫かくだった。

「──えーと……ところで、僕はなんでまた、フィフを選んだのかな？　というか、《虚うつろの図と書しよ館かん》だっけ？　どうしてそんなものが、学校の図書室に？」

「必要だったからじゃ」

　言って、フィフは少しだけ申しわけなさそうに息をついた。

「拙せつには、なすべきことがあるのじゃ。拙は、そのために創つくられた《仕掛け絵本》じゃ。しかし──拙は、一人ひとりではこの世に出てくることもできぬ。《まいすた》が必要なのじゃ。拙は待った。どのくらいであったかのう……もう忘れたが、とにかく待った。そして、そなたが来た」

　そうして、フィフは、にっこりと笑った。

　白い頰ほおに微かすかに赤みがさして、ほんのりと花が咲いたようになり、その姿すがたに、文ふみ人ひとはなぜか息が止まる思いがした。

　もっともそれは一いつ瞬しゆんのことで、すぐに呼こ吸きゆうは楽になった。

　意味もなく咳せき払ばらいをして、文人は彼女を見た。

「あー、それで……なすべきこと、って？」

「奴やつを捕まえる」

「……奴？」

「そなたも会ったじゃろ？　名を知らぬから、奴としか呼べぬが」

「……誰だれ？」

「誰!?　路地で拙らを襲おそった奴ぢゃ！　覚えておろうが！」

　ああ、と文人は胸の内で手を打った。

「あいつね。あいつを捕まえるのかい？」

「そうぢゃ！」

「なんで？」

「!?……なんで、って……」

　フィフは不ふ思し議ぎな表情になった。どんな顔かといえば、何な故ぜだろう、という顔だ。本気で忘れているという顔だ。

「ひょっとして……理由、なし？」

　か、とフィフは赤くなった。

「り、理由はある！　えっと……あ──お、思い出した！　あいつは悪い奴なのぢゃ！」

「悪い奴、ねえ……」

　余あまりに率そつ直ちよくな物言いに、文人は思わず笑いが込み上げるのを堪こらえた。

　だが、フィフは気付かなかったようだ。彼女は、うむ、と頷うなずいた。

「そうじゃ。奴は、拙と同じ《生ける仕掛け絵本》なのじゃが、自分で仕掛けや本も作ることもできる《まいすた》でもあるのじゃ。そして、奴と、奴が作った《本》たちを、拙は追っておる」

「……なんで？」

「ぢゃから！」

　フィフは苛いら立だったように眉まゆを吊つり上げた。

「奴やつらは邪悪なのぢゃって！……奴らは、《仕掛け絵本》としての本分を忘れ、人をとてつもなく邪悪にし、そして──《本》に変えるのぢゃ！」

　苛立ったようにフィフは首を振った。硬そうな髪が、ばさりばさりと音を立てた。

「連中は古来から、そうしたことを繰くり返してきた。あらゆる災さい厄やくに関かかわり、事件を起こし、そうして消えるのじゃ。事件の首しゆ謀ぼう者しや共々な。例えば──この国の人物であるなら、安あ土づち桃もも山やま時じ代だいの武ぶ将しよう、織お田だ信のぶ長なが。かの男がそうじゃ。本ほん能のう寺じで討うち死にしたことになっておるが、そうではない。あれは《本》にされてしもうたのじゃ。あの《男》は、そうやって人間を《本》にして蒐しゆう集しゆうしておる──《禁きん書しよ》なのぢゃ」

　織田信長、と来たか。

　確たしかに、信長の死体は焼け落ちた本能寺からは出ていない。だからといって《本》にされたというのは──こじつけにもなっていない気がする。だが──

「けど、なんのために？」

　一いち応おう、訊きいてみた。

　すると、フィフはむっとした表情になった。

「そなたも存ぞん外がい、うるさいのう……理由など、拙せつが知るものか。じゃが、な。《本》とは人を幸せにするためにある、と決まっておる。そうでない本を、拙は認めぬ。《虚うつろの図と書しよ館かん》も同じ考えじゃ。拙はいうなれば《虚ろの図書館》の平和を守る騎き士し──司書なのぢゃ！」

　ぐ、と拳こぶしを握るフィフ。

　だが、ふうん、と言って、文ふみ人ひとは欠伸あくびが出そうになるのを嚙かみ殺した。

　この夢ゆめも、そろそろ飽きてきた。

　そこそこ面おも白しろかったが、この先、特に変わった展てん開かいもなさそうだった。いい加か減げん目を覚ましたいものだが、さて、どうしたら覚めるものなのか──そんなことを考えていると、

「というわけで、じゃ」

　そんな文人の気持ちに気付く様よう子すもなく、フィフはどことなく満足そうに微笑ほほえんだ。

「いっしょに頑張ろうぞ、フ・ミ・ヒ・ト♪」

「は？」

　思わず反射的にそう返してしまった。

（あ──また、むっとした）

　ころころと変わる表情は面白いが、それにしても長い。夢としてはちょっと長かった。

「なんじゃ、その《は？》は」

「や、別に……」

　文ふみ人ひとは、ポケットの中で鉛筆を転がした。

「あのさ……君に、こんなことを訊きくのは、ちょっと変かとも思うけど……」

「なんじゃ？」

「この夢ゆめ、どうやったら覚めるの？」

　それを聞くと、フィフはこれまでで一番、はあ？　という顔をした。それをからかうことなく返事を待っていると、彼女は何度か首を捻ひねって、それから、

「おお」

　と呟つぶやいて、膝ひざを打った。

　夢なのに、ちらりと見えた腿ももの白さに、文人はどきりとしたが、顔には一いつ切さい出さなかった。

　が、彼女はそれに気付いた様よう子すもなく、ベッドの上で身を捩ねじって端の方にくると少し首を傾かしげて、実はな、と囁ささやくように言った。

　よく聞こうと、自然、文人は少しばかり前に体を乗り出すような格かつ好こうになった。

　と──

「残念ながら、これは覚めんのじゃ」

「え──」

　突然、ぴん、と鼻の頭を弾はじかれた。つんとした痛いたみが鼻び腔こうを駆け上がって、くしゃみが出そうになるのを、手で押さえて堪こらえ、何を、と声を荒げようとしたのだが、その前に、

「そもそも！」

　と、凜りんとした声でフィフが言って立ち上がったその所しよ作さに、文人は見入ってしまった。絵になる、とはこのことだった。もともと《絵本》なのだから、あたりまえかもしれないが。

「これに覚めるも覚めぬもないのじゃ！　まあ、そなたの気持ちはわからぬではないがな。人は自分の理り解かいを超えた出来事に遭そう遇ぐうすると、それを夢だと思いたがる。じゃが、しっかと認みとめよ。これは、拙せつは、夢ではない。現うつつじゃ。そなたは拙を手にし、《禁書》共に立ち向かわねばならぬ運命であったのじゃ！」

　びし、と指を突きつけられ、しかし、文人は笑った。

　リアルな夢だなあ、と思った。

　一いち応おう、筋すじは通っている。夢というのはもっと、場面がいきなり飛んだりとか、さっきまでと違う人物になっていたりとか、むちゃくちゃなものだが、この夢にはそれはない。

「信じておらぬな」

「そりゃ、まあ……」

　フィフは鼻を鳴らした。

「まあよい。これを現と認めたくなければ構わぬ。覚めぬ夢は現と同じ──そうじゃろ？」

「そうともいえる、かな……？」

「であれば、拙せつはどちらでも構わぬ。夢ゆめと思いたくば思えばよい。それでそなたが納なつ得とくするのなら、拙は構わぬ」

「じゃあまあ、そういうことにしておこうかな」

　フィフは、ふっと、どこか大人おとなびた笑えみを浮かべた。

「あとで、いやじゃ、と申すなよ？──もっとも、そなたに選せん択たく肢しはないがな」

「夢だから？」

「そうではない」

　フィフはベッドを降おり、本を跨またぐように立った。

「忘れたのか？　そなた、もう既に、奴やつに肉体の一部を《仕掛け絵本》にされてしまっておるのじゃぞ？」

「何、それ？」

「胸を見よ」

　文ふみ人ひとは笑いながらシャツのボタンに指をかけ、外した。第一。第二。何もない。第三──そこで止まった。

（え──）

　Ｔシャツの下に何かがある。四角く何かが盛もり上がっている。襟えり首くびに指をかけ、伸びるのも構かまわずに引ひっ張ぱった。

　本、だった。

　文庫サイズの革かわの装そう丁ていの本の表紙が、そこに貼はり付いていた。

「まさか、これ……」

「思い出したか？」

　文人は急いで服を脱いだ。見間違いではなかった。確たしかに胸に、革装丁の表紙のようなものが張りついている。

　なのに、違和感というものがまったくなかった。

　普通、こんなものがあったら、指摘をされる前に気がつくはずだ。だが、わからなかった。いや、夢なのだからそれで当然なのかもしれない。

　だとしても、不安は込み上げた。

　表紙には英語で『ＨＥＡＲＴ』と書かれている。端に指をかけると、開くのがわかった。ちらり、とフィフを見ると彼女は腕組みをして、形のいい顎あごを、さあ、というように動かした。

（ば、馬ば鹿か馬ば鹿かしい）

　文人は、無理やり笑みを浮かべた。

（夢なんだから、何を怖れる必要がある？　こんなものは──こうだ！）

　一気に開いた。

（！）

　その瞬しゆん間かん、文ふみ人ひとは息を吞のんだ。

　あの路地で見たものと同じものが、そこにあった。

　中から飛び出してきたのは、とてもリアルな《仕掛けの心しん臓ぞう》だった。紙でできていたが、単たん純じゆんな一枚の絵ではなく、ちゃんと立体になっている。太い血管が左右から伸び、それは胸の中へと消えていた。

　そして、その向こうには穴が開いていた。

　革かわ装そう丁ていの本の表紙は、むしろ蓋ふただった。四角く胸に開いた穴を塞ふさぐ、蓋だった。

　止まった呼こ吸きゆうを再会させるのも忘れて見つめていると、じゅく、と《仕掛けの心臓》がぬめりを帯びた。紙であったものが、まるで本物のように変化を始めた。紙の少女が、リアルなフィフになったように。

　文人は、無言で胸の本を閉じた。その手の下で、《仕掛けの心臓》が、どくんどくんと脈打つのを感じたが、その革の表紙が消えることはなかった。

「これでわかったか？」

　フィフの声にはしかし、少しも勝ち誇ったようなところはなかった。むしろ、どこかすまなさげでもあった。

「ここが夢であれ、現うつつであれ、それがいまのそなたの立場じゃ。そなたは、奴やつに心臓を奪われた。《仕掛けの心臓》に変えられて、の」

「な、なんのために……？」

　まだ胸を見下ろして、文人は呟つぶやいた。

「拙せつを渡さなかったからじゃ。……まあ、拙は嬉うれしかったがの」

「じゃあ……」

　嫌いやな汗が噴ふき出だすのを感じながら、文人は何度も唾つばを飲み込んだ。

「……君を渡せば、心臓は返ってくるの？」

　顔を上げると、そこにフィフの姿はなかった。

　消えてしまった。

　床にはただ毛もう布ふが落ちていて、文人は椅い子すを立つとおそるおそるそれを持ち上げた。

　そこにはただ、閉じた本があるだけだった。

　文人はそれを手にし、開こうとしたが駄だ目めだった、あれほどするりと外れたクリップは、今はびくともしなかった。

（目、覚めたのか？）

　一いつ瞬しゆん、そう考えた文人だったが、しかし、胸の革表紙は依然としてそこにあって、消えてはいなかった。

　もう一度、胸の表紙を開く勇気は、湧わき起こってはこなかった。

　急に恐ろしくなって、文人は手にしていた毛布を被かぶってベッドに突っ伏し、わあ、と大声を上げた。

　そして、夢ゆめなら早く覚めてくれ、と祈りながら、強く強く瞼まぶたを閉じた。もう何も知りたくない、と心も閉ざした。

　だが──
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（まだ、覚めてない……）

　胸に革かわの表紙が貼はり付いたままなのを見て、文ふみ人ひとは、絶ぜつ望ぼうとはこういう気持ちをいうのだろうか、とベッドの上で思った。

　どうやら、あのまま眠ってしまったらしい。カーテンを開あけっ放ぱなしの窓まどから、朝の陽ひ射ざしが射しこんでいた。

（冗じよう談だんだろ、おい……）

　ふかぶかとため息をついて、文人は髪をかきあげるようにして頭を抱えた。覚めない夢は現うつつと同じ──そのフィフの声が蘇よみがえり、偽物のはずの胸の辺りがちりりと痛いたんだ。

「何で覚めないんだ！」

「あたりまえじゃろ」

　声がして、文人は顔を上げた。あの《本》が、床の上でかたかたと跳ねていた。

（こっちもか……）

「夢ゆめなどではない。したがって覚めるはずもない。わかったか？」

（わかってたまるか！）

　そう思いながら、文ふみ人ひとはベッドを降おりて《本》に近づくと、足の指でクリップに触れた。すると、あれだけ硬かったクリップはまたしても簡かん単たんに動き、外れたかと思うと《本》が持ち上がり、そこから、にゅう、と腕が出た。

「わ！」

「何を驚おどろく？　拙せつはまだ服を作ってもらっておらん。早はよう、昨夜ゆうべの毛もう布ふを貸かしておくれ。裸でそなたの前に出るなど、恥ずかしきことゆえの。どうやら、そなたを納なつ得とくさせるのが先のようじゃ。服はそれからでよい」

「ったく……何のホラーだよ」

　文人は毛布を放った。本の上にかぶさったそれは、むくむくと立ち上がり、真まっ白しろな髪が裾すそからこぼれ出たかと思うと、フィフが顔を出した。昨夜と同じように、毛布を胸に巻きつけて端を胸の間に折り込む。その下には何もつけていないのだということは、あえて考えないようにした。

（ていうか、紙だし！）

　文人は椅い子すに腰を下ろし、顔を拭ぬぐってフィフを見た。彼女はベッドに腰を下ろし、ん？　という顔で見た。

　やはり可愛かわいい。紫むらさき色いろの瞳ひとみが、息を止めるようだ。

（じゃない！）

　もう一度、文人は顔をなで、それから机つくえの上に転がしてあった鉛筆に触れた。

　気持ちが落ち着く。

　幼おさない子供がぬいぐるみやタオルを摑つかんでいると落ち着くように、文人にはこの古いＢの鉛筆が同じ役目を果たしてくれるのだ。

「……夢じゃないのか？」

「うむ」

　澱よどみなくフィフはうなずき、文人は大きく息を吸すい込むと、ゆっくりと吐き出した。

「マジか……」

「うむ」

「くそ……まいったな……」

　こんなことは認みとめるべきではないのだろう。まともなら、認めるわけもない。

　だが事実、フィフは目の前にいる。

　胸には革かわの表紙が貼はり付いている。

　この、何ら不ふ思し議ぎとは縁えんのなさそうな普通の朝の部へ屋やに、《本》はあり、彼女はいて、胸では偽物の心しん臓ぞうが動いている。

「……僕は、死ぬのか……？」

　フィフの白い眉まゆの片方が、大おお仰ぎように上がった。

「なんじゃ、それは」

　文ふみ人ひとは革かわの表紙を指で叩たたいた。

「だって、この心しん臓ぞうは紙でできているんだろ？　だとしたら、いつ破やぶけたっておかしくないじゃないか。しかも、血けつ液えきを流してるんだ。液体を流してる」

「それなら案ずるには及ばぬ。拙せつが昨夜ゆうべ、涙を浮かべたのを見たであろう？　拙らは、自身で生み出した水には濡ぬれぬ。ただし、《本》が変われば別じゃ。別の本で生み出された液体は、他ほかの水と変わらぬ。まあ、革のことでもあるし、それほど案ずることはないと思うが、濡れぬように気をつけることじゃな」

　ほんの少しだが、文人はほっとした。

　ならば、今すぐにでも血液が心臓を溶かしてしまうということはない、ということだ。もちろん、こんな紙の心臓で作り出された血液で大丈夫なのか、という疑ぎ問もんは──まあ、大丈夫なのだろう。こうして生きているのだから。

「じゃあ、あとはとっととあの男を見つければいいんだ」

「うむ」

「それで、この《本》を《譲ゆずる》と言って渡せばいいんだ」

「うむ。その通り──ではなーいっ！」

　フィフがむんずと摑つかんで投げつけてきた枕まくらを、文人は首を捻ひねって避けた。

「危ないじゃんか！」

「渡してどうする！　奴やつを捕まえるのぢゃろうが！」

「なんで？」

「な、なんでぢゃと……？　昨日きのうの話を聞いておらんかったのか!?　人間の世界の危き機きなんぢゃぞ!!」

「そんなこといわれても……昨日は突然だったから、わけもわからないうちにこんなことになったけど、まあ話を聞いてみれば大したことじゃない。《本》を渡して心臓を返してもらえば、僕はこの悪夢のような現実から解放される──そういうことだろ？」

「あ、あいや、待て！　そ、そなたは拙の《まいすた》ぢゃろ……？」

「そう言われても、さ。僕は、《本》を拾ったらそうなるって知っていて、その上であえて拾ったわけじゃないからさ」

「そ、そんな……」

　またしても、よろり、とよろめいて、フィフは片手をベッドについた。

「よ、よもや、そんなことを言われようとは……なんと……なんと非道な！　拙がどうなるかわかっておりながら、あの男に渡そうというのか!?」

「や、どうなるかなんて知らないし」

「水ぢゃ！」

　フィフは、掌てのひらを天てん井じように向けて、指をわきわきと動かした。

「あの底意地の悪い奴やつのことぢゃ！　拙せつを水に浸つけるに違いない！　湖に投げ込んだり、雨の降ふる外に、木の枝えだにぶら下げたり、トイレに流したりするに違いないのぢゃ！　そんなひどい目に拙があおうというのに、奴に渡すと申すのか!?」

「うん、まあ……僕も心しん臓ぞうがかかってるし……」

「な、なんという……」

　フィフの頭の向うには、ががーん、という書き文字が見える気がした。瞳ひとみが潤うるんで、涙が大きく盛り上がる。やはりどうも、いちいちリアクションが漫画っぽいのは、彼女を作った《まいすた》の趣しゆ味みだろうか。

「……なんてね」

　文ふみ人ひとは、はっきりとわかるように、オーバーアクションで肩を竦すくめて見せた。

「──へ？」

　変な声だ。

「冗じよう談だんだよ。あの男が《本》を渡したからって、僕の心臓を戻してくれる保ほ証しようなんかないことぐらいわかってるさ。人をこんな風に脅しつけるようなやつが素す直なおに、そうですか、って元に戻してくれるなんてこと、小学生だって信じない」
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　一いつ瞬しゆん、間があって、フィフはぶんぶんと頷うなずいた。

「そ、そうぢゃ！　その通りぢゃぞ！　《禁きん書しよ》の連中っていうのは、そういうひどい奴やつばかりなのぢゃ！　とても信用などできん。拙せつと共に戦おうぞ。奴を含め、《禁書》をすべて封印すれば、そなたの心しん臓ぞうも元に戻る。共に取り戻すのぢゃ！」

（熱あついなあ……）

　拳こぶしを握にぎり締しめるフィフを、少しだけうらやましいと思っている自分に気付いて、文ふみ人ひとは苦笑した。この情じよう熱ねつは、自分にはないものだった。

　だが、フィフに言ったことはこの場のごまかしでも、噓うそでもなかった。

　直感だが、あの男は怪しい。

　ならばフィフのことは信用できるのか、と言われればそういうわけでもなかった。《生ける仕掛け絵本》だなどと言って、存そん在ざいそのものが怪しすぎる。

　だが、いま問題なのは心臓だ。信頼できるかどうかの見極めが必要なのは、あの男についてであって、フィフではない。

　そして文人は奴を『信用できない』と判はん断だんした。

　人質のようなものを取って、それと交換というのは善ぜん意いというものをまったく信じていない証しよう拠このように思えた。同じ価か値ちのある物を手にしてようやく、同じ位置に立てると考える。そういう奴が次に何を考えるかといえば、いかに優ゆう位いに立つか、だろう。

　そんな男が《心臓》を素す直なおに返すだろうか？　《本》と《心臓》、両方を手に入れようと考えるのが、あの男にとっては当然のような気がした。

　となれば、《本》を──フィフを、手元に置いておく方がよかった。

「で」

　ぎし、と椅い子すが鳴った。

「どうやって、あの男から心臓を取り戻せばいい？」

「ん。簡かん単たんに言えば、封印を施ほどこすのじゃ。そうして《虚うつろの図と書しよ館かん》に戻せば、奴の作った《本》は元に戻る」

「待った！　ってことは……この心臓は、奪われたわけではなく、本物、ってことか？」

　フィフは頷いた。

「本物を《本》に変えるのが、奴の得意とする方法じゃ。そなたの心ノ臓は、本物ではあるが同時に偽物でもある。本質を奪われ、別の物に変えられたのじゃから、奪われた、と言ったのじゃ」

「そっか……」

　ほんの少しだが、文人は安あん堵どした。本物の心臓が相手のところにあるのとないのとでは、虚きよ勢せいを張はるにも大きな違いがある。

　逆らったら心しん臓ぞうを潰つぶすぞ、と言われたら、どうすることもできない。奴ど隷れいになるしかない。その場合、行動を起こすにしてもおおっぴらには動けず、気付かれないようにこっそりと事を運ぶしかなかった。

「じゃあ、もうひとつ」

「なんじゃ？」

「あいつがこの心臓を──自分の作った《本》を、遠くから操あやつることとかはできる？」

　フィフは腕を組むと、僅わずかに首を傾かしげた。

「そういう話は、聞いたことはないの」

「じゃあ、これがいきなり開いて、心臓が飛び出してくるってことはないってわけか」

「そんなことができるなら、とっくにしておるじゃろ」

　だろうね、と文ふみ人ひとも思った。

　遠えん隔かく操そう作さが可能なら、とっくにそうしているはずだ。今もって、いつでも潰せるのだぞ、と脅して、フィフを持ってくるよう話を持ちかけてこないということは、奴やつにできるのは《本》に変えることだけ、と考えてもよさそうだった。

「つまり、向こうの脅しの手段は、『元に戻して欲しかったら所有権を放棄しろ』ということだけってことか……」

　それだけでも十分脅威ではあるが、奴隷のように跪ひざまずかなければならないほどの危き機き、というわけではなかった。

「しかし、さすがじゃな」

　え、とフィフを振り向くと、彼女はどこか嬉うれしげに微笑ほほえんでいた。

「普通、拙せつらのような物を見れば、人は恐おそれ、慄おののき、錯さく乱らんすると聞いておった。やはり《まいすた》になるものは違う、ということか」

「まあ……《まいすた》だからかどうかは知らないけど、何かあった時に一人ひとりで対たい処しよできるようには育てられたからね」

　フィフは、どういう意味じゃ、というように首を傾げた。

「家は、母かあさんと二人ふたり暮ぐらしなんだ。その母さんも、昔からほとんど家に帰ってこないから、子供の頃ころから自分のことばかりか、家のことは全般、僕がやってた。だから落ち着いているように見えるのかもしれないな」

「それと、拙らみたいなことに対処できるというのは、また別じゃと思うが」

　文人は目を瞬しばたたき、それから笑った。

「うんまあ、そうだよね。なんだろうな……性せい格かく、って言ってしまえばそれまでなんだろうけど……実は、僕は、オカルトなんてないと考えてる」

　フィフは眉まゆを顰ひそめた。

「矛む盾じゆんせぬか？　拙らはおもいっきりど真ん中、オカルトだと思うが──」

「言い方が悪かったかな」

　文ふみ人ひとは鉛筆を触った。

「僕は、世界の何も信じていないんだ」

　ますますフィフの眉み間けんの皺しわは深くなった。

「えっと……つまり、さ、人間の知ってることなんてたかが知れてるだろ？　きっと世界の秘ひ密みつの全部に比くらべたら、カスみたいなもんだ。今の科学で証しよう明めいできないものを《無い》と言ってしまうのは、この先の科学の発はつ展てんを自みずから否ひ定ていすることだとは思わないか？　《無い》んじゃなくて《知らない》だけなんだ、と思わないなら、人のこの先の進歩なんかない。それと同時に世の中には《わからなく》ても《ある》ものはたくさん存在する。自分が知らないことを《無い》ことにするなんてのは、未来のない人間のすることさ。だから僕は、あるものはある、起きたことは起きた、と受け入れることにしてるんだ」

　フィフは、むう、と唸うなった。

「小こ難むずかしくてようわからぬが……ようするに、拙せつと、拙の言ったことを受け入れた、と解かい釈しやくしてよいのか？」

「まあね」

「ならばよい！」

　フィフは、一気に笑え顔がおになった。

「何なに故ゆえに《本》から飛び出してこられるのか説明せよ、と言われても、拙にはどうしようもないからの。何故に生きている、とそなたらに問うても答えられぬのと同じじゃ。同じなのじゃが、そこにこだわる輩やからは多いのじゃろ？　まったく……自分は答えられぬのに人にだけはそれを求め、答えられぬのなら存在すら認みとめぬというのは勝手じゃ。そなたが違ちごうてよかった」

　だが、フィフはすぐに表情を引ひき締しめた。

「とはいえ、そなたのような考えを持つ者は少ないのであろ？　その辺の事じ情じようは、前の《まいすた》に、よう、教えられておるから、案ずるな！」

　得意げにフィフは胸むねを張はった。とはいえ、厚あつい毛もう布ふを巻まきつけた格かつ好こうでは、主しゆ張ちようするふくらみは何もなかったが。

　作ったやつの趣しゆ味みかな、と思いながら、けれどそういえば、最初に出てきた時は違った姿だった、と思い出した。

「ねえ。そういえば、あの男と戦ったとき、フィフは大人おとなだったよね？　武ぶ器きを失ったというのはわかるけど」

「ん」

「それでなんで、こんなことに？」

　文人は、手で背が低くなったのを、子供になってしまった、そのことを示した。

　するとフィフは首を捻ひねった。

「拙せつにも、ようわからぬのぢゃ。互いに《仕掛け》を削りあって、間違いのう、深い手て傷きずを負わせたのぢゃが、拙も気を失って、気付けばこうぢゃった。もしかすると、拙は腕や足を失って、それを補おぎなうためにこうした姿すがたになったのやも知れぬ。やられた覚えはないのじゃが……記き憶おくもところどころ欠けておるゆえ、憶おぼえていないだけかも知れぬ。ゆえに、答えられぬ問いもあるかと思うが、許ゆるせ」

「ふうん……」

　文字通り、身を削ったのかな、と文ふみ人ひとは思ったが、口には出さなかった。全面的に信じるのならこれで疑ぎ問もんは解けた。ならば。

「話し合いだ」

　文人は、そう言った。

「僕は、心しん臓ぞうを元に戻したい。正直、君が昨夜ゆうべ言っていた《禁きん書しよ》がどうのという話は、僕にはどうでもいいことだ。それは君の都つ合ごうでしかない。それはいいよね？」

「……そう言われてしまえば、そうじゃ」

「それをわかってくれてるならいい。じゃあ、その上で、だ。その上で、君は僕に、一体何を望むんだ？」

　フィフはもぞもぞとベッドの上に両足を引き上げると、きちんと正せい座ざをして姿し勢せいを正した。そうすると硬そうな白い髪がベッドに広がって、凍りついた滝のように見えた。

「拙は──拙の使命は、あの男と、あの男の生み出した《禁書》を封印して《虚うつろの図と書しよ館かん》に戻すことじゃ。それには《まいすた》の助力が必要なのじゃ。なぜなら、拙は《まいすた》がおらねば《本》から出ることも叶かなわぬ。戦うための武ぶ器きも出せぬ。じゃから……フミヒト、拙に力を貸かしておくれ。拙に関かかわったばかりに、奴やつに心ノ臓を盗とられたともいえようが、されど──」

「《虚ろの図書館》に足を踏ふみ入れたのは、強きよう制せいされたわけではない──だろ？」

　フィフは何も言わなかった。

「僕と君には、共通の目的がひとつはあるということだよな。あの男を封印すれば、僕の心臓は元に戻ると君は言うのだから。けど、他ほかの本は？　僕には関わりのない《禁書》だろ？」

「……ないこともない」

「そいつは、どういうこと？」

「他の《禁書》共は、あの男の一部なのじゃ。あの男が自みずからでもある《本》のページを使って創つくり上げたのじゃ。じゃから、他の《禁書》連中を封じればそれはそのまま、あの男の肉を削そぐことになるのじゃ」

「なるほど」

「それに──拙の成長にも役に立つ」

「成長？」

　フィフは頷うなずいた。

「……先にも言うた通り、昨日きのう、奴やつとやりあった折おりに、拙せつは手ひどくやられてしもうて──無む論ろん、奴にも傷きずを負わせてやったが──おかげで拙は、服も何もなくしてしもうた。かろうじてこの身だけは残ったが、何な故ぜか子供の姿ぢゃ。残ったのは、これだけじゃ。多くの《仕掛け》を失ってしもうた」

「それと、他ほかの《禁きん書しよ》とどういう関係が？」

「封印を施ほどこして実体化を封じれば、あの男の創つくった《仕掛け》をそなたが拙の《仕掛け》の参考にできる。《仕掛け》の多彩さ、出来は、そのまま拙の経けい験けんに繫つながるのじゃ。腑ふ分わけして仕組みを研究し、それを拙に活いかさねば、正直、とてもあの男には敵かなうまい」

　それは、真実だろうか。口く説どきの文もん句くとしては悪くないが、それが真実と見極める術すべはなかった──今は。

（一冊、捕まえてみればわかる話なんだよな）

　彼女の言う《禁書》が何冊あるのかは知らないが、それである程度の真偽はわかるはずだ。

「……わかった」

　文ふみ人ひとは大きく頷いた。

「手を貸かす──いや、共きよう闘とうだな。こんなこと、誰だれに言ったところで信じてもらえやしないだろうけど、実じつ際さい、こうして僕の心しん臓ぞうはおかしなことになってるし、君は本から現あらわれるしで、これじゃあ、信じないわけにはいかない」

「う、うむ！　そうぢゃ、その通りぢゃ。共に頑がん張ばろう！」

　フィフはベッドから降おりると、文人に向かって手を伸ばした。途と端たん──

「あ──」

　はらり、と毛もう布ふが外れて落ち、フィフの真まっ白しろな裸が朝の光の中にあますところなく露あらわになった。あんなところも、こんなところも、全部。

「ぎゃあ！」

　まるで絞しめ殺されるような声を上げてフィフはしゃがみこむと、毛布を拾って慌てて体に巻まきつけた。

「ま、また、見たな……」

「あー、まあ……」

　そっぽを向き、文人は必死に平静を装よそおった。さすがにこれは《心臓》に悪い。いくら自分の本で作られた水は平気だといわれても、大丈夫なのだろうか、と案じてしまう。こうも大量に血けつ液えきを流しては。

「ま、まずは服ぢゃ！　それがのうては何もできん！　仕掛けの丁ちよう度どいい手習いにもなると思うぞ！　と、とにかく、簡かん単たんなものでよいから服を作っておくれ！」

「簡かん単たんなものっていっても……買ってきたんじゃだめなの？」

「だめぢゃ！　現実世界のものは、本の中には持ち込めぬ。このままだったら、拙せつは出てくるたびに裸ぢゃぞ!?　そなたが、拙の服をいつも持ち歩いていてくれるというのか!?　そもそも、いざというときに悠長に着替えなどしておられぬわ!!」

　それはまあ確たしかに……フィフの言う通りだ。

　本から出てくるたびに裸では、あらぬ噂うわさが立ちかねない。

　しかし、文ふみ人ひとは今まで生きていて一度も、《仕掛け絵本》など作ったことはなかった。

　幼おさない頃ころに見たことぐらいはあっただろう。

　だが、それと創つくることは別だ。そもそもどうすれば、平面の本に折りたたまれた紙が、開くだけで立ち上がるのか、さっぱりわからない。

（仕方ない）

　文人はぐるりと椅い子すを回すと、机つくえの上のノートパソコンを開いた。

　電でん源げんを入れてＯＳを立ち上げる。

　かりかりっとハードディスクを読む音がして、スタート画面が現れた。

「……なんじゃ、それは？」

　衣きぬ擦ずれの音がして、フィフが肩口から覗のぞき込むのがわかった。

「ノートパソコンだよ。知らない？」

「うむ」

「コンピューターとかなかったの？　マジ？　だったら《虚うつろの図と書しよ館かん》っていうのは、どうやって蔵ぞう書しよの管理とかやってたんだ？」

「もちろん、司書長がやっておった。《虚ろの図書館》の億おく冊さつを超えるすべての蔵書の棚の位置を覚えておって、決して間違えることがないのじゃ」

「そりゃすごい」

　何でもありだな、と文人は笑った。

「で、これは何をするものじゃ？」

「いろいろ。音楽を聴きいたり、映えい画がを観みたり──映画は？　わかる？」

「あたりまえじゃ！　拙が《ぱそこん》を知らない、と言ったのは、初めて見た、という意味じゃ。《ぱそこん》くらい知っておるわ。……見たことがなかった、というだけで」

「なるほど。──ま、だったらインターネットもわかるよな？」

「いん──？」

「それは知らないんだ」

「う、ううう、うるさい！　拙は、前の《まいすた》が教えてくれたことまでしか知らぬのぢゃ！　一〇数年の間、前の《まいすた》は《虚ろの図書館》から外に出てはおらぬし、知ち識しきもそこで打ち止めぢゃ！　その、いんなんたらというのは、その間に出てきたものであろ!?」

「まあね」

　文ふみ人ひとは頷うなずいた。

「なるほど、そういうことか。つまり、君の知ち識しきは、『平へい成せい』になった辺りで止まってるってわけだ。その頃ころにもインターネットはあったけど、今と比くらべると全然普及はしてなかったし、君の前の《マイスター》は君にそれを教えなかった」

「ん」

「まあ、《ぱそこん》がなかったんなら、当然か。──ええっと、君にもわかりやすく説明すると……そうだな、こことは別のところにものすごく大きな情報の倉庫があって、これはそこと繫つなげることが出来て、ここにいながらにして、いろんな情報を手に入れることが出来るんだ」

「《虚うつろの図と書しよ館かん》のようなものか？」

「その図書館がどんなものかはよく知らないけど、多た分ぶんもっと猥わい雑ざつだな。誰だれがどんな情報を発信しているか、厳げん密みつに管理されているわけじゃないし──ああでも、アングラサイトを《禁きん書しよ》だと思えば、似にているのか……」

「何！　そこに《禁書》があるのか！」

　いきなり肩越しに真まっ白しろな腕が伸びてきて、文人は慌てて、体でパソコンを守った。

「ち、違うって！　君の言っている《禁書》とは違うものだよ」

「なんじゃ、紛らわしい」

　ふん、とフィフは鼻を鳴らした。

「で？　何をしようというのじゃ」

「こうするのさ」

　ブラウザを立ち上げた文人はブックマークした検けん索さくサイトにアクセスして、そこに『仕掛け絵本　作り方』と打ち込んで、《検索》ボタンをクリックした。

　一秒とかからずに、ずらりと結果が表示される。その中から『初心者向け』と謳うたっているサイトを選んでアクセスした。

　そのホームページは、正せい確かくには《仕掛け絵本》ではなく、飛び出すグリーティングカードの作り方のサイトだったが、基き本ほんは同じだった。

「……わかりにくいのう」

　不満そうな声に振り向くと、すぐそこに顔があって、危あやうく声を上げるところだった。

　ほとんど目の前で見ると、彼女の肌のきめ細かさがよくわかり、元が紙なのだとは、とても思えなかった。それに、硬そうだと思った髪もミルクを流したように、白く艶つややかだ。

　見み惚とれてしまいそうだった。

　だが、フィフはそんな文人の視し線せんに少しも気付いた様よう子すもなく、指を伸ばしてディスプレイに触れた。

「これは、山が立ち上がる《仕掛け》のようじゃが……そなた、これでわかるのか？　どうやって作ればよいのか、理り解かいできるのか？」

「ちょいまち」

　文ふみ人ひとは視し線せんを引ひき剝はがして、画面をスクロールさせた。

「ああ、フリーの型紙があるから、これをプリントアウトしてやれば同じものが作れるよ」

「ふうん……じゃが、こんな単たん純じゆんな作りでは、何も出てこぬぞ？」

「え？」

　フィフは体を伸ばすと、辺りをきょろきょろと見回して、眉まゆを顰ひそめた。

「しっかし、殺さつ風ぷう景けいな部へ屋やじゃのう」

「そうかな？」

　ごく普通の部屋だと思うのだが。壁かべには一応、にぎやかしのために、母が貰もらってきたアートポスターを貼はってあったりもする。画家の名前も知らなかったが、悪くはない。

「殺風景じゃ。何な故ぜに本が一いつ冊さつもない？」

　ああ、そういうことか。

　文人は小さく息をついて、

「必要ないからだよ」

　と言った。

「な、なんぢゃと!?」

　驚きよう愕がくの形ぎよう相そう、とはこんな顔だろうか、という顔で、フィフは振り返った。

「ひ、必要ないとはどういうことぢゃ！　本ぢゃぞ!?　本は人類の英知ではないか！　芸術ではないか！　それがないとはどういうことぢゃ！」

「知ち識しきならこれで足りるからだよ」

　文人はノートパソコンを軽く叩たたいた。

「好きな時に好きな情報を取り出せる。探さがすにしたって、必要なところだけを見られる。本じゃこうはいかないだろ？　まず本を探すのが大変だし、見つかったら見つかったで、その本の中から必要な情報を探し出すのがまた一ひと苦く労ろうだ。けど、インターネットなら、さっきも言ったように一発だ」

　文人は幾いくつかのウィンドウを開いて、プリントを指定した。すぐ傍そばのインクジェットプリンターが作動して、印刷を始める。

「本当に欲しい情報なんて、一部分だけさ。必要な時、必要なだけ、ここで手に入る。どうして本なんかいる？」

「じ、情報はそうかも知れぬが、物語はどうぢゃ!?　あれは一冊丸ごと必要であろう？」

「小説だって、今はネットで読めるんだよ」

　文人は別のホームページを呼び出して、画面をフィフのほうに向けた。

「これは横書きだけど、縦たて書がきの表示だってできる。必要ないさ──本なんて」

「む、むむ……」

　フィフは、どうにか反はん論ろんしてやろうと必死に頭を回転させているようだった。

　だが、これが事実だ。

　旧きゆう態たい依い然ぜんとした紙の本など、消え行く運命だ。嵩かさ張ばるし、邪じや魔まなだけだ。まして、装そう丁ていが芸術品として扱われるなど、そんなのは中身とは関係のない話だった。

（馬ば鹿か馬ば鹿かしい。本なんか、この部へ屋やには一番、不要だ）

　文ふみ人ひとは手を伸ばし、プリントアウトされた紙を取った。そこには、さっきの山の仕掛けと、それから洋服の広告が印刷されていた。

（簡かん単たんな話さ。この服の写真を切り抜いて、折って、立ち上がる山に貼はり付ければ、山の代わりに服が立ち上がる。そうすれば本物になるんだろう？）

　山の仕掛けの型紙には、作り方も載っている。文人は机つくえの引き出しから鋏はさみと両面テープを取り出すと、線せんに沿そって素す早ばやく切っていった。

　昔から手先は器用だった。折り紙は得意だったし、学校の美術の成せい績せきはいつもよかった。特に立体物の評ひよう価かは高く、市のコンテストに出品しないかと言われたこともあった──先生が嫌いだったので、断ことわったが。

「どうすればいい？」

　切った紙を折りながら、文人は訊きいた。

「作った仕掛けをその本に貼り付ければいいのか？　そうすれば本物になる？」

「……基き本ほん的てきにはそうじゃ」

「了りよう解かい」

　フィフの声がやけに平へい坦たんだったな、と思いながら、文人は《本》を取り上げると、ページを開いた。何もない。一いつ瞬しゆん、どういうことだ、と考えたが、思えば《仕掛け》自身が外にいるのだから、《本》の中が空っぽなのはあたりまえだった。

　文人は、両面テープで、作った《仕掛け》を《本》の折り目の部分に貼り付けた。そして閉じた。

「よし」

　これで完かん璧ぺきだ。簡かん単たんだ。ネットがあれば今はなんだって出来る。

「さあ、服だ！」

　文人は、《本》を開いた。結果は──




　　　　　☆




「なんで！」

　ばん、と文人は机を叩たたいた。紙の切れ端が舞まい上がって床に落ちる。もう、これで一〇着分になる。一発で成功すると思っていたのに、一〇個作ってもひとつも成功していなかった。

　実体化しなかったわけではなかった。

　貼はり付けて開いた途と端たん、服の《仕掛け》はむくむくと大きくなり、本から飛び出しはした。

　が──

「紙、じゃな」

　ひらりと舞まい落ちてきた《もの》を手にして、フィフは、別べつ段だん、馬ば鹿かにした様よう子すではなく、そう言った。

　確たしかにそれは紙だった。

　サイズはフィフの体たい格かくに合った大きさではあったものの、着ることもできないただのぺらっとした印刷物で、言ってみれば広告を切り抜いて拡かく大だいしただけのものだった。

「ま、しかたがない。もっと簡かん単たんなものから──」

「いや、大丈夫！」

　文ふみ人ひとはしかし話を聞かず、本を開いて《仕掛け》をはがすと、別の服の広告をプリントアウトして、最初よりも立ち上がる角度をつけて試した。

　だが、結果は同じだった。

　次も。その次も。

　出来上がるのは、拡大コピーした広告に過すぎなかった。それが、一〇着──。

「聞く気になったかの？」

　顔を上げて振り返るとフィフが、出来上がった等身大の広告を、どこか楽しげにかわるがわる、体に当てていた。

「その気になったのなら、何ゆえに《本物》にならぬのか、それを明かしてしんぜようぞ」

　文人は、気を落ち着けて息をついた。出来ることなら自分の力で何とかしたいところではあったが、ことはこれまで学んだ知ち識しきでどうにかなるものではなかった。

　これはおそらく基き礎そだ。

　基礎を知らないで、この先、複雑な《仕掛け》など作れようはずもない。

　フィフは《仕掛け》が増ふえることがスキルの上昇になるようなことを言った。それを創つくるのが自分の役目だとしたら、基礎をしっかりと学んでおかなくては駄だ目めだ。服ひとつ実体化させることが出来ないで、どうするのか。相手は、心しん臓ぞうを本にしてしまうような奴やつなのだ。

「どうしてなんだ？」

　文人は訊きいた。

「ちゃんと《仕掛け》になって、立ち上がってるだろう？」

「確かにの。きちんと持ち上がっておる」

　フィフは、ぺらりと紙の服を振って見せた。

「しかしの。そなたが立ち上げて見せたのは、ようは《絵》じゃ。服の描かれた《絵》に過すぎぬ。それでは本物にはならぬ。ちゃんと、立体でなければならぬ。だから、難むずかしいのじゃ」

　床に落ちた《仕掛け》のひとつを、フィフは持ち上げた。その面を指の腹で撫なでる。すると印刷された色はすべて消えて、白一色のただの紙と変わった。

「そなた。これが服に見えるか？」

　見えなかった。ぎざぎざした、ただのおかしな図形だ。

　そう言うと、フィフはにっこりと微笑ほほえんだ。

「それを認めることが出来れば上々じゃ。さすがは拙せつの《まいすた》じゃな。ならば、拙のいわんとすることもわかるであろ？」

「色がない状態でもなんだかわからなければ駄だ目めだ、ってことだよな。絵で描かいたものを貼はり付けても、それは大きな絵になるだけ、か」

「そんなところじゃ。ただし、色をつけることにまったく意味がないわけではないぞ？　きちんと立体になっていれば、本物になったときに違いとなる」

「形が同じで、結果の違うものは？　本物になったとき、どうなる？」

「その《仕掛け》を《まいすた》が作ったときの気持ちで決まる──だったかの。そんな感じじゃ。例えば丸があるとしようかの。それは、気持ち次し第だいで団だん子ごにも、コインにも、ひょっとしたら月にもなるのじゃ。まあ、月はちょっと無理じゃろうがの。本物をよく知らねば、作った《仕掛け》にも粗あらが出る」

「ふうん……」

　なるほど。それが失敗の原げん因いんか。

「やはり、あれじゃな」

　フィフは、失敗した仕掛けをぽいと捨すてて、どことなく得意げに言った。

「その、いんたあねっとなどでは、こう、立体の実感がつかめぬのじゃろ？　やはり、きちんと本を見ねばの。とりあえず図書室に行って、《仕掛け絵本》についての本を探してみようではないか」

「その必要はないよ」

　文ふみ人ひとは、フィフが喋しやべっている間にアクセスしたホームページの画面をスクロールさせながら言った。

「もう見つけた」

　そのホームページには、カードを開くと、トルソーに飾られた服が立ち上がってくる《仕掛け》が紹介されていた。見事な立体感で、色がなくても服とわかる代しろ物ものだった。

　一番簡かん単たんな服の設せつ計けい図ずが、サンプルとしてプリントできるようになっている。服はセーラー服のような襟えりがついたワンピースだった。

　印刷をして、素す早ばやく線せんに沿そって切る。厚あつ紙がみに貼った方がしっかりとする、とホームページには書いてあったが、とりあえずのお試しだ。

　約一〇分ほどで、《仕掛け》は完成した。

　なるほど、挟む前から違いははっきりとわかった。ただ広告を切り抜いたものと比くらべると、まったく異ことなる。袖そでのふくらみ、襟えりの重なりなど、これは間違いなく、服だ。色がなくてもそうだとわかる。

　両面テープを使って、再び本に《仕掛け》を貼はり付けた。

　ぱたん閉じ、そんなこと、今までほとんどしたことはなかったが、少しだけ祈った。神に、というわけではなく、ただ漠然と、上う手まくいくように、と。

（やっ！）

　文ふみ人ひとは、一気に開いた。

　ぐいっと《仕掛け》が立ち上がる。それは、間違いなく服とトルソーだった。それが。

「お」

　思わず声が漏もれた。文人の目の前で《仕掛け》は大きく膨ふくらむ。そして──ぽんっ、と音を立てて飛び出した！

「やった！」

　文人は、ぱちん、と指を鳴らした。

　床に、見た目とは異なる重さ、軽さで着地したトルソーと、そこにかかった服を確たしかめた。《仕掛け》では見える側しか作りこまれていなかった。後ろは立ち上がるための支ささえなどが必要なので、そもそも作りこめない。

　だが、出来上がった服はちゃんと後ろも縫ほう製せいされた、普通のワンピースだった。

　しかし、考えてみれば当然かもしれない。

　全すべて作りこんでいなければならないのなら、フィフにしても内ない臓ぞうから何から作られていなくてはならないということだが、そうではないはずだった。

「ほら、どうだ？」

　文人は椅い子すを回して、フィフに服を突き出すようにした。

　彼女は何な故ぜか、どことなく不満げな表情でそれを受け取ると、背せ中なかのファスナーを下ろして足を通してもそもそと着、袖を通した。

　ぱさ、と毛もう布ふが下に落ちたのを、足の指で器用に摘つまんでベッドへと戻す。そして。

「これを上げておくれ」

　彼女は背中を向けて文人にそう言った。どきりとした。割われた服から覗のぞく肌のなめらかさはやはり牛乳のようだった。そういえば匂においもなんだかミルクっぽい。

（って、嗅かぐなよ！）

　ぶるぶると頭を振ると、フィフは硬めの髪を手で押さえてちらりと振り返った。

「早はよう。自分では手がとどかぬのじゃ」

「お、おう！」

　ついわざと乱らん暴ぼうな感じで言って、文ふみ人ひとはファスナーを上げた。

「け、けど、不ふ思し議ぎだな。服の後ろは作ってないのに、こんな風にちゃんとしてるなんて」

「そなたの知ち識しきが出たのじゃ。この服の後ろはこうなっておるに違いない、という想そう像ぞうが形に表れたのじゃ」

「へえ……よし」

　上げ終わって手を離はなすと、フィフはほとんど飛ぶように軽く、スキップをして前に出た。長い長い白い髪と、ワンピースの裾すそが柔らかく、大きく翻ひるがえる。

（うわ！）

　文人は作り物の心しん臓ぞうが、大きく、どくん、と跳ねるのを感じて慌てた。血流を多くするのはまずい。破やぶれてしまっては死んでしまう！

　だが、仕方がなかった。

　なぜなら、ちらりと見えてしまったお尻しりは、生まれたままの姿だったのだから！

（……パンツ、服とは別なんだな……）

　落ち着こうと、文人は鉛筆を握ってくるくると回した。

　くるり、とフィフが振り返る。

　またしてもスカートが翻り、息が止まりそうになった。本当にやめてくれ、と文人は唸うなった。本気で心臓に悪い。
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「どうじゃ？　似に合あう？」

　両腕を広げて少し小首を傾かしげる様よう子すは嬉うれしそうで、紙でできていてもやはり女子なのだな、と感じた。さっきの不ふ機き嫌げんそうな様子は、もはや微み塵じんもない。

「い、いいんじゃない？」

　まだ鉛筆を弄いじりながら、文ふみ人ひとは答えた。

「そうか♪」

　フィフはスカートの裾すそを摘んだり、襟えりを弄ったりして、様子を確たしかめた。

「ん。上々じゃ。この調ちよう子しで、頑がん張ばっておくれ。拙せつは、そなた次し第だいなのじゃからな」

「はいはい」

　無む邪じや気きに笑うその笑え顔がおに、胸むねのざわめきは徐々に消えていった。

　まったく、先が思いやられた。出会ってまだ半日も経たっていないのに、思い切り振り回されている感じがする。

「服はこれでよいとして」

　ぴ、と襟を整ととのえ、フィフは真ま面じ目めな顔になった。

「拙には、武ぶ器きが必要じゃ」

「武器って……どんな？」

　本物を知らなければ実体化させられないのだとすると、飛び道具は難むずかしい。包丁やナイフ、刀ぐらいならわかるが、銃は映画やドラマの中でしか見たことはない。

　だが、フィフの要求は意外なものだった。

「《鋏はさみ》じゃ」

「って……これ？」

　文人は机つくえの上の鋏を手にして、ちょきちょきと動かした。

「そうじゃ。ただし、拙の背丈と同じくらい特別に大きいのをな。相手も紙じゃから、鋭するどい刃物──特に《鋏》には先天的な怖おそれを抱く。拙は特別製ゆえ、平気じゃがな」

　あれか、と文人は思い出した。確かに《大人おとなのフィフ》はあの時、そんな武器を軽々と振り回していた。

「それはまあ、試してみるのは構かまわないけど……《仕掛け》を作っても、普通の大きさになっちゃわないか？」

「それはほれ、そなたの気持ち次第じゃ。おっきい《鋏》、としっかりと思い描けておれば、飛び出す《鋏》はそうなる。そなたが、拙にこの服の大きさを合わせてくれたように、の」

　ぽふ、と胸の辺りにフィフは手を置いて、微笑ほほえんだ。

　なるほど、そういうものか。

　だが残念ながら、今け朝さはもう時間切れだった。いい加か減げん、支し度たくをしなければ学校に遅ち刻こくしてしまう。

　母は病気などの正当な理由なく、高校をサボることを許ゆるさなかった。

　一週間の内、三日は帰ってこなくても、何な故ぜかわかってしまうのだ。学校にスパイがいるのではないか、と文ふみ人ひとは疑うたがっていたが、それが誰だれかはわからなかった。

　文人が立ち上がると、フィフは首を傾かしげた。

「なんじゃ？　武ぶ器きはどうした？」

「それはあとで。学校に行かなくちゃ。うちの親、うるさいから」

「なに!?　そのようなこと、どうでもよいではないか！　もし、その間に《禁きん書しよ》に襲おそわれたら、いかがする！」

「しかたないだろ」

　文人はタンスから下着とバスタオルを出した。昨日きのうは風ふ呂ろに入れなかったのだ。いくらなんでもそのまま学校に行くわけにはいかない。

（あ──胸むね、どうしよう……）

　濡ぬらすのはまずいと思えた。ビニール袋を切って、医い療りよう用ようのテープでしっかりと留めてやれば大丈夫だろうか。

（多た分ぶん、平気……だろうな）

　そうでなければ困こまる。一日だって、風呂に入らないなんて、ありえなかった。

　ふと思いついて、文人はフィフを振り向いた。

「ねえ……君は、風呂とか食事とか、どうなってるの？」

「……そなたが作ってくれれば入れる。拙せつも女子じゃ。風呂はなるべく早く作っておくれ」

「ここで入るの？」

「本物になる《仕掛け》であれば、拙はそれをこの《本》の中で、同じように使うことができるよ。《本》は拙の家と同じじゃから」

「ふうん」

　そういうことなら、早く作ってやったほうがいいかもしれない、と思いながら、文人はフィフに、とりあえず部へ屋やから出ないようにいいおいて、シャワーをあびるべく部屋を出た。

「《鋏はさみ》は！」

「あとあと」

　扉を閉めながら手を振り、文人はため息をついた。

　この時間にいないのなら母が帰ってくることはないが、家の中を引ひっ搔かき回されたくはなかった。とくに、ずらりと所しよ蔵ぞうされた本に触れられたら困る。もしも傷きずをつけでもしたら、母に殺されかねない。

「やっぱ、夢ゆめっぽいよな……」

　あたりまえだが、そう思った。

　しかし、もしそうだとしても、覚めるまで付き合うしかない。抜け出す方法がわからない以上は、そうするしかなかった。

　改めてそう腹はらをくくりながら、文ふみ人ひとは古い本の臭においの中を、バスタオルを被かぶるようにして階段を降おりた。
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「……なんでついてくんの？」

　ポケットに手を突っ込んで歩きながら文人は、その前を歩くフィフに訊きくと、彼女は少しだけ振り返り、決まっておるぢゃろ、と言って微笑ほほえんだ。

「奴やつの《禁きん書しよ》がいつ襲おそってくるとも限らん」

「来たとしても、《本》が手元になかったら、譲ゆずるも譲らないもないんだから、安全だろ？　そう思って家に置いてきたのに……なんで持ってきちゃうんだか」

「阿あ呆ほうじゃな」

　フィフは、ふんと笑った。

「どこにあったって、所有権が移ればすぐにわかってしまうのじゃ」

「僕が譲るって言わなければいいだろ？」

「それはそうじゃが、フミヒトが連中の拷ごう問もんに耐えられるかどうか──」

　文人は、ぎくりとして足を止めた。

「ご、拷ごう問もん!?」

「ん」

　フィフも足を止めて頷うなずく。そうして、また歩き出す。

　文ふみ人ひとも仕方なく、あとを追って歩き出した。

「連中は《禁きん書しよ》だもの。なんだってする。例えば、そなたの腕を《本》に変えて、実体化させないで紙のまま、水に濡ぬらしたり、火をつけたり。言うておくけれどな、人としての感覚は残っとるから、辛つらいと思うぞ。あとは、鋏はさみで切ったりとかもな」

　ぞっとした。

　紙になってしまえば、水に浸ひたされれば溶けるし、火であぶれば簡かん単たんに燃もえるし、鋏でも楽に切れるようになるだろう。

　そして、痛覚はそのまま残っているとしたら、ひどい拷問になる。

「大丈夫じゃ」

　フィフは、にっこりと微笑ほほえんだ。

「そうさせぬために、拙せつがついていくのじゃ。《鋏》がなくとも、《禁書》連中には、そう簡単には負けぬ」

「……あいつが出てきたら？」

「それは、しばらくはない。拙が持てる《仕掛け》をすべて投げ打って傷きずを負わせたのじゃ。奴やつは自分で自分の本の《仕掛け》を増ふやせる、特別な《本》じゃが、自分自身を修しゆう理りするのは簡単ではない。しばらくは表には出てこぬじゃろ。出来るならその前に見つけ出して封印してしまいたいところじゃが……無理じゃろな」

「なんで？」

「そなたも拙の本当の姿を見たであろ？　あの状態であれば《禁書》の感知もできようけれども、今はこれじゃ。ゲームで言えば、《レベル一》じゃ」

「意味、わかってる？」

「無む論ろんじゃよ。前の《まいすた》が、何とかというゲームの話をしてくれてな。拙や、あの忌いま忌いましい《禁書》どもの強さの比ひ較かくをしてくれたのじゃ。前の拙は《レベル五八》とかじゃったのだけれども、今は、隊が全滅して、新しい隊を組んでその隊を捜しにいったら、見つかりはしたけれども怪物どもに装そう備びをあらかた剝はぎ取られて死体で発見されて、灰はいになってしもうたけれども復活して《レベル一》、というところかの」

「はあ」

　何のゲームの話をしているのか、ゲームをあまりしない文人にはわからなかった。どうやら前の《マイスター》というのは、ゲームなんかもしていたらしいところをみると、それほど年とし寄よりというわけでもないようだ。

「ま。仮に拙が前のままであっても、楽ではないがな。そんな簡単に尻尾しつぽを摑つかませるような奴なら、苦労はせぬのじゃ」

　それはそうかもしれない。楽に倒せる相手なら、そもそもフィフがここにこうしていることもなく、とっくに封印してしまっているだろう。

「それにな、これが重要なのじゃが、拙せつは《虚うつろの図と書しよ館かん》に用があるのじゃ。いまのところ入り口はそなたの学校の図書室にしか開いておらん。一定以上の本がある場所ならばどこにでも接せつ続ぞくできるのじゃが、それもどうなっておるやら」

　なるほど。

　どうやら護ご衛えいがどうこうというよりも、そちらが学校へ行きたい本当の理由のようだ。

　ならば最初からそう言えばよいのに、断ことわられると思っているのだろうか？

「それにしても、さ。なんでまた、うちの学校の図書室なんかに、その《虚ろの図書館》の入り口が開いたの？」

「緊きん急きゆう避ひ難なんじゃよ」

　落ちていた小石を、フィフは軽く蹴けった。それは側溝に落ちて、水みず溜たまりに沈んだ。

「《虚ろの図書館》に何かあったときには、近くの本が沢たく山さんある場所に通路を開くのじゃ」

「じゃあ、たまたま？」

「いや。そなたがいたからじゃ。今回、通路が開いたのは、助けを求めるためじゃったから。拙の新しい《まいすた》になれる者の傍そばに繫つながった──のじゃと思う」

　ふうん、と呟つぶやいて、文ふみ人ひとは先を行くフィフの背中で揺れる、長い白髪を見つめた。傍を行く人、誰だれもが見ていく。さすがに目立つ。おそらくはウィッグだと思われているのだろうが、氷ひよう河がのように美しい。

「緊急避難、って、何があったの？」

　フィフは後ろに手を回して組むようにして、首を傾かしげた。

「正直、よく覚えておらんのよ。《禁きん書しよ》を追って、《虚ろの図書館》は虚こ空くうを移い動どうしておったのじゃが、捕らえた《本》の幾いくつかの封印が、どういうわけだか──おそらくは《奴やつ》の仕し業わざなのであろうが──緩ゆるんでの。実体化して大おお暴あばれしたのじゃ。拙も戦おうとしたのじゃが《まいすた》は拙を《本》から出してはくれなかった。そして、何も出来ずに他の本の下した敷じきになって──そなたに出会った、というわけじゃ」

「なるほど……」

　何な故ぜ、前の《まいすた》はフィフを解かい放ほうしなかったのだろうか。

　考えられるのは、したくても出来なかった、ということだ。つまり、すでにできる状じよう態たいではなかった、という。

　おそらくそれは、彼女もわかっているのだろう。たとえ、記き憶おくが欠落していて、覚えていないとしても、順じゆん序じよ立だてて考えればわかることだ。

　無む意い識しきか、そうでないのかはわからないが、あえて考えないようにしているのだとしたら、それを尊そん重ちようしたかった。

　決して楽しい思いはしないということぐらいは、文ふみ人ひとにもわかった。

　じゃから、と普通の明るいトーンでフィフは続けた。

「いま《虚うつろの図と書しよ館かん》がどうなっておるか、あそこにあった《禁きん書しよ》がどうなっておるか、それを確かく認にんしておきたいのじゃ。それは、そなたの参考にもなるはずじゃ」

「参考？　なんの？」

「無む論ろん、拙せつのための《仕掛け》のじゃ。《虚ろの図書館》にまだ残っているのなら、それらは封印を破やぶれなかった《禁書》じゃ。安全に見ることが出来る。その中には、拙の《仕掛け》を作る上で参考になるものもあるはずじゃ。さすれば、拙は労せずしてレベルアップできる。ゆえに、拙も学校へ行く。そういうことじゃ。さ、急ぐぞよ」

　前を向いて歩あゆみを速めたフィフの背中に向かってため息をついて、文人は、

「おーい」

　と声をかけた。

　振り返ったフィフの顔には、まだわからぬのか？　何を言われてもついていくぞ、という決意が表れている。

　だが、文人は、指を立てて左の道を指した。

「駅はそっちじゃないよ。こっち」

　フィフの真まっ白しろい頰ほおが、見る間に赤くなる。

「し、知っておる！　ちょっとそなたを試しただけぢゃ！」

　怒ったような顔で戻ってくる彼女に、文人が手を差し出すと、フィフは立ち止まり、怪け訝げんな顔をした。

「なんぢゃ!?」

「貸かしなよ、その《本》。いざという時に君が持ってても、僕が開かなくちゃ《仕掛け》を実体化できないんだろ？」

　フィフは目を瞬しばたたいた。

「……ま、まあ、そうじゃが……」

「なに？　所有者である僕が、君を──《本》をどうかするとか思ってるの？」

「い、いや、別に！　そんなことは考えてはおらぬ！　信じておる！　ほら！」

　フィフは脇わきに抱えていた、自分自身と言ってもいい《仕掛け絵本》を、文人に向かって差し出した。

　文人はそれを受け取ると、辺りに人がいないことを確認して《本》を手に乗せた。

「なんじゃ？」

「学校には連れてくから、戻ってくれないかな」

「なぜじゃ」

「学校は、土日以外、部外者は立ち入り禁きん止しなんだ。君は生徒ってわけじゃないから、見つかったら追い出される。そうなったら困こまるだろ？　僕を守るって言うなら傍そばにいてくれないと。そのためには、《本》の中にいた方がいい。何かあったらすぐにクリップを外すからさ」

「……本当に？」

「約束するよ。僕だってこの年で、拷ごう問もんなんて恐ろしい目にあいたくなんかないし」

「わかった」

　フィフは頷うなずくと、ぱん、と本を叩たたいた。ばらっと最初のページが開いて、彼女はまるで体重などないかのようにふわりと浮き上がった。

（わ！　そういう真ま似ねは、パンツ穿はいてからにしてくれよ！）

　と言いたかったのを吞のみ込んで、文ふみ人ひとは目をそらした。

　それに彼女が気付いたかどうかは、わからなかった。

　何も言わず、フィフは本に収おさまって、開いたままのページには、一体どこをどうしたらこんな風に少女が立ち上がるのか見当もつかない、少女の《仕掛け》があった。

　すぐ傍には覚えのないサブページが出来ていて、開くと、ただトルソーだけがあった。

　服はどこにいったのかといえば、フィフが着ていた。彼女は服を着たまま《飛び出す仕掛け》に変わっていた。

（なるほど……こういう真似もできるのか）

『現実世界の物を、《本》に持ち込めるわけじゃないがの』

「わ」

　驚おどろいて危あやうく本を落としそうになり、慌てて支ささえた。

『気をつけんかあ！　落として壊こわれたらどーする！』

「ご、ごめん──って、何で声が聞こえるんだ……？」

『《本》を通してそなたの骨ほねを震ふるわせて、音を伝えておるのじゃ』

「骨こつ伝でん導どう？　でもあれは、頭ず蓋がい骨こつを震わせなきゃ駄だ目めなんじゃ──」

『理屈なんぞ、拙せつは知らんよ。ただできるからそうしておるだけじゃ』

「はいはい」

　そもそもいまの科学を当てはめることが間違いなのだということを思い出し、文人は余よ計けいな追及をやめた。

　世の中には、仕組みがわからなくて使っているものなど、ごまんとある。今更それが一つ増ふえたところで大した違いはない。




　　　　　☆




　登校した文人はまず、フィフの要望に応こたえて先に図書室に寄ってみたが、扉には鍵かぎがしっかりとかかっていて、夏か宰さい司書も見つからなかった。鍵かぎは司書と、そして持ち回りで図書委員が持っている。

　鍵を借りるにしても、

「何で、って、理由、訊かれるだろうしなあ……」

　それに、雲くも木きはこの本が元々図書室にあったものだと知っている。これを返すため、と言えば鍵を借りられるかもしれなかったが、あとで返しておくから、と言われる可能性の方がずっと高かった。

　それを断ことわる理由は、ちょっと難むずかしい。

　仕方なく、開室するはずの昼休みを待つことにして、フィフにもそう説明して──はたから見たら完全な独ひとり言ごとになってしまうので、誰だれにも見られないように気を遣った──クラスに戻ったのだが。

　教室に入ったとき、文ふみ人ひとは微かすかな違和感を覚えた。《禁きん書しよ》がどうとか、そういうことではない。いきなりそんな敏感になるはずもない。

　例えるなら、今日はこれからテストがあるとわかっているけれども、誰もそれを話題にしない、という感じだった。

（なんだ……？）

　自分の席へ向かいながら辺りを見回した文人は、そこで、教室の中に見み慣なれない人間を、女生徒を見つけた。

　美人、だった。

　ストレートの髪は黒く艶つややかで、驚おどろくほど睫まつげが長い。

　肌は、真まっ白しろ、というわけではないが淡い淡いバタークリームのようで、微笑ほほえむ唇は赤く濡ぬれている。

　とても目を引く。

　当然のように、その女生徒の周りに、男子が輪わを作っていた。

　だが、話しかけるでもない。

　別に、いじめをしているわけではない、とわかった。言うならば、腰の引けた野や次じ馬うまだ。話しかけてみたいのだが腰が引けている──そんな状じよう況きようだと思えた。

　緊きん張ちようのひとつはこれか、と文人はわかった。そして、もうひとつもすぐにわかった。

　女子だ。

　いきなり現れて男子の人気を独り占めにしている女生徒に対する、興きよう味みと──嫉しつ妬とのようなものを感じる。そういうオーラを発しているのが、わかる。

　しかし、転校生──にしては、堂々としている。

　これまで転校したことも、クラスに転校生が来たこともなかった文人だが、普通、慣れない環かん境きようの中ではもう少し浮うわつくのではないだろうか。

　だが、その生徒は、もうずっとその席に座すわっていたかのように落ち着いている。そもそもその席は、雲くも木き詠よみの席だ。

　そう気付いた瞬しゆん間かん、文ふみ人ひとは目を瞠みはった。

（え──雲木、か……？）

　そう気付いたのだ。

　まるで印象が違うが、よく見れば本人に間違いなかった。

　髪の長さなどはエクステを使えば変えられるし、睫まつげも同じだ。しかし、化粧をしているようには見えないのに、一見するとわからないほどに美人度が増ましている。

　眼鏡めがね、だろうか。今日きようの彼女は、眼鏡をしていない。

　視し線せんに気付いたのか、雲木は顔を文人に向けた。

　途と端たん、無表情であった唇に、微かすかな──本当に微かな笑えみが浮かんだ。まるで強烈なパンチのように、それは文人の胸むねを殴った。

　どくん、と革かわの表紙の内側で、紙の心しん臓ぞうが跳ねる。

（まずい）

　文人は視線を切った。思い切り顔をそらす格かつ好こうになってしまったが、心臓を守るほうが重要だった。鼓動はすぐに落ち着きを取り戻し、何なに気げないふりを装よそおって席に着きながら、肩越しにちらりと盗み見たとき、彼女はもう視線を机つくえに落として、何か本を読んでいた。

　代わりに、雲木を遠巻きに見ていた男子の視線が、背中に突き刺さった。どの目も、何だこいつ抜け駆けしやがって、という目だ。

（ったく……してないって）

　その時、チャイムがなった。

　まるで夢ゆめから覚めたように、クラスメートたちが急いで席に着く。文人は置きっぱなしにしてあった教科書などを鞄かばんに入れ、代わりに《本》を机の中にしまった。

『なにかあったか？』

　骨こつ伝でん導どうでフィフが話しかけてくるのに、

「なんでもない。すぐ、先生来るから、話しかけないでよ？」

『わかった。おとなしくしておるよ』

　手を離はなすと、当然だが、フィフの声も、存在も感じなくなった。

　それとほぼ同時に、和わ井い先生が入ってきた。

　起立、と日直が号令をかける。がたがたと椅い子すが鳴って生徒たちは立ち上がり、礼、の声で適当に頭を下げ、着席の合図で再び椅子を鳴らしながら着席した。

「おはよう」

　と言って教室を見回した先生は、ぎょっとした顔になった。視線の方角を見れば、雲木を見ているのだとわかる。目を何度か瞬しばたたき、教師の顔に戻った先生は、咳せき払ばらいをして、

「えと……雲くも木き、さん？」

　と、確かく認にんするように言った。

「はい」

　文ふみ人ひとは、ぞくりとした。すぐ耳元で、雲木に囁ささやかれたようで、気持ちよさに鳥肌が立った。

　おそらくは他ほかの男子も同じなのだとわかった。

　明らかに、魂の抜けたような顔になっている。反対に女子は、誰だれも彼も、襟えりに毛虫を入れられたような表情で、雲木を見ていた。

　ええと、と和わ井い先生はもう一度、繰り返した。

「どうしたの？　校こう則そくは知っているわよね？　お化粧は──」

「してません」

　凜りんとした声で、雲木は答えた。

「リンスとコンディショナーを替えただけです。睫まつげは、ちょっとカールさせてますけど、マスカラはつけてませんし。コンタクトにはしましたけど。あと、スキンケアクリームも替えたんですよ──先生？」

　彼女が微笑ほほえんだ、と背中を向けて彼女を見ていない文人でもわかった。

「どこの、なんていう化粧品か、あとでお教えしましょうか？　あ──もちろん、女子の皆にも。興きよう味みがあれば」
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　ざわ、と教室の空気が揺れた。

（その言い方はまずいよ、雲くも木き……）

　先生の微かすかに引ひき攣つった表情を見なくても、雲木の言い方が癇かんに障さわるものだということは、文ふみ人ひとにもわかった。先生だけではない。クラスの女子にも、だ。

　和わ井い先生はもう一度、咳せき払ばらいをすると、教きよう壇だんを離はなれて生徒たちの席の間に入った。文人の脇わきを抜け、後ろへ──雲木の席へと向かう。

　好奇心に負けて振り返ると、先生は腰を折り、雲木の顔を覗のぞき込むようにしていた。

「……本当に、お化粧はしてないみたいね」

「はい」

　答えて、くすり、と雲木が偲しのび笑う。

「何？」

「いえ、何でも」

「そう」

　背を伸ばし、和井先生はそれ以上は何も言わず、踵きびすを返した。

（怖っ）

　振り向いた先生の顔を一目見た文人は、股こ間かんがきゅーっと縮ちぢみ上がるの感じた。怒りを滲にじませた先生は、女の顔をしていた。

「出席を取りますっ」

　教壇に戻り、だん、と出しゆつ席せき簿ぼを教卓に叩たたきつけるように置いた彼女は、棘とげを隠そうともしない声で、一人ひとりずつ、まるで殴りつけるように、生徒の名前を呼んでいった。




　　　　　☆




　休み時間は、クラスメートと大した話もできなかった。

　雲木は男子に囲まれっぱなしであったし、それを遠巻きに睨にらむ女子は、ずっとぴりぴりしっぱなしだった。

　男子は、一時間目の休み時間にはもう、遠巻きに見るだけなのをやめて、雲木に話しかけていた。一人が始めると、あとはもう雪崩なだれのようなものだった。雲木の姿は男子の背中に遮さえぎられて見えなくなってしまった。

　二時間目の休み時間になると、よそのクラスからも見に来る男子が現れた。雲木は元々大きな声で話すほうではないから、何を言っているのかわからなかったが、男子たちは歓かん声せいを上げたり、怒ど鳴なったりしていた。

　気がつけば、その輪わの中に入っていないのは、自分だけになっていた。

『フミヒト。何か気になることが？』

　指が触れてしまっていたのか、フィフの声が急に聞こえて驚おどろいたが、何とか顔には出さずに済すんだ。

「いや。クラスメートの一人ひとりが急に綺き麗れいになってて、男子が騒さわいでるんだ」

　他ほかの誰だれにも聞こえないように、小さな声で文ふみ人ひとは答えた。

『ふうん』

「フィフは外の様よう子すはわからないのか？」

『ん。《本》の中は静かじゃぞ。けれど、何もないのは退たい屈くつじゃから、早はよう、楽しい《仕掛け》をつくっておくれ』

「はいはい」

　と。

　そんな会話を休み時間ごとにするうちに、午前中は終わり、昼休みになってしまった。

　だが、四時間目の終了のチャイムが鳴っても、教室は静かだった。

　前の休み時間には、我われ先さきにと雲くも木きの下に走った男子は、頭を抱えたり、ぶつぶつと何かを言っていたり、魂を抜かれたような顔をしていた。

　おそらくは、雲木がいなくなったからだろう。

　彼女は四時間目の途中で突然、手を挙げ、

「先生。わたし、気分が悪いので早そう退たいします」

　と言って、教室を出て行ってしまったのだ。

　その時は数学の時間で、岩のようにごつい顔をした担当教師が授業を進めていたのだが、呆あつ気けにとられてしまったのか止めることもしなかった。

　教室の後ろのドアが閉まった音で正気に返ったかのように慌ててあとを追ったものの、追いつけなかったのか、それともあまり騒さわぎにしたくなかったのか、すぐに戻ってきて、なんだあいつは困こまった奴やつだ、と呟つぶやいて、後は何事もなかったかのように、終業のチャイムが鳴るまで授業を続けたのだった。

　先生がいなくなってしまうと、文人は机つくえの中から《本》を出し、一人、教室を出た。

　図書室に向かうのではない。

　昼休みを三〇分過すぎないと、開放されないのだ。そうフィフにも説明した。開室時間を遅らせるのは、そうしないと図書室で昼食をとる者がいるので、その対たい策さくだった。

　その昼食は、高校生になって大きく変わった。

　中学までは全員同じメニューの給食であったのが、手作りの弁べん当とうであったり、コンビニで買ったおにぎりだったり、購こう買ばいで売っているパンだったりと選べるようになった。

　六月にもなれば、昼食を共にする友人は決まってくる。女子はもっと早いし、男子も同じ部活や、趣しゆ味みの合う同士で集まることが多い。

　だが、文人は一人だった。

　昼食はほぼ、購こう買ばいで手に入れる。運動部の連中と張はり合うのも疲れるので、足取りはのんびりとしたものだ。すると購買につく頃ころには行列になっていて、いつもその最後のほうだった。

　すると、教室に戻る頃には他ほかの男子は食事を終えて、遊びに行ってしまっているので、ひとりで食事をすることになってしまうのだった。

　それを不自由に思ったことはなかったが、教室で一人ひとりで、黙もく々もくとパンやおにぎりを齧かじるのはさすがにわびしさを感じるので、この頃は、中庭の一いつ角かくに置かれた、半分朽くちたようなベンチで食べることにしていた。

　もちろん、今日きようもそのつもりだった。

　梅つ雨ゆの間は使えなくなるから、別の場所を探さなくてはならないが、今日はまだ、大丈夫だった。雑ざつ草そうが茂るのに任まかせている様よう子すなので、ほとんど人がいないのもよかった。

　いつものように、購買の列に並んで売れ残りのツナサンドとパックの牛乳を買い、人ひと気けのない中庭のベンチに腰を下ろした。

（さて、と）

　膝ひざの上に置いた《本》のクリップを外す。

　さっきから、外せ、出せ、とうるさかったのだ。

　早速、ずるり、とフィフは《本》の間から這はい出してきて、ベンチに、文ふみ人ひとの隣となりに、腰を下ろして、にひひ、と笑った。

「あのさ……」

　小さく息をついて、文人は眉み間けんに皺しわを寄よせた。

「ホラー映画の怨おん霊りようじゃないんだから、マジで、その出方はやめてほしいんだけど。怖いよ」

「そうか？　静かで良いと思ったのじゃが」

　顎あごに指を当てて、フィフは首を傾かしげた。

「ん。でもまあ、文人がそう言うならやめる」

「素す直なおで助かるよ──あ、食べる？」

　文人は、ツナサンドを差し出した。だが、フィフは微笑ほほえんだまま首を振った。

「拙せつは、自分の《本》の中から出たものしか喰くわぬ。よその水分は、体に悪いからの」

「あ──そうか」

　別に、スープのようなものでなくても、水分はある。もちろんこのツナサンドにも。

「そなたは気にせず食べるがよいよ」

「じゃあまあ、遠えん慮りよなく」

　文人はツナサンドを食べ、紙パックの牛乳で胃に流し込んだ。

　しかし、落ち着かなかった。

　基き本ほん、食事は、学校だけでなく、家でもひとりでとるので、傍そばに人がいて、しかも一緒に食べるでもない、というのは、腿ももの辺りがむずむずした。

　何とか食べ終わると、ビニールのパックをレジ袋に押し込んで、ようやく一息ついた。

「ごちそうさま」

　と呟つぶやくと、

「ふうん」

　とフィフが呟くのが聞こえた。

「しつけがよいのじゃな。ん。挨あい拶さつは大切ぢゃ」

「母かあさんがうるさくてね」

　文ふみ人ひとは親指の腹で唇を拭ぬぐった。

「普ふ段だん、ちっとも家にいないくせにさ。徹てつ底てい的てきに仕込まれて、今じゃ、ちゃんと言わないと、気持ち悪くて」

「よいことじゃ。──そういえば、昨夜ゆうべもそなたの母は帰ってこなかったようじゃが、何の仕事をしておる？」

「雑ざつ誌しの編へん集しゆう」

「ほう！」

　きらり、とフィフの紫むらさき色いろの瞳ひとみが輝かがやいた。

「立りつ派ぱな仕事をしているのじゃな♪　本を世に送り出すのは、実に尊とうといことじゃ」

「別に──」

　文人はいつもの習しゆう慣かんで、ポケットから鉛筆を取り出して弄いじった。そうしていないと、何か落ち着かなかった。

「──普通だよ」

　母の創つくっている雑誌は、表紙しか見たことがないから、内容が立派かどうかは判はん断だんがつかなかったが、少なくとも、親としては立派とはいえないだろう。

　物もの心ごころついたころにはもう、文人は家事のほとんどをこなしていた。仕込んだのは、おそらく母だ。いまも月の半分もまともには帰ってこないので、自分のことは自分でこなし、母の分の洗せん濯たくや、たまに帰ってくる日の夜食なども作っている。

　だがいま、母のことはどうでもいい。

　関係ない。

　それより、と文人は鉛筆を弄る手を止めて訊きいた。

「君は、食事をしなくても平気なのかい？」

「拙せつか？　拙は紙じゃからな。食べなくても、栄養が足らなくなって死んでしまうということはないよ。とはいえ、なにも食べぬでいると、口寂しくはなる。舌は味も感じるしの。ハンバーグやエビフライ。ステーキや、ぱりぱりのフランスパンなぞも、うまかった♪」

「それは、前の《マイスター》が？」

「そうじゃ。彼に作れぬ《仕掛け》はなかった。拙は贅ぜい沢たくをさせてもらっていたよ」

　フィフは、なんとなく遠い目になった。

　その顔が、文ふみ人ひとは何な故ぜかおもしろくなかった。どうしてそんな風に感じるのか、それは少しもわからなかったが。

　だが、気のせいだったのかもしれない。

「早はよう、そなたも作れるようになっておくれ」

　そう言ったときのフィフは、真まっ直すぐに文人を見ていて、少しも気持ちをかき乱すものではなかった。

　何故かほっとして、努力はしてみるけど、と言って、文人は背せもたれに体を預あずけた。

「それより、さ……こっちの方が重要なんだけど」

「ん？」

「図書館にある以外の《禁きん書しよ》は、どうやって探すの？」

「簡かん単たんじゃ。どこにいようと拙せつにはわかる！──と言いたいところじゃが、何しろ今はレベル一じゃからな……面めん倒どうでも地道にやるしかない」

「地道、って？」

「そうさの……前の《まいすた》は、拙が休んでいる間も、新聞を使って探たん索さくをしていたよ」

「新聞……？」

「ん。出来れば三さん紙し以上がよいな。それだけ読めば、きっと網あみにかかるはずじゃ」

「広告でも出すの？」

「そうではない。《禁書》の連中というのは、目的がなくても騒さわぎを起こすのじゃ。騒ぎを起こすのが目的と言ってもよいかな。人の欲よく望ぼうや、暗い感かん情じように引ひき寄よせられて、それを増ぞう幅ふくして外に向かって放り出す。騒ぎは拡かく大だいし、負の感情はますます高まり、連中はそれを糧かてにする」

「食事、ってことかい？」

「人のそれとは違うよ。なくても死ぬわけじゃない。しかしの。《禁書》の連中にとって、人の負の感情は心地ここちよいそうじゃ。拙にはわからぬがな。じゃから、連中の起こす事件には、基き本ほん的てきに脈絡がない。動どう機きがない。目的がない。常じよう軌きを逸いつしている──と見える」

「ふうん……」

「もちろん、細かく見れば動機も目的も脈絡もあるのじゃがな。基本、連中の起こす事件は、自身の《本》に、《物語》に則のつとる。じゃから、事件を見れば《本》がわかる──はず」

「はず、って……頼たよりないなあ」

「しかたあるまい。拙の記き憶おくは、ところどころ吹っ飛んでしまっておるのじゃから。なくなってしまったわけではなくて、切れているようなのじゃがな。そういうわけゆえ、新聞を毎日、読んでおれば引っかかるはずじゃ。拙の前の《まいすた》もそうしていた。そなたの家は何紙取っておる？」

「零ゼロ」

　フィフは、ぐりん、と首を捻ひねった。

「なんじゃ？　拙せつは耳も遠くなったのかの。今、零ゼロ、と。まったく取っていないと。そんな風に聞こえたりしたのじゃが……」

「そう言ったんだよ。家にはパソコンがあるし。外でも」

　文ふみ人ひとは携帯を出した。

「こいつがあれば、ニュースはしっかりチェックできる。あれ？　なに？　疑うたがってるの？　しょうがないなあ」

　素す早ばやく指を動かしてサイトにアクセスし、表示された画面をフィフに見せた。

「ほら。これが僕のよく見てるニュースサイト。各社から配信されると、すぐに更新されるからどこよりも早い。新聞は朝と夜の二回だけだろ？　締しめ切きりに間に合わなかったら半日は遅れるし、新聞社によって扱うニュースも違ってくる。それよりはこういうサイトを複ふく数すうチェックした方が、ずっと情報は早く手に入る──だろ」

「それはまあ、そうなのじゃろうが……」

　フィフは不満そうだった。

「何？」

　彼女は指を伸ばすと、携帯のディスプレイをつついた。

「なんかこう、味あじ気けないのう……拙は、《まいすた》がこう、椅い子すに座すわってな？　足を組んだりして、背せ中なかを預あずけて新聞を広げている姿すがたが好きだったのじゃ。それと比くらべると、背中を丸めてちまちまと携帯とやらを弄いじっておる姿というのは……つまらぬ」

　たいしたことではない話だ。

　だが何な故ぜか、そんなことにカチンときた。戯たわ言ごとで済すましてしまえる程てい度どのことが、どうしてか流してはおけなかった。

　ぱちん、と携帯を閉じると、立ち上がった。

「怒ったのかえ？」

「……まさか」

　平静を装よそおい、ポケットへとしまった。そう。まさかだ。怒るには値あたいしないことだ。

「ふうん」

　そんな強がりにも似にた気持ちなどお見通しだ、とばかりの態たい度どで──それもまた考えすぎなのだろうが──フィフもベンチの上に立ち上がると、不意に、

「あっ！」

　と声を上げた。まともに真横でやられたのものだから、

「わ！」

　文人は飛び上がりそうになって、胸むねを押さえた。

「お、脅かすな！　心しん臓ぞうが破やぶれたらどうすんだよ！」

　すると、フィフは小さく肩を竦すくめた。

「案ずるな。その程度で壊こわれるような、やわな《仕掛け》ではないよ。あの男の仕事は」

　憎んでいるのだか、認みとめているのだか、わからない態度だ。文ふみ人ひとは、ポケットの鉛筆を弄いじって気持ちを静めた。

「で？　何が、あっ、なの？」

「そろそろじゃろ？　図と書しよ館かん。はよ、行こう」

　ぐい、と手を引かれた。

「待った待った。そのままだったら目立ちすぎるって。放ほう課か後ごならともかく──」

　そこまで言った時だった。

「おいおーい。その娘こって誰だれかな、江え本もとくん」

（あー……）

　見つかった。

　いまさらフィフを本に戻すわけにもいかない。諦あきらめて文人は振り返った。自然、フィフを庇かばうような格かつ好こうになる。実じつ際さい、あまり見てほしくはなかった。

「やあ、八や代しろ」

　そこにいたのは、クラスメートの八代秀ひで英あきだった。ほとんど厚みのない革かわの鞄かばんを小こ脇わきに挟んでいて、足は土足──スニーカーだった。

「何、早そう退たい？」

「おいおい、ひでえなあ……俺おれ、今来たところだって。ちょっと病院行っててさ」

「ああ……」

　そういえば、八代は喘ぜん息そく持ちなのだった、と文人は思い出した。特に親しいという気持ちは文人の方にはなかったが、どういうわけかよく話しかけてくる。もっとも、彼は誰にでもそうだから、気にもしていなかった。

（さて──）

　文人はポケットから鉛筆を出すと、くるりと回した。

「好きだなあ、それ」

「まあね」

　もう一度、くるり、と。さらにもう一度。がくん、と回転の速度が落ち、同時に世界の何もかもがスローになる。《走そう馬ま灯とう》が働く。

（──フィフを、なんて説明したものか……）

　八代は、口が軽いというわけではない。だが、あれこれ注目を浴びるのは、いまはまだ、困こまる。しっかりと説明ができる環かん境きようを整ととのえなくては。

（まあ、フィフとの関係を説明するのに、簡かん単たんでわかりやすいのは《あれ》だろうな）

　ちり、と脳のうが熱あつくなるのを感じて、文人は《走馬灯》を解かい除じよした。

　世界に時間が戻ってくる。

　くるりともう一度回した鉛筆を摑つかんで、文ふみ人ひとは薄うすく微笑ほほえんだ。

「うちの母親の会社が企画して募集した《日本青春体たい験けん》に応募してきた子だよ。受け入れ先が見つからなかったから、うちにホームステイすることになったんだ」

「へえ！──ども」

　八や代しろはフィフに向かって頭を下げた。

「八代です。よろしく」

「フィフ・デグリースぢゃ。こなたはフミヒトの友か？」

　それを聞くと、八代は明るく笑った。

「なんか古風だなあ」

「日本語の教科書が《源げん氏じ物もの語がたり》だったらしいんだ。それでだってさ」

　大おお噓うそである。

「げん──なんぢゃ？」

　小声で言ったフィフに、しっ、と言って、文人は八代に向かって作り笑いを浮かべた。

　だが、八代は信じたようだった。

　多た分ぶん、読んだことがないのだろう、《源氏物語》を。もっともそれは文人もだったが。

「じゃあ、うちに転校してくるのか？」

「まだわからないんだ。とりあえず今日きようは、昼休みの間だけ、学校見学を頼たのまれてさ」

「何を言う。拙せつは学校見学なぞ──」

　文人は肘ひじでフィフを軽く突いた。

「あう！　なにをするのぢゃ！」

「ご、ごめんごめん。ちょっとぶつかったね。──じゃあ、八代。僕らこれから、図書室に行くから！　またあとで！」

「お、おう……」

「──行くぞ、フィフ」

　文人が顎あごでここから逃げるぞ、ということを示すと、フィフは、

「なんなのぢゃ、もう……」

　ブツブツ言いながら、両足をそろえてベンチから飛ぶように降おりた。と──

　ふわり、と。

　スカートが舞まい上がった。捲まくれ上がった。もちろんその下には何も穿はいていない。

「わあ！」

　文人は思わず声を上げて、そのスカートを手で押さえるようにした。

「ぎゃ！」

　着地したフィフが、踏ふまれた蛙かえるのような悲鳴を上げる。そして。

「何をするのぢゃーっ！」

　振り向きざまに振った腕は、まるで鞭むちのようで、文ふみ人ひとの頰ほおを見事なまでに、

　ばっちん！

　と打ち、もみじのような手形を、くっきりと残したのだった。

「うわ、痛いたそう……」

　ぞっとしたような八や代しろの声に、痛いです、と呟つぶやき、文人は、とほほ、とため息をついた。
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　だが、結局、昼休みに図書室に入ることは叶かなわなかった。行くには行ったのだが、例の鍵かぎががっちりとかかっていて、どうしようもなかった。

　フィフが苛いら立だたしげに扉を叩たたいても応おう答とうはなく──外から鍵がかかっているのだから、あたりまえだった──時間もなかったので諦あきらめて教室に戻り、授業が終わってから出直すことになったのだが。

　午後の時間、八代は文人に余計なことを訊きいては来なかった。頰の手形のせい、というか、おかげかもしれなかった。

　彼がどう考えたかはわからなかったが、あえて言い訳をするつもりはなかった。フィフがパンツを穿はいていないと知られるよりはましだ。

　教室の空気がおかしいことには彼も気付いたようで、午前中に何かあったのか、と訊かれたが、さあ？　と答えた。

　雲くも木きのことは、あくまで文人の推すい測そくに過すぎない。八代は彼女と同じ中学の出身だったはずだが、あえて説明することもない。

　そして、放ほう課か後ご。

　文人は再び図書室を訪おとずれたのだが、どういわけだか鍵はかかったままだった。

「どうするのじゃ」

　腕を組み、仁に王おう立だちになって扉を睨にらみつけて、はっきりと怒っている声でフィフは言った。

　その理由が、お尻しりを触ってしまったことなのか、それとも、いつ来ても鍵がかかっているそのことなのか考えていると、

「あら、江え本もと君」

　という声がした。

　しまった。フィフが余あまりに出せ出せ言うから、人ひと影かげもないし、とそうしたのだが、失敗だった。やはり、中に入ってからにすればよかった、と思ったがもう遅い。

　振り返るとやはり、司書の夏か宰さいがいた。

「鍵、持ってきてくれたの？」

　文ふみ人ひとは眉まゆを顰ひそめた。

「鍵かぎ、ですか……？」

「あら。違うの？」

　文人は頷うなずいた。

「鍵、どうかしたんですか？」

　ええ、と呟つぶやいて、今度は夏か宰さいが眉を顰めた。

「なくなっちゃったのよ。確たしかに戻したはずなんだけど……」

「え？──あの、予よ備びはないんですか？」

「もう一本は、図書委員が交こう替たいで持ってるんだけど──」

　それは知っている。

「──今日きようの当番の子は雲くも木きさんから受けとってないっていうから、さっき和わ井い先生に訊きいたら、雲木さん、早退したっていうじゃない？　だからてっきり、江え本もと君が預あずかってきてくれたのかと……」

「すいません、違うんです。実は──ちょっと探さがしたい本があって」

「そうなの？──あら？」

　夏宰は、やっと気付いたかのように、文人の後ろを覗のぞき込むようにして微笑ほほえんだ。

「可愛かわいい子、連れてるじゃない。妹さん？」

「あ、いえ──」

　八や代しろにしたのと同じ説明をしたものか、と考えていると、フィフは文人の制服の背せ中なかを摑つかむようにして身を乗り出し、

「どうすれば、拙せつとフミヒトが兄妹に見えるのぢゃ！」

　と言って、何な故ぜか、むくれた。

　すると夏宰は笑った。

「言われてみれば、そうね……ごめんごめん」

　完全に子供扱いだった。まあ、彼女からみれば実じつ際さいフィフなど本当に子供なのだろうが。

「──じゃあ、わるいけど、また明日あした、来てくれる？　それまでに、鍵、何とかしとくから」

「いっそ、壊こわせばよいではないか」

　フィフがそう言うと、夏宰は、とんでもない、と首を振った。

「そんなことしたら、これから十年もただ働きだわ」

「え？　この鍵って、そんなに高こう価かなものなんですか？」

　文人が訊くと、夏宰は頷いた。

「だから、乱らん暴ぼうに扱っちゃ駄だ目めよ？　さ、今日はもう、帰った帰った」

　文人たちは夏宰に、両手を広げて何かをすくうような仕し草ぐさで、しっしっ、とふざけた感じで図書室の前から追い払われてしまった。

　フィフは、

「なんぢゃ、あの女は！」

　そんなふうに怒りながら階かい段だんを降おり、文ふみ人ひとは、どう機き嫌げんを取とり繕つくろったものか、と頭を悩ませる羽は目めになった。

　だが、鍵かぎがなければどうしようもない。

　文人は、また明日あしたにしよう、と説得し、フィフを誰だれにも見られないように気をつけながら本に戻し、そうして帰き宅たくしたのだが──
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　その苛いら立だちもあったのかもしれない。帰るなりフィフは、昨日きのうよりも《仕掛け》を作れとうるさかった。

　幸い、母は今日きようも帰宅をしておらず、こそこそしなくても済すんだのはよかったが、五分毎に、まだか、出来たか、といわれるのはさすがにきつかった。

　だが、救いはあるものだ。

　何度目かの《鋏はさみ》の《仕掛け》に挑戦中に、両面テープがなくなったのである。

　家に在ざい庫こはなく、まだ《仕掛け》作りに挑戦を続けるなら、新しいテープを買ってくる必要があった。

[image: ]

　そして文ふみ人ひとは、まだ挑戦を続けるつもりでいた。

　別べつ段だん、フィフのため、というわけではない。彼女の《仕掛け》の早期充実が、自分の身を守ることになるからだ。

　そのためには、テープは必需品だった。

「ちょっと、買い物にいってくるよ」

　そう言って立ち上がると、当然のようにフィフも出かける準じゆん備び──と言っても本に戻るだけだが──を始めようとしたので、文人は慌てて止めた。

「い、いいよ、すぐそこのコンビニだから」

「じゃが──」

「大丈夫だよ。本当にすぐそこだから。それに、さっき外を見たら、ぽつぽつ、雨が降ふり出してたし」

「雨！」

　フィフの顔が、さっと青ざめる。

　文人は頷うなずいた。

「連中も、フィフと同じ《生ける仕掛け絵本》なんだから、雨が降ってたら襲おそっては来ないんじゃない？　濡ぬれるの嫌いやだろうし」

「それはそうじゃけど……」

「大丈夫、大丈夫」

　悩んでいる隙すきに、文人はフィフの頭を撫なでるように軽く叩たたいて、そそくさと部へ屋やを出てしまった。財さい布ふひとつで、他ほかには何も持たずに。

　急いで階段を降おり、そこで一いつ旦たん立ち止まって振り返ると、フィフはドアをちょっとだけ開けてそこから半分だけ顔を覗のぞかせていた。そうして、ちょこっと出した手を、ぴらぴらとふる。唇が、いってらっしゃい、と動いたように見えた。

　文人は手を振り返して階段を降りたが、なんとなく、作り物の心しん臓ぞうが入った胸むねが温かいような気がした。さっきまで飛び出す《鋏》作りにあれこれあくせくしていたというのに、不ふ思し議ぎと気分も軽かった。

　傘かさを持って玄関を出ると、やはり雨が降っていた。

　と言っても霧きり雨さめのようなもので、普通なら傘が必要なほどではなかったが、胸が気になったので、一応、差して外に出た。

　時と計けいは二一時を回っている。

　が、この辺りは、大通りが近いこともあって人通りはそれなりにある。コンビニはその大通りに面した場所にあった。

　この辺りには横おう断だん歩ほ道どうがないので、小走りで道路を横断した。

　道は緩ゆるいカーブになっているのであまり車も飛ばさず渡りやすい場所ではあったが、危き険けんが全まつたくないわけではない。

　渡りきった直後に大型のトラックが走り去って、少しだけ出来た水みず溜たまりを派は手でに散らしたときにはひやりとした。

　濡ぬれたらどうする！

　そう叫んでやりたかったが、どうせ意味は通じないだろうからやめておいた。

　駐ちゆう車しや場じように車はなく、客は一人ひとりしかいなかった。

　覇は気きのない店員から両面テープだけを買って店を出て、再び通りを横断したところで、文ふみ人ひとは驚おどろかされることになった。

　そこにはちょっとした植え込みがあったのだが、そこから猫が飛び出してきたのだ。毛皮が濡れたそのトラ猫は、あっという間に闇やみに融とけて見えなくなってしまった。

　が──文人が驚いたのは、そのあとだった。

　猫が飛び出してきたその植え込みから、今度は人ひと影かげが飛び出してきたのである。しかも更に驚いたことには、その人影は知った顔だった。

（えっと──）

　クラスメートの男子である。だが、名前はでてこなかった。特に会話をした覚えもない。本当に、顔を知っている、というだけだった。

　しかも。

　この男子は、変わっていた。

　昆こん虫ちゆう採さい集しゆうには時期的にまだ早いと思うのだが、片手には大きな網あみを持っていて、もう片方の手には、色紙を持っていた。その色紙には、よく見ると猫の足跡のような模も様ようがついていて、その模様の下にはひとつにひとつ、何か書いてあった。

「あ、江え本もと」

　こっちは知らなくても、向こうは名前を知っていた。ままあることだった。

「や」

　傘かさを少し持ち上げて、無ぶ難なんに挨あい拶さつをしておく。それで行ってくれれば、と思ったのだが駄だ目めだった。男はどこか虚うつろな目で辺りを見回すと、

「猫が、さ」

　と、その男子は呟つぶやくように言った。実際、声は小さかったし、独ひとり言ごとのようでもあった。

「猫が？」

「これが、なかなか捕まらないんだよな」

「へえ……」

　捕まえてどうするんだ、とか、突っ込んだことは訊ききたくはなかった。余計なトラブルに巻まき込まれるのは真まっ平ぴらだ。もう十分、巻き込まれている。

　しかし、その男子はそんな文ふみ人ひとの気持ちなど考えてくれることもなく、続けた。

「なあ、どっかに肉球の魚ぎよ拓たくを取らせてくれる猫、いないかな？」

「ぎ、魚拓？」

　釣った魚に墨を塗って記念に紙に写し取ったものを魚拓というのだが、猫の肉球でもそういうのだろうか、とどうでもいい疑ぎ問もんが浮かんだ。拓たく本ほんとかいうのではなかったか。

　だが、求められているのは、そんな問いに問いで返す答えではない。

「えっと……取らせてくれるかどうかはわからないけど、ペットショップに頼んでみたらどうかな……？」

「そうか……ペットショップか……そうか……」

　ブツブツと呟つぶやきながら踵きびすを返すと、男子は猫とは逆の方、出てきた植え込みの中へと再び分け入って、見えなくなってしまった。

（肉球の魚拓って、なにに使うんだ？　趣しゆ味み？）

　わからなかったし、すごく興きよう味みもそそられたが、危き険けんな匂においがふんぷんとした。とにかく、明日あしたからは今日きようまで以上に、お近づきにならずにいよう、と文人は誓って、雨が強くなってきた家路を急いだ。

　その途中、闇やみの中で、

「棘、棘、青い薔ば薇らの棘！」

　という別の男の声が聞こえたが、一体どこから聞こえてきたのか、それはわからなかった。

　おかしなことが続く夜だ、と思いながら玄関の鍵かぎを開けて中に入った文人は、そこに転がっていた靴を見て、血の気が引いた。紙の心しん臓ぞうが壊こわれて、どこからか血が流れ出たのではないかと思うほど、引いた。

（まずい！）

　傘かさを陶器の傘立てに突っ込んで、もどかしく靴を脱いだ文人は、階かい段だんを駆け上がった。

　母が帰ってきている！

　彼女は、あまり家にいないその穴あな埋うめのつもりなのか、帰ってくると真まっ直すぐに部へ屋やにやってきて、嫌いやがる息子むすこに構かまわず、強烈なハグをしてくるのだ。

　しかも、ノックをしたためしがない。

　年とし頃ごろなのだから、といくら言っても無む駄だで、文人は自じ衛えいの術すべとして、常つねに耳をそばだてている癖くせがすっかりついてしまっているが、フィフは違う。人ならざるものとしての何がしかの超感覚、というものを期待するのは愚かしいことだろう。

　階段を上がりきったところで、文人は鉛筆を取り出して回した。皮を引ひっ張ぱられるように、ぎゅん、と時間の感覚が伸びるのを感じる。特とく技ぎである《走そう馬ま灯とう》が発動する。頭ず痛つうは仕方がなかった。それよりも今この危き機きを乗り切ることを考えなければ。

　とはいえ、思いつく案は少なかった。

（クラスメートの女子、っていうの一番、納なつ得とくしてもらえる設せつ定ていだろうけど……いや。ガールフレンドの方がいいな。冷静な判はん断だんを失わせるのに、一人ひとり息子むすこの初めての彼女、しかもそれを親のいない時に部へ屋やに上げて一人で買い物、っていうのは、仲の深さを表すことになるかもしれない。喜ぶか、怒るかはわからないけど、そのくらい揺さぶらないと、もし、フィフが《生ける仕掛け絵本》だのなんだのって話をしてたら、誤ご魔ま化かせない）

　これでいこう。

　そう決めて、文ふみ人ひとは《走そう馬ま灯とう》を解かい除じよした。思考時間は一秒と経たっていないはずだ。ずきりと頭が痛いたむのを堪こらえながら、鉛筆をポケットに押し込んで、ドアのノブに手をかけた。

　すると、中から母の笑い声がして、文人は眉まゆを顰ひそめた。おべっかを使った笑い方ではない。本気で笑っている声だ。

　思い切ってノブを回してドアを開くと、母はすぐに振り返って、

「あ、おかえり」

　と言って、微笑ほほえんだ。やはり帰ってきてそのまま部へ屋やに直行したのか、お気に入りのブランドのスーツのままだった。横には、長年使い込んだ、オーダーメードの革かわの大型のバッグが無む造ぞう作さに置かれている。

　フィフは文人の作った《仕掛け》の服を着てベッドに腰をかけ、おしとやかにしていた。文人と目が合ったが、薄うすく微笑むだけで落ち着いたものだった。

「……ただいま」

　文人は、ひとまず母の反はん応のうを待った。先攻は取られている。母の言葉次し第だいで、こちらの出方を決めるしかない。

「上う手まくやってるみたいね」

　母はそんなことを言って、立ち上がった。鞄かばんを手にして肩にかける。

「ちょっと必要な資料があったから、寄よってみたんだけど安心したわ。あ──ママ、多た分ぶんまた三日くらい戻れないから、よろしくね♪」

　ぽん、と肩を叩たたかれた。

「──手、出すなよ？」

　すれ違う時にそんなことを囁ささやかれ、文人は動揺した。

「て、てって！」

「んん？」

　ドアのところで振り返り、母はにんまりと笑った。

「あってるけど変な日本語。──じゃあね、フィフちゃん。もしも文人がおかしなことしようとしたら、容よう赦しやなく、思いっきり、股こ間かん、蹴けり上げていいから」

「はい、です。ままさま」

「んんー！　やっぱり、女の子は可愛かわいいわあ……」

「悪かったね、男で」

「あら、やきもち？　やあねえ、文ふみ人ひとも可愛かわいいわよ。いろんな意味で」

「どんな意味だよ！　いいから早く行っちまえ！」

「はいはい──あ、早く空いてる部へ屋やを片付けて、フィフちゃんに使わせてあげるように。いいわね、息子むすこ」

　けらけらと笑いながら母は部屋を出て、階かい段だんを降おりていった。

　だが、安心はできない。

　文人は閉じた木のドアに耳を押し当てて、玄関のドアが閉じて鍵かぎがかかる音を聞くまで、そこから離はなれなかった。さらに、カーテンを開けて門を出て行くのを確かく認にんした。そんな息子に気付いて、母は振り返ると手を振った。

　振り返したりなんかしない。代わりにカーテンを乱らん暴ぼうに閉めて、ようやく息をついた。

「可愛らしいままさまじゃな」

　楽しげなフィフの声に、文人は顔を上げた。机つくえの上に濡ぬれたコンビニのレジ袋を置いて、椅い子すに腰を下ろした。

「拙せつは好きじゃ。上う手まくやっていけそうじゃ」

「どうやって言いくるめた？　て、いうか、自分のこと、なんて説明したのさ」

　母は、部屋、と言っていた。

　ん、と呟つぶやいてフィフは足を揺らした。

「フミヒトが決めたのではないか。拙は外国人で、この家にホームステイしていることになっておる」

「は？──い、いや、確たしかに、昼間、そんな言い訳を八や代しろにしたけど……そんなこと、僕が勝手に決めていいわけないじゃないか。何で母かあさんがそれで納得を──」

「ままさまは、知っておることになっておる」

　そう言うと、フィフはごそごそと自分のお尻しりの下から、一冊の本を出して見せた。

　否いな、本ではない。

　アルバムだった。本ではないから部屋に置いておいたのだが、それにしても自分でもあることを忘れていた。

　フィフはそれを開いた。最後に撮とった写真は、高校の入学式のものだ。自分で貼はったわけではない。母だ。

　だが、その写真の脇わきに紙が一枚、挟まれていた。それには、

『フィフ・デグリースがホームステイにやってきた。とてもいい子だ』

　と書かれていて、一週間前の日付が入っていた。

「なに……それ？」

「アルバムというのは、本じゃ。家族の歴史書じゃ。拙は、それが紙であれば簡かん単たんな干かん渉しようができる。拙せつの一部である《本》を破やぶって『事実』を書き込み、それをアルバムに挟み込めば、記き憶おくくらいのことならば、その通りになる」

「記憶を、書き換えたってこと……？」

「換えてはいない。加えたのぢゃ。けれど、至し極ごく単たん純じゆんなことしか出来ぬよ。じゃから、雑ざつ誌しの企画云うん々ぬんは省いた。それでもままさまが拙をすんなり受け入れたのは、そなたを信しん頼らいしておるからじゃな」

「……信頼じゃないさ」

　文ふみ人ひとは息をついてアルバムを取り上げると、机つくえの引き出しに放り込んだ。

「放ほう任にん、っていうんだよ。そのくせ、自分の都合のいいときだけべたべたしてくるんだから、まったく嫌いやになるよ」

「ふうん……ま、拙にはその辺はよくわからぬが、ともあれこれで、拙はこの家の正式な住民というわけじゃ。ままさまは、早く部へ屋やを用意してもらうように、と言っていたけれど、拙はべつに構かまわぬよ。拙の家はその《本》だし。フミヒトの傍そばにいた方がよいしな」

「そういうわけにもいかないだろ」

　母が帰ってきた時にここにいるのは構わないと思うが、部屋が一緒、というのは、ホームステイという設せつ定ていならまずいだろう。

　幸い、部屋はいくつかある。本の置いてない、倉庫になっている一室を片付けて、フィフの部屋の体裁を整ととのえる必要があるだろう。

「そうじゃ。ままさまから聞いたのじゃけど──」

　文人は眉まゆを顰ひそめた。全まつたく、一体、何を言ったんだ。

「──フミヒトは、本が嫌いなのか？」

　ああ、そのことか。

　文人はほっとした。そのことなら、何も隠す必要はない。

「好きではないかな」

「……どうして、じゃ？」

「簡単に言っちゃえば、お腹なか一杯、ってことさ。君も見ただろう？　この家は本で一杯だ。人のためじゃなく、父の残した本のためにある。傷いたまないように空くう調ちようも完かん璧ぺき。電気代はすごいことになってる──まあ、僕が払ってるわけじゃないからいいんだけど──それに、本っていうのがよくわからないんだよね。今はネットがあれば足りる。部屋に本がない家なんて、珍しくもないし」

「そ、そうなのか？」

　うろたえたフィフに、文人は頷うなずいた。

「普通だよ。本は場所取るしね。僕らの世代の本ほん離ばなれは深しん刻こくみたいだ。ニュースにもなるし、図書室も利り用よう率りつを上げようと必死だし。けど、無理やり読ませたって駄だ目めさ」

「フ、フミヒト……」

　声が震ふるえていた。文ふみ人ひとが見ると、フィフは立ち上がって胸むねの前で手を組んだ。

「フミヒトは、拙せつのことも、き、嫌いなのか……？」

「な──」

　どきり、とした。

「ち、ちょっとまって！　それとこれとは話が──」

「同じぢゃ！　拙は《生ける仕掛け絵本》──《本》ぢゃ！　《本》が嫌いということは、拙のことが嫌いということではないの！」

　ぐうっ、とフィフの紫むらさき色いろの両目に、涙が盛もり上がる。

「だ、だから、嫌いだなんていってないよ！　家に帰ってくると、右も左も本だらけだから、部へ屋やには本を置きたくないってのはあるけど、ほら！」

　文人は鞄かばんを開けて教科書を出して振った。

「必要なものはこうしてあるし！　だからフィフのことも嫌いだとか、そういう話じゃないんだって！」

「……ほんとか？」

「う、うん……」

「いま、ちょっと躊ちゆう躇ちよした──」

「してないしてない！」

　ぶんぶん、と文人は首を振った。耳が千ち切ぎれて飛んでいってしまうほどに振った。

「……なら、よいけれど」

　盛り上がっていた涙はこぼれることなく引っ込んだ。

　はああ、と文人はため息をついた。

　振り回されるというのはこういうことか、と改めて実感した。がっくりときた。とんでもない疲労だった。《走そう馬ま灯とう》を使ったときとは比くらべ物ものにならない。

　だが、不ふ思し議ぎなのは、嫌いや、ではなかったということだ。

　機き嫌げんの直ったフィフの顔を見ると、ほっとする気持ちの方が強かった。

（なんだ、これ……）

　わけがわからなかった。なんだか、胸の辺りがむずむずする。

「そ、そうだ。《仕掛け》作らなくちゃ」

「ん。早はような」

　けろりとして、フィフは再びベッドに腰をかけると足を伸ばし、文人は、はいはい、と言って、椅い子すを回して机つくえに向いた。

　ほう、ともう一度ため息をつくと、少しだけ気持ちが落ち着いた。それにしても《走馬灯》を使うのを忘れさせるほど自分を動揺させるとは、驚おどろきだった。

（ちょっとこれは、腹はらの虫むしが治まらないな……）

　マウスに手を置きながら、文ふみ人ひとはちらりとフィフを振り返って見た。

　すると、彼女はいつの間にかベッドに横たわり、すうすうと寝息を立てていた。こうして見ると、まったく人間と変わらない。

　もぞもぞと足を擦すり合わせると、ワンピースの裾すそがまくれ上がって、真まっ白しろい太ももが露あらわになり、文人は慌てて目をそらした。

　彼女は、まだパンツを穿はいていなかった。早く作らないと、こっちの心しん臓ぞうに悪い。

（まったく……驚かされてばっかりなんて、僕の主義に反する……）

　検索エンジンで《仕掛け絵本》《作り方》などという言葉を打ち込んで、ヒットしたサイトを次々と調しらべた。

　そうするうち、文人は、あるサイトに目を留とめた。

　それは日本のではなく海外のサイトだったが、そこに、面おも白しろそうな《仕掛け》の作り方がいくつか載のっていた。

（これ……）

　文人はどきどきしている自分をはっきりと感じていた。これなら絶対びっくりさせられる。仕返しが出来る。だが、ちょっと悪あく趣しゆ味みかもしれない。

（さて、どうしよう……）

　じっとノートパソコンの画面を見つめ、文人は何度も何度も鋏はさみを動かした。

　しゃきしゃきと。何度も。
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（徹てつ夜やしちゃったよ……）

　欠伸あくびを嚙かみ殺して席に着いた文ふみ人ひとは、昨日きのうと同じようにフィフを机つくえの中に入れて、硬くなった肩を解ほぐそうと腕を回した。

　今日きようもフィフはついてきていた。もちろん《虚うつろの図と書しよ館かん》に入るためであるが、護ご衛えいのためというのも噓うそではないだろう。

　登校途中は、あれこれと話しかけてきたフィフだったが、喋しやべり疲れたのか、今は静かだった。

　机の中の《本》をちらりと見て、文人は眉まゆを微かすかに顰ひそめた。

　細さい工くは流りゆう々りゆう。仕掛けは上々。

　脅おどかす準じゆん備びは十分だった。だが、朝になってみると、なんとなくやはり気が引けて、まだ試してはいなかった。

（別に、フィフに悪わる気ぎがあるわけじゃないし……）

　振り回されるのは修しゆ行ぎようが足りないから、と言えなくもない。とはいえ、あの《仕掛け》はなかなか良く出来たように思う。使わないのは惜しい気もする。

　その時、チャイムが鳴った。

　ばらばらに集まっていたクラスメートたちが、急いで席に着くと、すぐに和わ井い先生が入ってきた。起立、と日直が号令をかけ、生徒たちは立ち上がり、礼、の声で頭を下げ、着席の合図で再び席に着く。

「おはよう」

　その声には、はっきりと疲れが感じられた。目の下にも隈くまが浮いている。彼女は出しゆつ席せき簿ぼを開いて教室をざっと見回した。

　眉み間けんに、深く皺しわが刻きざまれる。

「……誰だれか、雲くも木きさんがいない理由、知ってる？」

（え？）

　文ふみ人ひとは彼女の席を振り向いた。空だった。昨日きのうの騒さわぎが噓うそのように、そこはぽっかりと空いていて、静かだった。

「せんせー、今日きようは来てないみたいでーす。鞄かばんもないしぃ」

　隣となりの席の上こう月づき春はる菜なが、気けだるげにそう言った。口く調ちようには明らかに棘とげがあったが、それは何も彼女だけのものではないらしい、と文人は気付いた。

　クラスの女子の多くが、雲木がいないことを喜んでいる、と感じた。

（なんだ……？）

　文人は眉まゆを顰ひそめた。雲木は別にクラスの人気者というわけではなかったが、こんな風に疎うとまれてもいなかったはずだ。

（昨日のあれが原因なのか……？）

　それにしても早い。まるで、女子全員で示し合わせたかのような態たい度どだ。

　だが、和井先生は気付いた様よう子すもなく、そう、と言って出席簿を閉じた。

「じゃあ、後でお家うちに電話してみます」

　だが文人は気付いた。

　休みなのは、雲木ばかりではなかった。他ほかに、男子が四人、休んでいる。特に理由を問わなかったということは、あらかじめ連絡があったのだろうか。

　内の一人ひとりは、昨日の夜に会った男子だった。

　風か邪ぜでも引いたのだろうか？　悪質な、季節はずれのインフルエンザとか、そういうものだろうか？

　梅つ雨ゆの時期は、気温も不安定になる。気をつけよう、と文人が込み上げてきた欠伸あくびを、再び嚙かみ殺しながら思っていると、和井先生はゆっくりと息をつき、出席簿の上で手をさするようにして教室を見回し、

「えー……君たちも、入学してじきに三ヶ月ですね」

　唐突にそんなことを言った。

　教室が、ざわ、とどよめく。なんだ？　なに？　と囁ささやきが漏れる。

「そろそろ気が緩ゆるんで、おかしな誘惑も増えると思いますが、一度の過あやまちで人生が狂うこともあります。よく考えて、行動するようにしてください──以上」

　何の話、という声には耳も貸かさず、先生は教室を出て行ってしまった。

（なんだろう……？）

　文ふみ人ひとは眉まゆを顰ひそめた。何かあったのだろうか？

　クラスメートはざわついて、傍そばの生徒と、いまのなんだろーね、などと言い合っていたが、そうするうちに一時間目の授業の先生が入ってきてしまい、それきりになってしまった。
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　結局、その時はそれきり何もわからなかったが、二時間目、三時間目と進むうち、休み時間毎に、ほんの少しずつだが、情報が入ってきた。

　学校で、噂うわさが広まるのはとても早い。

　雲くも木きは別として、他ほかの四人の男子は、どうやら風か邪ぜや腹ふく痛つうなどの病欠とは違う、と昼休みになる頃ころには、クラスの大半が知っていた。

　では、その理由は？

　となると、これだ、という決定的な話はわからなかった。ただどうやら、四人とも警けい察さつの厄やつ介かいになったらしい、ということだけは聞こえていた。

「連中の仕し業わざだと思う？」

　昨日きのうと同じ中庭で、文人は《本》から解かい放ほうされたフィフに、そう訊きいた。

　着ている服は昨日と違い、鐘しゆ翠すい善ぜん高校の女子の制服一式だった。白い髪に紫むらさき色いろの瞳ひとみは、とても目立つ。昨日のようにまた誰だれかに見み咎とがめられると面めん倒どうだと思い、文人が作った。

　ひとつ服を作ってコツを覚えれば、あとは応おう用ようだった。

　切って。色を塗って。貼はって。

　そうして飛び出してきた制服を見たときのフィフの嬉うれしそうな顔で、徹てつ夜やの疲れも癒いやされた。まあ、半分以上は別の《仕掛け》のための時間だったのだが。

「いきなり四人、しかも僕の周りでなんて、普通じゃない」

「確たしかにの……」

　フィフは顎あごに手を当てて、紫色の瞳を眇すがめた。

「偶然で済すますわけにはいかぬよ。もそっと有ゆう益えきな情報はないの？　新聞を読めば──」

「まず、載ってないよ」

　文人は携帯を取り出した。

「学校っていうのは閉へい鎖さ的てきなんだ。殺人とか、そういう事件なら別だろうけど、噂うわさの感じだとどうもそういう事件じゃないみたいだった。こういうときは──」

　文ふみ人ひとは携帯からネットに接せつ続ぞくした。数ヶ月前に機き種しゆを変更した新しい携帯は、かなりパソコンに近いことができる。

「なに？」

　ぴた、とフィフが寄より添ってきて、文人はまたしても心しん臓ぞうが跳ねた。紙のはずなのに、彼女の体は温かい。これは誘惑だ、と思えた。何を誘惑されているのかはわからなかったが、そうだと思えた。

　平静を装よそおっても指が微かすかに震ふるえた。だが、それをフィフに気付かれたくはなかった。

「い、いいサイトがあるんだ」

　ゆっくりと指を動かして、ブックマークしてあるそこにアクセスする。一秒もかからず、ディスプレイに『鐘しゆ翠すい善ぜん高校・放ほう課か後ご掲けい示じ板ばん』と表示される。

「これは？」

「フィフは知らないと思うけど、いわゆる『学校・裏うらサイト』ってやつ」

　パスワードを打ち込んで入室する。無料掲示板を使ったそれを立ち上げたのが誰だれかはわかっていない。だが、これが初めてではなかった。こういうのは出来ては消えていき、その都つ度ど、どこからかパスワードの情報が回ってくるのだ。

　ボタンを操そう作さして、スレッドの一いち覧らんを表示する。

「あった」

　三組男子の欠席理由って？　というスレッドが一時間目の休み時間に立っていた。レスは既に五〇を超えている。それを選んで開き、文人は頭から読んだ。

「何かわかった？」

「んー……」

　ページ単位でスクロールをして、文人は読んでいったが、最初の方のレスはほとんど意味がなかった。推すい測そくばかりで確かく定てい情報がない。だが──

「あ」

　半ばを過すぎた辺りに、これは、と思うような書き込みがあった。それは、『他ほかの奴やつは知らないけど、Ｍ・Ｍなら警けい察さつに捕まったんだって』というものだった。

　Ｍ・Ｍ──盛もり口ぐち盛もり人と。確たしか、そんな名前のクラスメートが、休んだ一人ひとりにいた。モリモリとか呼ばれていた。

　そして、それが昨夜ゆうべ会ったあの生徒だと、文人にも既にわかっていた。

　もっと詳しく、というレスにすぐ、『なんか、ペットショップに押し入ったんだって』という書き込みが続いていた。

　あとはもう、『強盗？　やるなあ！』『馬ば鹿かじゃねー？』『負け組み決定』などという書き込みが続いて、有ゆう益えきな情報はなかった。

「どうした、フミヒト？」

「え？　あ、ああ、実は──」

　文ふみ人ひとは、昨夜ゆうべの出来事をフィフに話して聞かせた。万が一にも何か関係があるとは思わなかったし、そもそも関係性を見み出いだせるような出来事でもなかった。

「──けどまさか、本当にペットショップに押し入るなんて……」

「猫の肉球の拓たく本ほん欲しさに、の……確たしかにおかしな話じゃ。そんなもの、一体どうするというのじゃ」

「さあ──あ、新しい書き込みがあった」

　再読み込みをすると、昼休みということもあってか、この短時間にレスが増ふえていた。

「あ。他ほかの生徒についても情報もある」

「読んでおくれ」

「ああ。えっと──『Ｈ・Ｋは人んちの庭の薔ば薇らの棘とげばっかり、何十個も盗んだらしい』。『Ｓ・Ｕは資し源げんゴミを持ち去ろうとして捕まったんだって』。『Ｒ・Ｏは、西にし口ぐち公こう園えんの小しよう便べん小こ僧ぞうを盗んだって話だよ』──って、本当かな……？」

　わからなかった。玉ぎよく石せき混こん淆こうは、こうしたサイトではあたりまえだ。

「どう思う？」

「……これがすべて真実でも、《禁きん書しよ》の奴やつらの仕し業わざだとするのは無理があるかの」

「無理、って？」

「《禁書》の連中は、基き本ほん的てきには単たん独どくで動くのじゃ。そして、操あやつることが出来るのは一いつ冊さつで一人ひとりと決まっておる。事件を起こした男子、一人一人を操っているとしたら、それだけでもう四冊じゃ。そうならこちらは助かるけれども、まあ、違うじゃろ」

「そうか……」

　他に新しいスレッドは立っていないだろうか、と文人は前のページに戻った。そして、スクロールをした指が止まった。

「これ……」

　見るからに、嫌いやな感じのスレッドが立っていた。『三組の媚こび女、Ｙ・Ｋむかつく』。息が喉のどに詰まるような感覚があった。

　Ｙ・Ｋ──クラスの女子の名前を思い浮かべたときに当てはまる生徒を、文人は一人しか知らなかった。Ｙ・Ｋ──詠よみ・雲くも木き。スレッドが立ったのは昨日きのうの昼休みだ。胸むねがざわつくのを感じながら、文人はそれを開いた。

（やっぱり……）

　悪口が書かれている。

　どうも昨日のあれが原げん因いんらしい。雰囲気が変わり、男子に急に人気が出たことが。整せい形けいしたんじゃね、とか書かれている。

　だが、そればかりではなく、何この僻ひがみ、もてないやつはやだねえ、という書き込みが後ろの方は占め、スレッドを作成した犯はん人にん捜さがしが始まると、書き込みは止やんで沈静化していた。

「フミヒト。それは誰だれのことじゃ？　Ｙ・Ｋとは？」

「雲くも木きだと思う」

「誰？」

「僕のクラスの図書委員だよ」

「図書委員！」

　フィフの目がきらりと輝かがやいた。

「素す晴ばらしいではないの！　かように素晴らしい女生徒が、何な故ぜにこんな、ひどいことを書かれなければならないのぢゃ!?──よし。ここはひとつ拙せつが、こんなことを書いたやつらを懲こらしめてやろう！　聖せい職しよくたる図書委員をこのように貶おとしめるなど許ゆるされぬ！　さあ、フミヒト。こやつらがどこの誰だか教えるのぢゃ！」

「それは無理だよ。これはあくまで匿とく名めいのサイトで、僕には知りようがない」

「むう……」

　フィフは思い切り眉み間けんに皺しわを寄よせた。

　どこまで本気なのかはわからなかったが、彼女に言ったことは噓うそではないけれども、真実でもなかった。

　狭い話題だ。

　書き込みをした生徒の特定はできないが、絞り込むことは出来る。伝聞か、それとも自分がその場にいたかは書き込みを見れば大体はわかる。

　だが、犯人捜しをしたところで、それがわかったところで、できることなどなかった。

　せいぜい自分はその人間と関かかわらないようにするくらいのことだ。

　もちろん書かれた方はたまったものではないが、下へ手たに騒さわいでも相手を喜ばせ、自分の傷きず口ぐちを広げるだけにしかならない。

　それに、他ほかのサイトはともかく、鐘しゆ翠すい善ぜん高校の裏サイトは、裏、という呼び方が似合うような種類の書き込みは、雲木についての悪口のようなスレッドは珍しい方なのだ。

「そなたも、書いたことがあるのか？」

「ないよ」

　本当だった。見ることはあっても、書くことはない。それが文ふみ人ひとのルールだった。

　ネットとの接せつ続ぞくを切って携帯を畳たたんでポケットにしまった。フィフの家であり、本体でもある《本》を手にベンチを立つと、彼女は、なんぢゃ？　という顔をした。

「まだ時間があるから、図書室に行ってみよう。もしかしたら、鍵かぎが見つかって入れるようになってるかもしれない」

「ん。そうじゃな」

　よいしょ、と立ち上がり、フィフは手を伸ばした。

　文ふみ人ひとは本を開く。制服を着ているとはいっても、さすがにこの美しく長い白髪は目立つ。しかも、フィフは文人の目から見ても美少女と言ってよく、放ほう課か後ごになってからならまだしも、昼休みに堂々と構こう内ないを歩いていては、誰だれ？　ということになる。

　するり、とフィフは本の中に戻り、文人は、制服を着た彼女の《仕掛け》が立ち上がっているのを確かく認にんして、そして閉じた。

　だが──
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「こうなると──」

　階かい段だんを上がり、見えてきた重じゆう厚こうな扉を見上げて呟つぶやいた。

「──やっぱり雲くも木きの家に行くしかないか……」

　把とつ手てに巻まきついた鎖くさりは昨日きのうのまま、錠じよう前まえもまた同じだった。

　開けられた形跡はなく、しかし今日きようは扉に、マジックで『燻くん蒸じよう作さ業ぎよう中ちゆうに付き閉室中』と書かれた紙が貼はってあった。

「…………」

『なんじゃ？　急に黙だまって』

「え？　ああ、燻蒸作業中、って書いてあるんだ。多た分ぶん、噓うそだろうけど」

　中に入れないのに、そんな作業が出来るわけがない。

「──おっきな独ひとり言ごとね」

　その声に振り返ると、夏か宰さい司書が階段を上がってくるところだった。

　文人は、ぺこり、と頭を下げた。

「こんちわ」

「はい、こんにちは」

　階段を上がる動作だけで、はち切れんばかりの胸むねが揺れるのに、つい目が行きそうになってしまうのを、文人は堪こらえた。まったく、男子って奴やつはどうしようもない。

「これ──」

　能のう面めんのように感情を出さずに顔を上げ、文人は立てた親指で後ろの貼り紙を指した。

「──噓ですよね？」

「噓って言わないでよー」

　夏宰は、まるで悪戯いたずらを共きよう謀ぼうする相手に向かってするように、微笑ほほえみながら眉まゆを顰ひそめて、声も潜ひそめた。

「鍵かぎ、無くしたなんて言ったら、解かい雇こされちゃうかもしれないんだから。二、三日なら誤ご魔ま化かせるから、頑がん張ばって捜してるの」

「見つからないんですか？」

「残念ながら」

　夏か宰さいは、そんなに切せつ羽ぱ詰つまった様よう子すなく、小さく肩を竦すくめた。

「あの鍵、複ふく雑ざつなつくりだから合鍵も作れないのよねえ……。そうだ。ねえ、江え本もと君。ちょっと頼たのまれてくれない？」

「そう来るだろうと思ってましたよ。──雲くも木きの家に行ってくれ、でしょう？」

「当ったり。燻くん蒸じようしてるのに司書のわたしがいないっていうのもおかしいし、森もりさんは出張中だし。それに──わたし、彼女にちょっと避けられてるっぽいから」

「そうなんですか？」

　知らなかった風を装って訊きいた。

「どうしてです？　何かあったんですか？」

「さあ……」

　夏宰は首を捻ひねってみせたが、その様子からは、なんとなくだが、思い当たる節ふしがあるようだ、と文ふみ人ひとには思えた。

　とはいえ、それを追求しても意味がない。

「ひとつ、貸かしですよ」

「助かるっ」

　夏宰は顔の前で、ぱん、と拝おがむように手を合わせた。

「今度、ごはんとかおごるからっ。お願ねがいねっ♪──あ、そうだ。前払いってわけじゃないけど、いい話、ひとつ聞かせてあげよっか」

　文人はちょっと薄うすら笑いを浮かべた。こうした場合、大抵ろくな話ではないからだ。

　だが。

「君のクラスの男子が何名か、補ほ導どう──っていうか、逮捕されたでしょ？」

　今回は、そうでもないようだ。

「みたいですね」

　大して興きよう味みがなさそうに振ふる舞まった。その方が相手は、より関心を引こうと、多くの情報を出したりする。彼女もまた、多少意い気き込ごんだと見えた。

「されたの。し・か・も、四人も。おかげで職しよく員いん室しつは大おお騒さわぎ。電話もひっきりなしだし、教頭は電話に向かってぺこぺこ頭を下げまくりだし」

　がりがりに瘦やせた、普ふ段だんから嫌いや味みしか言わず、生徒から嫌われている男が、かっくんかっくんしているのを想像して、文人は苦笑した。

「四人が何で捕まったか知ってる？」

「大体は。ペットショップに押し入ったり、小しよう便べん小こ僧ぞうを盗んだりしたんですよね」

「うん、そう。けど、その理由までは知らないでしょう？」

　頷うなずいて肯定する。それは確たしかに、裏うらサイトにも書き込まれてはいなかった。

　夏か宰さいは得意げに、ふふん、と鼻を鳴らして笑えみを浮かべ、ちょっとだけ胸むねを反らした。

　うわ。

　意い識しきしてやっているのか、そうでないのか。

　彼女の大きな胸が、ふるん、と揺れてシャツのボタンが弾はじけそうになる。

『なんじゃの？』

　動揺が伝わってしまったのか、フィフがそう訊きいてきたが、この状況で返事をするわけにもいかない。

　夏宰は、青少年の心を揺らしていることに気付いた様よう子すもなく、実はね、と続けた。

「四人が四人とも、誰だれかにあげるためだったらしいのよ」

「誰か、って、誰ですか？」

「んー……それはわからないんだけど。でも、そういうことらしいのよね。猫の肉球の拓たく本ほんとか、小便小僧とか、おかしいでしょ？　しかもそれ、自分で考えたんじゃなくて、持ってこい、って要求されたみたいなのよ。そんな風だから、イジメじゃないかって、先生たちはびくびくしてるわ」

　なるほど。それは怯おびえもするだろう。もし、犯はん罪ざいの動どう機きがイジメだということになったら、学校も責任を問われる。

　それにしても、なんなのだろうか。そんなわけのわからないものを持ってこいというのは、一体、なんの要求なのだろう。さっぱりわからない。

　眉まゆを顰ひそめていると、おでこを突かれた。わ、と思わず言って顔を上げると、んふふ、と夏宰は微笑ほほえんで指を振った。

「お話は、これでおしまい。それじゃあ、あとはよろしくね？」
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　そうはいっても、文ふみ人ひと自身は雲くも木き詠よみの自宅の場所を知っているわけではなかったので、夏宰にそれを訊たずねたが、驚おどろいたことに彼女も知らなかった。

　いや、驚くにはあたらないかもしれない。

　図書室を管理する夏宰だが、考えてみれば、その手て伝つだいを行う図書委員と個人的な付き合いがあるわけではない。

　担任の和わ井い先生ならもちろんわかるだろうが、自分のクラスの男子が逮捕された、という取り込んでいる状況で、すぐに教えてもらえるものかどうか──昨さつ今こんは個人情報がどうとかでその辺の管理も厳きびしい──怪しいものだった。

　どうしたものか、と考えながら教室に戻る道すがらに、フィフに夏か宰さいの話の大まかな内容を伝えた。《本》に触れている人間の声しか聞こえないのは不便だが、そういう仕組みなのだから仕方がない。

『良い案じゃと思うよ』

　フィフは彼女の提てい案あんに賛さん成せいのようだった。

『拙せつは早く《禁きん書しよ》の確かく認にんをしたい』

「そうだね。参考に出来る《仕掛け》があるなら、いまのレベル一みたいな状況で、わざわざ危き険けんを冒おかして戦うことはなくなるもんな」

『おお。そういう考え方もあったの』

「そういうって……そのために《本》を見たいんじゃなかったの？」

『忘れてた』

　堂々と否ひ定ていした。

『し、仕方ないぢゃろ？』

　口に出していないのに沈ちん黙もくで意い図とを読み取ったのか、フィフは少し慌てた様よう子すで言った。

『拙はそなたを守ってこうして丸裸になったのぢゃから、記き憶おくも飛ぶし、し、思考もちょっと鈍るのぢゃ！』

　なんだか、《仕掛け》が失われたのを便利な言い訳として、いいように使っているようにも思える。

　だが、まあいいや、と文ふみ人ひとは肩を竦すくめた。

『で？　すぐに行くのかえ？』

「そのつもりだよ。でも、その前に──」

　文人は教室に入った。この時間はいつも騒さわがしいが、今日きようは特に、だった。男子も女子も、どこか落ち着かない感じだ。ぐるりと見回し、文人は八や代しろを見つけ、傍そばに行った。

　一人ひとりで音楽を聴きいていたその肩を軽く叩たたくと、驚おどろいたように振り向き、それから、あからさまにほっとした顔になった。

「や」

　文人は微笑ほほえんだ。

「ちょっといいかな」

「おう。なんだ？」

「八代なら知ってるんじゃないかと思って──雲くも木きの家」

　最後の部分は、声を潜ひそめた。

　おそらく、八代にしか聞こえなかっただろう。女子に聞かれたくはなかった。『裏・サイト』の反はん応のうを見る限り、関かかわろうとしていることを知られない方がよいと思った。

「知ってるけど、何で？」

「ちょっと図書室の司書に頼まれているものがあってね。届とどけなくちゃならないんだ」

「ふうん、そっか。わかった。地図、描かいてやるよ」

　言って、八や代しろはノートを開くと、とっとと地図を描きつけていった。

「駅の向こうのスーパーがあるだろ？」

「あったかな」

　よく知らなかった。何しろ文ふみ人ひとは電車通学で、ここは地元ではない。

「あるんだよ。その傍そばだから、俺おれの書いたへっぼい地図でも、すぐにわかると思うぜ」

「目印とかは？」

「特にないな。家自体は、どこにでも普通にある二に階かい家やの一いつ戸こ建だてだし。ま、表札が出てるから大丈夫だろ？──ほい」

　大おお雑ざつ把ぱにノートを破やぶって、八代はそれを渡してくれた。

　破り方だけでなく、地図の方もかなり大雑把だった。だが、何とかなるだろう。どうしてもわからなかったら、交番にでも訊きけばいい。確たしか、駅前にあったはずだ。

「助かるよ」

「気にすんなって、友達だろ？」

　文人は、曖あい昧まいに笑った。

　友達──友達か。八代のことはクラスメートだとは思うが、友達かは微妙だった。クラスの多数が、メールアドレスを交換しただけで、一度しか会ってなくても、その人物を友達のカテゴリーに入れているのは知っているが、文人は違った。そうは思えない人間だった。

　だが、あえて否定することもない。

（友達、ね……クラスメートだけどさ）

　そんなことをわざわざ口にして、得することは何もない。それに、別に八代のことを嫌いというわけではないのだ。

「さんきゅ」

　言って、文人はノートを振って笑いかけ、自分の席に戻った。

　そうして、教科書などを入れっぱなしにしてあった鞄かばんを手にし、一人ひとり、教室を出た。

　ちらりと振り向くと、八代が親指を立てて、ぐっと突き出していた。どうも、何か勘違いをしている気がする。

「謎なぞだね……」

『何がじゃ？』

「いろいろと、さ」

　呟つぶやき、文人は早足に廊下を下げ駄た箱ばこに向かった。
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『静かじゃな、フミヒト』

　踏ふみ切きりの遮しや断だん機きが上がるのを待っているとき、少し飽きたようなフィフの声が頭の中に聞こえて、そんなことはないよ、と言いかけて、ああ聞こえてないんだっけ、この踏切のうるさいくらいの警けい報ほうは、ということに思い至いたった。

「ちょっとね」

　文ふみ人ひとは顔を真まっ直すぐ前に向けたまま、ぼそぼそと呟つぶやくように答えた。

　幸い、周りに人はいなかった。傍そばに交番があって、制せい服ふく姿すがたの警官がこちらを見ているのを感じたが、堂々としている限り、この時間だ、学校はどうした、とか訊きかれることもないだろう。

　目の前を急行電車が轟ごう音おんを立てて通り過すぎ、前髪が額ひたいをくすぐった。朝はいわゆる、開かずの踏切となるここも、昼下がりにはそうでもない。

　遮断機が上がるのをきちんと待って、文人は歩き出した。そうして、少し思いついたことがあって、ねえ、と誰だれも周りで聞いていないのを確かく認にんしつつ、フィフに話しかけた。

「図と書しよ館かんに封印されていた《禁きん書しよ》って、どんなの？」

『いろいろじゃ。色々な物語、童話などを題材にしたものもあれば、偉人伝や、凶悪な犯はん罪ざい者しやの一生のようなものもあるよ』

「悪女伝説みたいのも？」

『さて……どうであったか。思い出せぬけれどな、悪女でなくとも、それがたとえ聖せい人じん君くん子しの伝記であっても、《禁書》のそれは、本来の本とは違うのじゃ』

「《禁書》っていうのは、僕の心しん臓ぞうを本に変えた奴やつみたいに、勝手に実体化して動きまわれるものなの？」

『いや。やつが特別なだけじゃ。他ほかの《禁書》にはそこまでの力はない。奴らにできるのは、人間に取とり憑ついて、秘ひめた欲よく望ぼうや負の感情を増ぞう幅ふくさせることだけじゃよ』

「わからないな……その目的はなんなのさ」

『言わなかったかの？　《禁書》を増やすことじゃ。取り憑かれた人間の胸むなに秘めた暗い欲望が満たされると、その人間は《本》に──新たな《禁書》になってしまうのじゃ。そうして《禁書》は《禁書》を増やし、この世を本で埋め尽くそうとしておる』

　人を《本》にすることは聞いていたが、そのあとのことは聞いていなかった。いや、こちらが訊かなかったともいえるが。

　なんて──なんて計画だ。

　壮大、といえば聞こえはいいが、目的がないに等しいといえばいえる。仮に、その計画が成じよう就じゆしてしまったらどうするのか。もはや《本》にするべき人間はおらず、目的もなくなってしまうではないか。

『また黙だまったの。まあ、そなたが何を考えているかはわかるよ。じゃが、それが《奴やつ》の目的じゃと、拙せつの、前の《まいすた》は言っておった。世界中を《禁きん書しよ》で埋め尽くし、ただ一人ひとりそこに《書の王》として君くん臨りんすることじゃとな』

　本の中で、フィフが息をついたのがわかった。

『拙には理り解かいできん。自身も本であるのに、他ほかの本は奴が読むからよいとしても、奴自身を誰だれが読んでくれるのじゃ？　開いてくれるのじゃ？』

「あいつは、誰かに開いてもらわなくたって、実体化できるんだろ？」

『そういうものではないよ、フミヒト。拙を含めて《本》は、人に読んでもらって、開いてもらって意味が、意い義ぎがある。誰にも開かれず、見られぬというのは、拷ごう問もんじゃ。《禁書》にとても、そこまでの罰は《虚うつろの図と書しよ館かん》はしておらぬ。実体化は封じても閲えつ覧らんは可か能のうじゃ』

　ふうん、と答え、踏ふみ切きりを渡り終えた文ふみ人ひとは、立ち止まってスーパーを探さがした。この辺りには二つのスーパーがあった。ひとつは駅前。もうひとつは交差点を三つ過ぎたところにある、平ひら屋やの店だ。

　目指す店は後者だった。駅前のスーパーの近くにある住宅は、すべてマンションだ。一いつ戸こ建だては少し離はなれないとなかった。

『何を考えておる？』

「何で？」

『あれこれと質問をするからには、何か目的があってのことじゃろ。何を思いついた』

「もうすこし質問をさせてもらってから、答えるよ」

『ならばするがよい。どうせ、拙はこの本の中にいる間は退たい屈くつなのじゃ』

　じゃあお言葉に甘えて、と言いながら、文人は本を抱える腕の位置を直した。大きさの割に軽いとはいっても、無ではないのだ。

「さっき、欲よく望ぼうを満たす、って言ったよね？」

『ん』

「それはどういう風に？」

『様々じゃよ。普通でも、手しゆ段だんは望むものによっても変わるじゃろ？　例えば何か欲ほしいと思っても、それが物なのか、それとも形のないものかで、随ずい分ぶんと違う。物であれば、憑つかれた人物に、手段を選ばずそれを奪わせればいい。一人で無理なら、誰かに手て伝つだわせたりもするであろうな』

「できるんだね？」

『何がじゃ』

「他人に手伝わせること、さ」

『肯定じゃ』

　フィフの返事に文人は頷うなずいた。なるほど。ならば可能性は一気に高くなった。おぼろげだった事件の輪りん郭かくが、はっきりとしてきた──そんな気がする。

　スーパーが見えてきた。

　平ひら屋やの建物の上に大きなタワー状の看かん板ばんが建てられている。来たことはなかったが、開店したのは随ずい分ぶん前のようだ。風雨にさらされてあちこち錆さびたり、傷いたんだりしている。

　そのスーパーに向かって歩きながら、

「じゃあ、もうひとつ」

　と文ふみ人ひとは訊きいた。

「《禁きん書しよ》はどうやって犠ぎ牲せい者しやに取とり憑つく？」

『それは簡かん単たんじゃ。秘ひめた願ねがいがある者に──ない人間などおらぬが──本を開かせる。それだけじゃ。《まいすた》の素質のないものであっても、その願い、欲よく望ぼうの力で《禁書》は実体化し、開いた者の願いをかなえるのじゃ』

「とはいっても、だよ？　《禁書》とどうやって出会う？　本が勝手にそいつのところへ行くわけじゃないだろ？」

『あたりまえじゃ。《本》には足も、翼つばさもなかろ？　あの男なら自じ由ゆう自じ在ざいであろうが、他ほかの《禁書》は自分で新しい《仕掛け》を追加することはできぬし、開いてもらわねば実体化も叶かなわぬ。以前、あの男は《禁書》をばら撒まきまくってな。拙らはその回かい収しゆうに忙ぼう殺さつされたよ』

「ばら撒くって、目立つだろ？」

『本当に撒くわけではないよ。奴やつめ、あちこちの図と書しよ館かんや書店に《禁書》を紛れ込ませたのじゃ。奴がここで同じことを──《禁書》を撒いたのがわかった。だから《虚うつろの図書館》はここへやってきたのじゃ。しかし、奴はそれを見越して裏うらをかきおった。まあ、結果としては、拙は《仕掛け》の大部分を失ったものの、奴にも深手を負わせることができた。この機き会かいを逃さず、頑がん張ばって《禁書》を回収しようの』

　簡単な話のように思える──もしも、ここは普通の街であれば、だ。

　本ほん離ばなれの激はげしい昨さつ今こんでは、町の書店は次々と消えていっているのが現状だ。図書館も同様だから、フィフを連れて本屋を回れば、それで済すむ話のような気もしなくはない。

　だがそれは、この周辺では通用のしない話だった。

　出版社がある。古書店がある。全国一とは言わないが、その規き模ぼは相当なものだ。店頭に並んでいるものもそうだが、在庫として倉庫に収められている古書も合わせれば、気が遠くなる数の本が、この辺り数駅の範はん囲いにはあるのだ。

　それに、店頭に並べられている本の間に《禁書》が紛れ込んでいればともかく、倉庫に収められていたら、文人には調しらべようもなかった。

（いや。待った）

　文人は、考え違いをしていることに気付いた。

　普通の本であれば、今考えた通りなのだろう。だが《禁書》がフィフと同じような《仕掛け絵本》だとしたら、それほど難むずかしい話ではないのかもしれない。

　絵本のコーナーを探すだけで済すむし、中・高校の図書室には置かれないだろう。あったらおかしい。だとしたら小学校や保ほ育いく園えん、あとは病院の待合室──

（いや。いやいや）

　逆、と言うこともありえる。そもそも手に取ってもらえなければ憑つくことも出来ないというのなら、わざと違和感のあるところに置いて、手に取らせるという方法を取るかもしれず、むしろその方が可能性は高いように思えた。

（結局、こっちは後攻か）

　そんな文ふみ人ひとの考えには気付いた様よう子すもなく、

『図書室に来るような人間は、元々、本が好きじゃろ？　拙せつらや、《禁きん書しよ》とも、端はなから相あい性しようがよいのじゃよ』

　と、どこか嬉うれしげにフィフが言うのが聞こえたが、そうとも限かぎらない、と文人は苦笑した。自分が図と書しよ館かんの常じよう連れんなのは、本を持っていないからだ。

「だとすると、不ふ思し議ぎだな。──なんで僕なんだ？」

『ん？』

「僕の部へ屋や、見ただろ？　まともな本なんか一冊だってない。ネットに潜もぐればいくらだって情報は手に入れられる。本は、傍そばにあっても僕の生活には必要のなかったものさ。そんな僕が、君に《マイスター》に選ばれるなんておかしくないか？」

『しかたなかろ？　そなたに素そ養ようがあったのは事実なのじゃから。それに、そなたは自分でも気付いておらぬだけで、本が好きなのかも知れぬぞ？　ん。きっと、そうじゃ。そうに決まっておる。照れなくともよいぞ？　そなたは本当は《本》が──拙が好きなのじゃ♪　皆まで言わずとも、拙はわかっておるぞよ』

「か、勝手に、人の気持ちを決めるなよ！」

　文人は、ゆさゆさと本を振った。効こう果かがあるのかはわからなかったが、ひゃあ、という悲鳴のような声が聞こえてきたのだから、あったのだろう。

『な、なにをするのぢゃ！　転んだではないか！』

　本の中でも転ぶのか、と余よ計けいなことに感心しつつ、しかし謝あやまるのはなんとなく癪しやくであったので、そうはせずに、歩きながら携帯を取り出して開いた。

　さて。

　文人は素す早ばやく指を動かして、検索サイトを呼び出した。

　これから、幾いくつかのキーワードを打ち込み、検索をかけて、それがヒットすれば、おぼろげな推すい測そくがしっかりとした輪りん郭かくを持って立ち上がってくるだろう。

　だから、いろいろと訊きいたのだ。

　かちかちと、文人はボタンを押して単語を打ち込み、スペースを空けて次の単語をさらに打ち込んでいった。その単語は。

　──貢みつぎ物もの。

　──無む理り難なん題だい。

　──美女。

　そして──物語。

　打ち込みが終わると、カーソルを『検索』に移い動どうさせてボタンを押した。数秒もかからずに検索結果がずらりと表示され、文ふみ人ひとは眉まゆを顰ひそめた。

　単語が漠然としているのか、どれも想像していたものとはかけ離はなれていた。それともまだ何かが足りないか。

（まいったな……）

　きっとこれでわかると思ったのに。これでは、フィフにネットの有ゆう用よう性せいを偉そうに語ったのが馬ば鹿かのようだ。

『どうした？』

「え？　あ、いや……」

　文人は、地図を片手に一軒一軒、表札を確かく認にんしながら進み、そうしながら首を捻ひねった。

　そうだと思ったのだが、違ったのだろうか。

　いや、きっと断だん定ていするためのピースが、まだ足りないのだ。もうなにか一つか二つ、状況を確かく定ていする単語が欲しい。異い常じような。異様な何か。

（あ──）

　文人は足を止めた。

（ここだ）

　おそらく間違いない。表札には『雲くも木き』とある。どちらかといえば珍しい苗みよう字じだから、そう何軒もないだろう。

　八や代しろの言った通り、ごく普通の建たて売うり住宅、といった感じだった──一見しただけでは。

　だが、文人はすぐにおかしなことに気がついた。

　窓まどが緑みどり色いろをしている。

　ガラスそのものが緑なのではない。向こう側の何かが映うつっているのだ。

　文人は門を開けた。蝶ちよう番つがいが、悲鳴のような錆さびた音を立てる。

　歩を進めると、窓に映った緑の正体がわかった。カーテンではない。葉、だ。植物のそれだと思えた。そうとしか見えなかった。

　それがびっしりと、窓ガラスに家の内側から押し付けられているのだ。そういう模も様ようだとかではない。近づいてそれがわかった。

（笹ささの葉……？）

　そう見えた。

　つまり、もしもあれが本物なら、家の中にはびっしりと《竹》が生はえてそれが窓まどを覆おおっている、ということになる。

　そんなことは普通、ありえない。状じよう況きようは異い常じようで、異様だ。これだ。これを待っていた。

　文ふみ人ひとはもう一度、携帯に単語を打ち込んだ。

　──貢みつぎ物もの。

　──無む理り難なん題だい。

　──美女。

　そのあとに、単語をひとつ足す。

　──竹。

　それを。

　そして最後にもう一度──物語と入れて、『検索』をかけた。再び、数秒もかからずに検索結果がずらりと表示され、文人は今度は薄うすく笑えみを浮かべた。

『フミヒト？』

「ああ、ごめん。だけど、どうやら見つけたみたいだよ」

『何を！』

「決まってるだろ？　《禁きん書しよ》だよ」

『な、なに!?』

「ほら」

　文人は異様な窓の光景を顎あごで示した。

　よく見なければわからないが、家のあちこちに罅ひびが入り、屋根の隙すき間まからも笹ささの葉の先端が覗のぞいていた。

「──って言っても、見えないんだったよね」

『フミヒト！　何を見ておるのぢゃ！　勿もつ体たいつけずに教えぬか！』

「竹ちく林りん、かな？」

　そんな気がする。まだ予想でしかないが、家の中にはびっしりと竹が生えている──そういう確かく信しんがあった。

　家の中で、鮮あざやかな緑の竹が何十、否いな、何百本もすっくと伸び、茂った笹ささの葉が、僅わずかな風にも揺れて、ざわざわと音を立てている──そんな様よう子すが見えるようだった。

「竹ってさ、ものすごく高くまで伸びるよね。空に──月に届くかな」

『まさか。いくら伸びても、月になぞ、届くわけがなかろうよ』

「だよね」

　フィフの言葉を肯定した。

　月、と言ったのは、ヒントみたいなものだ。別に正せい解かいを出す必要のない問いの。

　文人はゆっくりと深しん呼こ吸きゆうをしてから、インターホンのボタンへ指を伸ばした。きっと返事はないだろうと思いつつ、ボタンを押し込む。

　やはり何の反はん応のうもなかった。それどころか手ごたえがなかった。壊こわれているのか、ボタンはすかすかする。

　試しにドアの把とつ手てに手をかけてみると軽く回った。鍵かぎと一体になっている、玄関の把手としては、古いタイプだ。

　開く。

　鍵はかかっていなかった。まるで獲え物ものを待つ罠わなのように文ふみ人ひとには思えた。

『……そなたの言っておることは、ようわからん』

「僕もさ」

　笑いながら言って、文人は中に入る前に《生ける仕掛け絵本》の留とめ金がねを親指で、パチン、と鳴らすように外し──フィフを解かい放ほうした。




　　　　　☆




　数分後。

　文人はフィフと二人ふたり、まだ、中が竹ちく林りんのようになった玄関の前に、扉を開けたまま立っていた。かろうじて通れそうだが、考えもなしに踏ふみ込むのは躊躇ためらわれる。

「……何なに故ゆえに、ここに《禁きん書しよ》があると思うのじゃ？」

　フィフは、銀杏いちようの葉色のスカートに白いブラウス、それにスカートと同色のベストという、夏服の制服の格かつ好こうで腕組みをして、真まっ直すぐに玄関から視し線せんを外すことはなかった。

「根拠は何じゃ」

「君は言ったよね？　《禁書》を探すには、おかしな事件を探せばいい、って」

「ん」

「この辺に《禁書》があるのだとして、ごく最近でこの辺りで起きたおかしな事件といえば、僕のクラスメートによる、押し込みや窃せつ盗とうだ。ペットショップに押し入って猫の肉球の拓たく本ほんを取ろうとしたり、小しよう便べん小こ僧ぞうを盗んだりするのは、おかしいだろう？」

「まあの。しかし、じゃ。他ほかにも事件を起こした生徒がおるじゃろう？　同じクラスの男子が四人、同時に憑つかれるとは思えんという話はしたよの？」

　文人は頷うなずいた。

「僕も、あの四人に《禁書》が憑いているとは言っていないよ。フィフはこうも言った──《禁書》に憑かれた人が、他の人を使って欲よく望ぼうを叶かなえようとすることはある、って」

「言った」

「つまり、そういうことさ。補ほ導どうされた男子が事件を起こしたのは自分のためじゃない。誰だれか他の人のためだった。実じつ際さい、そう証しよう言げんしている。だったら、《禁書》に憑かれているのは、そんな事件を起こすように命じた《誰だれか》ということにならないか？」

「確たしかにそうじゃ」

　頷うなずき、しかし、フィフの横顔は曇くもった。

「けれど、ここは雲くも木き詠よみとかいう女子の家であろ？　図書委員という、実に感心な仕事をしている娘の家じゃろうに……何なに故ゆえにここへきた？」

「もう、わかってるんだろ？」

　文ふみ人ひとの言葉にフィフは、ふー、と息をついた。

「……そなたは、雲木詠こそが《禁きん書しよ》に憑つかれた張ちよう本ほん人にんだというのか？」

「うん」

　頷き、文人は中の竹に覆おおわれた二に階かい建だての二階の窓まどを見上げた。カーテンが閉じている部へ屋やがある。何一つ確かく証しようはなかったが、そこが雲木の部屋だと思った。

「君は、《禁書》は本のたくさんあるところに紛まぎれ込んでいる、と言った。だったら、図書委員である雲木が《禁書》と接せつ触しよくする確率は、他ほかの生徒たちよりもずっと高い」

「しかし、じゃ。あの男が、そのように拙せつの近くに《禁書》を置くとは思えん。別段、拙は《禁書》の探たん知ちができるわけではないが、見ればわかるよ」

「だろうね。だからここにあるのは、あの男が置いていった《禁書》じゃないんだ」

「どういうことじゃ？」

「雲木に憑いた《禁書》は、《虚うつろの図と書しよ館かん》に保ほ管かんされていたっていう一いつ冊さつに違いないと、僕は思ってる。なぜなら雲木は僕が君を持って《虚ろの図書館》を出たあとで、あの、書しよ架かと書架の間の《虚ろの図書館》への通り道へ入ってったからさ」

「なっ!?」

　振り返ったフィフの紫むらさき色いろの瞳ひとみは、驚おどろきに瞠みはられていた。

「そのように大事なこと、何故に黙だまっておった！」

「大事なことだなんて思わなかったんだよ。君は、僕のほかに誰だれかが入ったかどうかなんて訊きかなかったし、僕も、関係があることだなんて思わなかった。けど、違った。僕のあとで《虚ろの図書館》に入った雲木は、おそらくそこで《禁書》に出会った。雲木は図書委員だし、個人的にも本が好きだ。憑かれるには格かつ好こうの生徒だろ？」

「ぢ、ぢゃが、あの生徒たちの事件とどう繫つながる？　連中の起こした奇怪な事件で、ここな女子はいったい何の欲よく望ぼうを満たそうというのぢゃ？」

「それはわからない」

　文人の答えに、フィフは眉まゆを顰ひそめた。がっかりして、ではないだろう。おそらくは、混乱して、だ。

「噓うそじゃないよ。雲木が何を願ねがったのかは、僕は彼女じゃないからわからない。けど、目的がわからなくても推すい測そくはできる。彼女の周りでは、三つの変化が起きた」

　文ふみ人ひとは、人差し指を立てた。

「ひとつ。僕が君を見つけた翌よく日じつ、登校してきた雲くも木きは急に綺き麗れいになった。なりすぎた。それこそ、学校裏うらサイトに悪口を書かれるくらい、急に変わった」

　今思えば、あれこそもっともおかしな事件だった。

　だが、女子はメイクひとつ、髪型ひとつで雰囲気は変わるものだと知っていたから、まさかそれが自分に関係のあることだとは思わなかった。

「ふたつ」

　中指を立てる。

「事件を起こしたクラスメートは、そんな雲木に群むらがっていた──もっともそれは、僕以外のほぼ全員がそうだったんだけど。逆に、何で僕は興きよう味みを持たなかったんだ？」

「その女子が男子に急に人気が出たのが《禁きん書しよ》の力によるものならば、そなたに効きくはずもないよ。そなたには、既に拙せつがおるゆえの」

「なるほど」

　文人は頷うなずいた。

「とにかく、男子は雲木に群がった。そしてその男子が事件を起こし、その動どう機きが誰だれかに渡すものだということもわかった」

　頭の中で説明された状況を整せい理りしているのか、フィフは唇を親指で何度も擦こすった。

「みっつめ」

　文人は答えが出るのを待たず、薬指を伸ばした。

「この竹だ」

　フィフは怪け訝げんな顔をした。

「この植物がなんだというのじゃ？」

「ヒント」

　文人は、ざざざわ、と葉は擦ずれの音を立てる竹を見つめた。

「《禁書》は、憑ついた相手の欲よく望ぼうを叶かなえる時、自らの物語や、その内容に沿って、それを叶えようとするんだろ？」

　ポケットから携帯を取り出し、開く。

「だったら、事象を集めて検索をかければ、その《本》の姿が立ち上がってくる。そう思って試してみたら──」

　ディスプレイをフィフに向けた。

「──『竹たけ取とり物もの語がたり』……」

「そう。『かぐや姫ひめ』ともいうね。古い物語だ。読んだことは？」

「あるとは思うけれど、覚えておらん」

「どんな話かっていうと、ある老ろう夫ふう婦ふが竹の中から赤あかん坊ぼうを見つけるんだ。その子は大きくなるとものすごい美女になって、全国から男たちが結婚の申し込みに来るんだけど、その気がないかぐや姫ひめは、男たちに無む理り難なん題だいを吹っかける。とても手に入れることのできないような宝物を持ってきたら結婚する、ってね。結局、誰だれもその問題をクリアすることができず、かぐや姫は結婚をせずに済すんだ。その話が帝みかどの耳に入って、その人ひと柄がらに触れてかぐや姫も手紙のやりとりなんかをするようになるんだけれど、かぐや姫は実は月の人間で、帰らなくてはならないと老ろう夫ふう婦ふに告げる。それが帝の耳に入り、彼は迎えを追い払うために軍ぐん勢ぜいを差し向けるけど、まったく歯が立たずにかぐや姫は月に帰ってしまう──そんな話さ」

「えすえふ、か？」

「何で、そんな言葉知ってんのさ」

　文ふみ人ひとは笑った。

「まあ、そう言えなくもないかな。そう読む人もいるし。でも、そんなことは今はどうでもいい話だよ。問題は、《虚うつろの図と書しよ館かん》にその《竹たけ取とり物もの語がたり》を題材にした《禁きん書しよ》があったか、っていうことさ。どうだい？」

「ちょっと待て」

　フィフは眉み間けんに皺しわを刻きざんで、ううむ、と唸うなりながら首を捻ひねった。

　携帯を閉じて、それをポケットにしまった。

　そう。

　これはまさに『竹取物語』だ。

　美人になって教室に現れた雲くも木きに、男子は残らず心を奪われ、群むらがった。だが、雲木は誰だれの好意も受け入れなかったのだろう。それでも諦あきらめられなかった男子に、彼女は無理を吹っかけた。それが猫の肉球の拓たく本ほん集めであり、小しよう便べん小こ僧ぞうであったに違いない。

　しかし。

（……雲木の望みってのはなんだ？）

　かぐや姫はラスト、月に帰る。どこかへ帰るのが、雲木の望みなのだろうか？

「あ」

　というフィフの声に、文人を彼女を見た。紫むらさき色いろの瞳ひとみが嬉うれしそうに輝かがやいている。唇にはどこか誇らしげな色を浮かべて、

「あった！」

　そう言った。

「そうぢゃ、そうぢゃ！　確たしかそのような題の《禁書》が、確かにあった！……そうか。拙せつは読んだことはなかったけれども、そういう本であったのか」

「じゃあ、決まりだね。雲木は僕のあとで《虚ろの図書館》に入り、保ほ管かんされていた《禁書》の一いつ冊さつ《竹取物語》に触れて、取とり憑つかれた」

「うむ」

「これで、彼女の様よう子すがおかしかった理由に確かく信しんが持てたよ。問題は、彼女の望みがわからないことだけれど……それって、《禁きん書しよ》を封じるのに関係がある？」

「いいや」

　フィフは首を振った。

「憑つかれた人間の望みがどうあれ、拙せつはただ封印するだけじゃ。さすれば憑かれた人間も、正気に戻るであろうよ」

「そりゃ、よかった。今回は、相手に合わせた対たい処しよ法ほうを特に準じゆん備びしてなかったからね。かといって、明日あしたってわけにもいかないだろ？」

「当然じゃ。雲くも木きとかいう娘が新たな《禁書》になったら、面めん倒どうが増ふえることになる」

　フィフは鼻を鳴らし、そうして文ふみ人ひとを下から盗むように見た。

「けれど、ようわかったのう。拙は考えつきもしなかったよ」

「ネットのおかげさ」

　文人は、携帯の入ったポケットを軽く叩たたいてみせた。

「どう？　やっぱりネットの方が、新聞よりずっと便利だろ？　ただ読むだけの紙に印刷されたものと違って、ネットは自分で色々と工夫することができる」

「か、活字とて、工夫はできる！」

　フィフはちょっとむきになった様子で、そう言った。

「へー、どう？」

「そ、それは……ど、どこから読んでも自由ぢゃ！　あ、あと、新聞は焼き芋も包めるし、体に巻まきつけると暖あたたかいのぢゃ！」

「それは、活字と関係ない……」

「う、うるさいっ！　そんな話はあとぢゃ！　早はよう、拙の《鋏はさみ》を出すのぢゃ！　ええい、まったくもう！　拙が完全であったなら、そなたにネットのことで偉そうにあれこれ言われずとも、雲木詠よみとかいう娘が傍そばに来ただけで、すぐにピンと来たであろうに、もどかしいっ！　フミヒト！　《鋏》はどうしたっ!?」

「はいはい」

　文人は笑いを堪こらえながら、脇わきに挟むようにして持っていた本を手にした。

　そうして、フィフのページを開き、彼女の《仕掛け》の隣となりに新しく作ったサブページに指をかけた。

　ここには、昨日きのうの夜に完成した《仕掛け》のひとつがある。

　一応、試作品はフィフも確かく認にんしているが、仕上げを見ずに彼女は寝てしまったので、本物を見るのはこれが初めてとなる。

（さて……彼女の眼鏡めがねにかなう物ができてるかどうか……）

　押さえを外し、ページを開いた。

　ぐうっ、と《鋏はさみ》が──紙でできた《鋏》の《仕掛け》が立ち上がってくる。

　モデルは無ぶ骨こつな裁さい縫ほう用ようの鋏だ。

　黒く塗られた鋼こう製せいをイメージして、刃の部分には銀紙を貼はり付けて、それっぽくした。もちろん、それを収おさめるケースもある。ケースは皮製をイメージして、背せ中なかに負おえるようになっている。

　それが。

　ぽむっ！──そんな音を立てて実体化した。

　空中に飛び出す。

　フィフは素す早ばやくケースを、《鋏》の鞘さやといっていいそれを摑つかんで腕を通して背中に負うと、続けて落ちてきた、自分の背丈ほどもある《鋏》の、本来、指を通す部分に腕を突っ込んで、ぶうんと回転させ、器用に背中のケースへと収めた。

　長く白い髪に手を差し入れて、払う。まるで外がい套とうのように大きく広がったそれが、ケースと《鋏》を抱き包むようにした。

「いい感じじゃ」

　肩越しに漆しつ黒こくの柄を振り返って、フィフは頷うなずいた。

「この重さ。なのに肩への負ふ担たんの軽さ。フミヒト。やはり、そなたは《まいすた》じゃ。拙の望むものをこのように見事に、ほとんど初めてで作り上げるとは──」
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　そうして文ふみ人ひとを見上げ、彼女は、綺き麗れいな白い歯を見せて笑え顔がおになった。

「──偉いぞよ」

　その瞬しゆん間かん。

（ぐっときた……）

　文人は、胸に熱あついものが込み上げてくるのを、驚おどろきをもって感じた。誉ほめられた、といってもこんなこと、大したことではない。それなのに、

（な、なんでこんな、すっげ、嬉うれしいんだ……？）

　紙になってしまった心しん臓ぞうが熱い。壊こわれてしまいそうに鼓動を打っている。

　何とか鎮しずめようと胸の《本》に手を当てて、見つめていると吸すい込まれてしまいそうな、彼女の紫むらさき色いろの瞳ひとみから無理やり視し線せんを外し、鼻を搔かくふりをして、多た分ぶん赤くなっている顔を隠した。

「べ、別に……ネットにあったのを参考にしただけだし」

「それでも、大したものじゃよ」

　ぽん、と小さな手で背中を叩たたかれた。軽く咳せき込んで、文人はまだ口元に拳こぶしを当てたまま、掌てのひらの向こうにフィフを見た。

　やはり、美人だ。

　白く長い髪が、陽ひの光を受けて銀でできているかのように輝かがやいている。

（だけど、パンツ、穿はいてないんだよな……）

　どうしても作れなくて、しかたなくスパッツなら、と出したのだが、こんなもの穿けるか、と拒きよ否ひされてしまったのだ。

　だから、外からはわからないが実は、フィフは、ノーブラだし、ノーパンなのだった。

　そんなことをまったく感じさせず、彼女は竹に中を侵食された、それ以外はどこにでもある一いつ軒けん家やを向き、ぺろり、と唇を舐なめた。

「行くぞ、フミヒト！」

　腕を上げ、しっかりと《鋏はさみ》の柄を摑つかむ。

「《禁きん書しよ》狩りじゃ！　遅れず、しっかり、ついてくるのじゃぞ!!──さあさあ！　《虚うつろの図と書しよ館かん》が《戦せん闘とう司し書しよ》、フィフ・デグリース──推おして参まいる!!」




　　　　　☆




　背せ中なかの巨大な《鋏》の刃が煌きらめいた瞬しゆん間かん、雲くも木きの家の扉は奥の竹ごと四つに分ぶん割かつされ、音を立てて崩れた。蝶ちよう番つがいも壊こわれ、扉は残ざん骸がいとなって転がる。

　フィフは《鋏》を一回転させると、じゃきん、と音をさせて閉じ、脇わきに挟むようにして持った。

　どうだ、と言わんばかりに鼻を鳴らす。

（あー……）

　そんな彼女の隣となりで、文ふみ人ひとはこっそりとため息をついた。

　たいした切れ味だが、この扉、あとで弁べん償しようさせられないだろうか？──それが心配だった。まさか紙の《仕掛け》でどうにかするわけにもいかないだろう。濡ぬれたら破やぶれる玄関の扉というのは、存そん在ざいがありえない。そもそも開いていたのになぜ壊したのだか。

「行くぞ」

　だが、フィフは気にかける様よう子すもなく中へ入ると、竹を踏ふみ越え、土ど足そくのままフローリングの床へと上がった。

　文人は、彼女はそこまで本の中にいたのだから靴くつもそんなには汚れていないからよいとしても、自分はどうしよう、と考えて、やっぱり土足は無理、と思って辺りを見回し、スリッパがあったので、それに履はき替えた。

「何をしておるのじゃ？」

　顔を上げると、フィフが《鋏はさみ》を肩に乗せるようにして、文人を見ていた。

「なんかほら、土足って抵抗があって……」

　はは、と笑うと、彼女は少しだけ呆あきれたように息をついた。

「……まあ、よいけど」

「お待たせ。それで、どうするの？」

　文人は《本》をしっかりと脇わきに抱えて、辺りを見回した。

　竹はそれほど密みつ集しゆうはしていなかった。否いな、してはいるのだが、それは壁かべ際ぎわだけのことで、中はそれなりに自由に移動できた。

　家の中は静まり返っている。といっても、生活音はする。低く唸うなるような音は冷れい蔵ぞう庫この音だろう。他ほかにも、おそらくは風ふ呂ろ場ばかトイレの小型の換かん気き扇せんの回る音も聞こえる。

　それを切るように、フィフは、しゃきん、と《鋏》を鳴らした。

「どうする、じゃと？　決まっておろうよ。《禁きん書しよ》までの道を、そなたの作ってくれたこの《鋏》で、こうして──」

　フィフは突とつ如じよ、階かい段だんの方を振り返ると、本来は指を入れるそこに、細い腕を突っ込んで、ぶん、と《鋏》を振った。開いた《鋏》の刃が、鎌かまのように薄うす闇やみに煌きらめいた。

「──血路を切り開くのじゃ」

「わ！」

　文人の、思わず竦すくめた首の上を《鋏》の刃が過すぎていったが、無む論ろんそれは、文人を狙ねらったものではなかった。

　小気味良い音を立てて、何かが切せつ断だんされた。

　深い緑みどり色いろをしたそれが、互いにぶつかってガラガラと派は手でな音を立てて降ふってくる。だが、それは文人たちの体を打つことはなかった。その前に、全すべてが紙に戻って、優やさしく背せ中なかに、肩に乗っただけだった。

　その正体は、天てん井じようを突き抜けてきた竹だった。竹たけ槍やりと言ってよかった。

「あ、危な……」

　文ふみ人ひとはごくりと唾つばを飲み込んだ。

　まったく気がつかなかった。フィフの反はん応のうがもう少し遅かったら、串くし刺ざしになっていたかもしれない。

　ぞっとした。心底、ぞっとした。股こ間かんがきゅうっと縮ちぢみ上がった。鳥肌が立った。

「気付かれたようじゃの」

《鋏はさみ》を、どん、と肩に担かつぐようにして、フィフは階かい段だんを見上げた。その横顔には、恐怖も気後れも何もなかった。

　むしろ、不ふ敵てき。

　彼女の紫むらさき色いろをした瞳ひとみは、薄うす闇やみの中で輝かがやいているようにも見えて、それを見ていると、不ふ思し議ぎと心が落ち着いた。

「望むところじゃ。ひとつずつ《仕掛け》を砕いていって、あらゆる抵抗が無む駄だだということを《禁きん書しよ》のやつに思い知らせてくれよう。な。フミヒト？」

「そ、その辺は、おまかせします……僕は肉体派じゃないから……」

「なんじゃ。それではまるで、拙せつが筋きん肉にく馬ば鹿かのようではないの」

「や、そうじゃなくて」

　文人は胸むねの本を押さえながら首を振った。

「僕は生まれてこの方、殴りあいの喧けん嘩かとかしたことないんだよ。こういう荒事には、まったく向いてないんだ。情報を集めたり、ちまちま指を動かしたりするのは好きだけど」

「普通は逆じゃぞ、フミヒト。そんなでは、女子にモテぬ」

「別にモテたいとも思わないからいいよ」

「ふうん」

　フィフの横顔が、なんとなく嬉うれしそうだった。

　だがそれは、気のせいだったのだろう。

　何か物音がした気がして、天井から竹の伸びる階段を見上げたあとで、ちらりと横目で見たときの彼女の横顔は、確たしかに笑ってはいたけれど、嬉しそうは嬉しそうでも、何かもらったりとかとは種類の違う歓よろこびのように思えた。

「フィフ……？」

「先せん刻こくの竹槍といい、どうやら《禁書》はこの上のようじゃな。フミヒト。左へ跳べ」

「え──」

　理由を訊きく前に突き飛ばされていた。

　左肩を、腕を、激はげしく竹にぶつけたが、文句を言う気にはならなかった。なぜなら、その瞬しゆん間かん、階段の上から何かが降ふってきて、別れた二人ふたりの間に落ちたからだ。

　否いな。落ちたのではなかった。

　振り下ろされたのだ。

　ガツン、と音が響ひびくと同時に、気付けば二人の間に男がうずくまっていた。粗末そうな着物を着た、おそらくは老ろう爺やだった。

　振り下ろされたのが何だったのか、文ふみ人ひとは気付いた。

　鉈なただ。

　刃が鈍く輝かがやく大振りなそれが、床に突き刺さっている。おそらくは、かぐや姫ひめの入っていた輝く竹を切った鉈だった。

「このっ！」

　フィフは《鋏はさみ》を肩から背せ中なかを移動させるように回した。

　刃先が老爺の頭を断ち割ろうと迫る！

　だが老爺は、その刃先の動きにあわせて思いきり体をのけ反らせた。その勢いきおいで、床に刺さった鉈が抜け、老爺は思い切り海え老び反ぞった。

（うひぃ！）

　露あらわになった老爺の顔に、文人は驚おどろいた。

　それは木の面だった。能のう面めんだった。

　明るいところならともかく、薄うす闇やみの中で見るのは心しん臓ぞうに悪い。だが、文人が本当に驚いたのは、その面の奥には何もないことだった。

　目の穴の奥に何もなく、口の奥にも何もなかった。濃のう密みつな闇だけ。

「こしゃくにゃっ！」

　舌が回っていない。

　やばい。ツボに入った。文人は必死に笑いを堪こらえたが、そんなものはすぐに吹き飛ばされることになった。

　階かい段だんをバック転で上がる老爺に追い討うちをかけようと振り上げた《鋏》に、階段の上の闇の中から飛んできた何かが巻まきつき、自由を奪った。

（洗せん濯たく物もの!?）

　そう見えた。着物の帯か。濡ぬれて、水が滴したたっている。

「行かせぬ」

「生かさぬ」

　ぼう、と暗闇に顔が──能面が浮かび上がった。

　ひとつではない。

　老爺と、そして、老ろう婆ば。二つの能面が闇の中で笑っていた。二人で帯を摑つかんでいた。

「かぐや姫ひめの養父母の《おじいさん》と《おばあさん》か……？」

「父母なのに祖父母なのか？」

「う、うんまあ、そういうことだよね……桃もも太た郎ろうとかもそうだけど、何な故ぜか、赤あかん坊ぼうを拾うのは、心こころ優やさしいおじいさんとおばあさんなんだよ」

「ふうん」

　ふんばっている風にも見えないのに、フィフはその場でびくともしなかった。

　かといって、老夫婦も力をいれていないというわけではないようだった。顔は面だから常つねに笑っているのだが、しきりに首を傾かしげて、何かに必死に耐えている様だった。

「とてもそうは見えぬの。《禁きん書しよ》によって歪ゆがむと──これじゃ！」

　フィフは手の中で巨大《鋏はさみ》を、帯を巻くように回した。

　ほとんど力を入れていない。少なくともそう見えたのに、帯はあっという間に繭まゆのように《鋏》に巻きついて、能面の夫婦は暗がりから釣りだされた。そう表現するのがぴったりな、闇やみの中からの飛び出し方だった。

「この二人ふたりなら、見つけた赤子を喰くってしまいそうじゃな」

　今度は《鋏》を逆に回す。すると、濡ぬれた帯は緩ゆるんだ。隙すきを逃さず、じゃきん、と《鋏》がその帯を切断する。

「きぃええええええええっ！」

　面の奥から、空気が軋きしるような声が上がる。

「下がれ、フミヒト！」

　言うなり、フィフは《鋏》を振り上げた。

　階かい段だんの上から、老夫婦が躍おどりかかってくるのを、文ふみ人ひとはたたらを踏ふんで下がりながら見た。老ろう爺やの手には鉈なた、そして老ろう婆ばは、盾の代わりなのか、巨大な盥たらいを持っていた。

「無む駄だじゃ！」

　フィフは《鋏》の刃先を閉じて空中へ放った。落ちてくるそれを摑つかみ、槍やりのように構かまえ、そして、突き出した。

　鋭するどい、中世の帆はん船せんの舳へ先さきにつけられていた衝しよう角かくの如ごとく《鋏》は老婆の盥を貫き、そのまま二人を串くし刺ざしにした。

「にぎゃっ！」

　獣けもののごとき悲鳴は、しかし、二人のものではなかった。恐ろしげな能のう面めんの老夫婦は声も出さずに紙に戻り、紙かみ吹雪ふぶきとなって散った。

　声を上げたのは、フィフである。

「な、な、なにをするんぢゃー！」

　ものすごい勢いきおいで振り返った顔は、真まっ赤かだった。《鋏》を持った手は後ろに回されて、長いとはいえないスカートを押さえている。

「あ、ごめん……つい──」

　文ふみ人ひとは、両手を挙げたまま、そう謝あやまった。

　実は──

『無む駄だじゃ！』

　と、フィフが《鋏はさみ》を突き出した瞬しゆん間かん、彼女のスカートが反動で翻ひるがえり、思わず押さえてしまったのだった。

　だって、彼女はパンツを穿はいていない。

　目の前で、ほとんど鼻先で、そんな光景を、女子の秘ひ密みつの深しん奥おうを見せられたら、紙の心しん臓ぞうはこんどそ破は裂れつしてしまうかもしれないではないか。

　それゆえの、咄とつ嗟さの行動だった。

「見えそうだったから……フィフ、パンツ穿いてないし……」

　正直に言うと、フィフはますます真まっ赤かになって、髪まで赤くなりそうだった。

「な、なら、さっさと作れっ！　拙せつとて好きで穿いてないわけではないわっ！」

　それはそうだ。

　といってもまさか、母親のクローゼットをあさって参考にするわけにはいかない。そんなのはありえない。ぞっとする。

　これも何とかしなくちゃ、と思っているうちに、フィフは踵きびすを返してとっとと階かい段だんを上がり始めてしまい、文人は慌ててあとを追いかけた。

　彼女は片手でスカートの後ろを押さえていたが、それでも、最近の女子の制服はスカートが短く、ちらりちらりとお尻しりのまるみが時折覗のぞいてしまって、平静を装よそおうのが大変だった。

　ゆえに、階段が終わったときには、心底、ほっとした。

　一般的な四か三のＬＤＫの建物の二階部分は、決して広いとは言えず、廊下から全すべての部へ屋やの入り口が見渡せた。竹は生はえているが、一階に比くらべると少なかった。

　扉は三つ。

　ひとつはトイレだとわかる。残る二つの内のどちらかは、迷う必要もなかった。プレートが提さがっている。『ノックしてください』と印刷されている。

　わざわざこんなものを提げるのは、両親ではありえない。親は気にしない。気にするのは子供の方だ。雲くも木きに姉妹がいるかどうかは知らなかったが、この家の大きさから推すい察さつする限かぎり、いたとしても同室と考えるのが妥当だろう。

「行くぞ」

　そう言って、フィフが足を踏ふみ出した瞬間──トイレの扉が吹き飛び、壁かべにぶち当たって砕けた！　木こっ端ぱが舞まう。ひとつひとつが弾丸のようなそれは、しかし、

「やあっ！」

　フィフが電でん光こう石せつ火かの勢いきおいで抜いて開いた《鋏》の、風車のように回転する刃と柄に阻まれて、ひとつも当たることはなかった。

　その木こっ端ぱの向うから。

「う、噓うそだろ……」

　思わず文ふみ人ひとは声に出してしまった。なぜならば、トイレから、ずるりずるりと姿すがたを現あらわしたのは、巨大な蛇へび──否いな、龍りゆうだったからだ！

（かぐや姫ひめが吹っかけた難なん題だいの内のひとつの怪物だ！）

　そうだとわかった。

　彼女は求婚者の一人ひとりに、竜の首の珠たまを持ってきてください、と言ったのだ。確たしかその男は龍がいるという場所にたどり着く前に船が難なん破ぱしてしまい、龍に会ってはいないのだが、《禁きん書しよ》にはその姿が載っているらしい。

「化け物め！」

　フィフは《鋏はさみ》を振り回しながら、龍に向かって突進した。回転させるように振り回したその刃先が、壁かべを、床を、天てん井じようを、刻きざんでいく。

　龍の長い体は廊下一杯に広がって、新たな壁のようだった。一枚が子供の掌てのひらほどもある鱗うろこ同士が擦こすれて火花を散らし、あたりを照らし、ぎゃりぎゃりと耳みみ障ざわりな音を立てる。

「たあっ！」

　その太く長い体をめがけフィフは、開いて手しゆ裏り剣けんのようにした《鋏》の刃を叩たたきつけた。

　青い火花が散った。

　それがフィフを、龍を照らし出す。だが──

「なっ！」

　刃は通らなかった。

　老夫婦を、竹を、楽々と切り裂いた《鋏》はしかし、龍の鱗に前に空むなしく弾はじかれ、しかも、刃は毀こぼれをした。

　弾かれた反動で大きく両腕が跳ね上がる。降こう参さんを示すように。手の打ちようがないとでもいうかのように。

　そこへ、龍の丸太のように太い体が巻まきつき、小さなフィフを飲み込んだ。

「フィフ！」

　文人は駆け寄よろうとしたが、駄だ目めだった。情なさけないことに、足が震ふるえて、まるで深い泥に入り込んだかのように、そこから動くことができなかった。

　龍は、蛇が獲え物ものを絞め殺そうとするが如ごとく、さらにフィフに巻きついていく。

《鋏》が、二つの刃を止めている支点が折れた。だが、そうならなくても使い物にはならなかっただろう。龍の鱗のせいで、刃の部分は鋸のこぎりのようにぼろぼろになっていた。

　龍はとうとう自身が珠のようになった。

　フィフは何とか顔と、壊こわれた《鋏》の片方をまだかろうじて持っている右手だけが出ていたが、その体は完全に龍の体に巻きつかれて見えなかった。

　長い長い髭ひげを持つ龍りゆうの顔は、そのフィフの頭の上にあって、いつでも喰くらいつけるのだぞ、と言わんばかりに、赤い血のような目を輝かがやかせていた。

「フ、フミヒト……」

　フィフの苦しそうな声が、文ふみ人ひとを、ぶるっと震ふるわせた。だが、その一度だった。それを最後に、震えは止まった。

（落ち着け！　落ち着くんだ！）

　闇やみ雲くもに、自や棄け糞くそに、声を上げて龍に向かって突進したくなる気持ちを抑えつけて、文人はポケットの中の鉛筆を、ほとんど摑つかむようにした。

　熱ねつを持った頭が冴さえてくる。

　飛び掛ったところで、何もできはしない。フィフがこの有あり様さまなのに何ができようか。武ぶ器きもないのだ。あるのはこの本一冊──否いな、もしも何か武器があっても、役には立たないだろう。戦ったことなどないのだから。

　その時。

「ほほほほほほ！　やった！　やりましたわあ！」

　甲かん高だかい、そんな声がして、龍の向こうの扉が、『ノックしてください』とプレートが提がったそれが、ほとんど叩たたきつけられるように開いた。

　洪水のようにあふれ出てきた白い光が目を灼やき、文人は小さく呻うめいて腕を翳かざし、その光を何とか遮さえぎった。

　月の光──そう思った。眩まぶしいが、熱あつくはない。冷えた白い光だった。その光の中に、女が立っていた。見知った顔だ。

（雲くも木き……）

　だった。

　フィフと同じ制服姿で、陶とう然ぜんとした、夢ゆめでも見ているかのような表情をしている。だが、声は彼女のものではなかった。それは、彼女が恭うやうやしげに持っている《本》から聞こえてくるものだった。

「ざまあみろ！　このちびの白鬼！」

　ばらり、と《本》が開いた。ページがめくれ、《仕掛け》が立ち上がる。派は手でな色使いの女性の姿すがた、と思えた。と──ぱあん、と、まるでクラッカーのような音がして、一二色の紙かみ吹雪ふぶきが舞まい、その中に気付けば、女子が一人ひとり、立っていた。

　代わるように、後ろで雲木が崩れ落ちる。

　だが、彼女の心配をしている場合でないことはわかっていた。こっちはこっちで、危き機き的てき状じよう況きように変化はない。

　痛いたいくらい、文人は鉛筆を握にぎり締しめて、努めて能のう面めんのような顔を作りながら、《禁きん書しよ》の《仕掛け》である女子を観かん察さつした。

　裸、ではない。

　フィフが出てきたときは違って、しっかりと服を──着物を着ていた。それも何重にも。色使いは、赤だの黄き色いろだの緑だの紫だの、ととてもカラフルだ。黒い髪は横に膨ふくらんでいて、頭には小さめの冠が載っている。

　彼女をあらわすのに一番近いのは、女め雛びなだった。一じゆう二に単ひとえ、と言うのだったか、あの服は。ごてごてとしてとても重たそうで、動くには不向きと見えた。

「かぐや！」

　フィフが吼ほえたが、龍りゆうが動いて、体を締しめ付けられたのか、苦しげな呻うめきをもらした。

「お、思い出したぞ……この……」

「思い出した？　忘れていたのですか、このわたくしを？　わたくしは金こん輪りん際ざい忘れたことなどありませぬのに!?」

「ぐあっ！」

　龍がまたフィフを締め付けた。だが、文ふみ人ひとは動かなかった。動けなかった。動いたところで何もできない。

「……司書殿？　《本》の中が退たい屈くつで退屈で退屈で地じ獄ごくの拷ごう問もんのようだということは、貴き殿でんもよう存ぞんじているはず。よくもそこに何年も押し込めてくりゃった。貴殿の《マイスター》はあの方が始末なされたよう。そこな新しい《マイスター》を見れば、まったく瞭りよう然ぜん」

「黙だま、れ……」

「ほほほほ！　よいではないの！　他人と口を利きくのは、久方ぶりなのだから！　わずかなりと楽しませてくりゃれ！」

　文人は、そんな二人ふたりのやり取りを聞きながら、唇を舐なめた。

（これが《禁きん書しよ》のかぐや姫ひめ……）

　確たしかに、美人ではある。だが、絶ぜつ世せいの、とはいいがたかった。ひょっとしたら、作り手の美意い識しきと合わないだけなのかもしれない。《仕掛け》は製せい作さく者しやのイメージが大事だとフィフは言っていた。

　その彼女は、ばらっ、と扇子せんすを開いた。いい香りが辺りに漂ただよう。

「それにしても──」

　扇子で僅わずかに顔を隠した向こうから、かぐや姫は文人を見た。

「司書殿の新しい《マイスター》は、《仕掛け》作りの腕はずいぶんと未み熟じゆくなようだのう。斬きれぬ物なし、と怖れられたあの《鋏はさみ》はどうなされた？　あれと比くらべると今度のはまるで玩具おもちや。わたくしの龍に傷きずもつけられぬとは」

「うるさいっ！　フミヒトは頑がん張ばっておる！」

「過か程ていがなんになりましょうや？」

　扇子の陰で、かぐや姫は目を眇すがめた。

「そのようなもの、結果が出せなければ何の意味もありませぬでしょう？」

「気持ちは大事ぢゃ！　気持ちが《仕掛け》を生むのぢゃから！」

　それを聞くと、かぐや姫ひめはゆっくりと首を振り、ため息をついた。

「あほくさ。なれば司書殿のいう気持ちとやらで、そこから抜け出してごらんなされ。できまするか？　できませぬでしょう？　過か程ていだの、気持ちだの、そういうのは負け犬の言い訳でありましょう──のう、《マイスター》どの？」

　文ふみ人ひとは、ゆっくりとポケットから手を引き抜くと、くるりと鉛筆を回した。

　くるり、と。

　くるり。

　くるり、くるり。

　そうして。

　ぱし、と空中でそれを摑つかんで、言った。

「……まあ、確たしかに」

「フミヒト！」

　驚おどろいた表ひよう情じようのフィフを見て、文人は首を振った。

「事実だよ、残念ながらね。その《鋏はさみ》、自分では会心の出来だと思ってたんだけど、こうして事実を突きつけられて、前の君の《マイスター》──その人の仕事が、そんなにすごい物だって言われたら、僕には言い訳のしようがない」

「あたりまえぢゃ、馬ば鹿か！　そんな、最初から上う手まくいくわけなかろう！」

「だけどそれは言い訳にはならない──でしょ？」

　かぐや姫にそう水を向けると、彼女はにんまりと微笑ほほえんだ。

「ようわかっておられる」

「まあね。僕は、自分の実力を過か信しんしたりしない。何しろ、フィフのパンツひとつまともに出せない男だからね」

「ぱん──何？」

「や。こっちの話。とにかく、僕の実力が実戦で大して役に立つものじゃないってことは、これではっきりとわかったよ」

　文人はフィフを、彼女がまだ持っている、壊こわれ、刃は毀こぼれした《鋏》を見て微笑んだ。

「まさに、付つけ焼やき刃ばってやつ？」

「洒落しやれとる場合か！　しかも面おも白しろうないし！」

「傷きずつくなあ……」

　はははっ、と笑って文人はもう一度、鉛筆を回し、さて、とかぐや姫に向き直った。

「……君の勝ちだ」

「負けを認めるのかえ？」

「うん。その上で、取引をしたい」

「フミヒト！」

　フィフの怒ったような声を、文ふみ人ひとは無む視しした。

「取引？」

　頷うなずき、文人は手にしていた《本》を翳かざして見せた。

「内容は二つ。まず、ひとつ。これを渡すから、僕と雲くも木きを見逃して欲しい」

「フミヒト！　そなた──」

「うるさいな」

　ぴしゃりと、頰ほおを叩たたくように文人は遮さえぎった。

「黙だまっててくれないか？　よくよく考えた結果なんだ。そもそも僕、それに雲木は、巻まき込まれただけだ。《マイスター》の資格だかなんだか知らないけど、好きで首を突っ込んだわけじゃない。僕の作る《仕掛け》が役に立たないってわかったら、そこで手を引くのは当然だろ？」

「そなた……」

　フィフの目にじわりと涙が盛もり上がってくるのを見た。だが、少しも表ひよう情じようを崩さず、文人は再びかぐや姫ひめを向いた。

「そういうわけなんだけど、どうかな？」

　かぐや姫は探るように見つめてきた。考えている顔だ。黒い瞳ひとみでじっと見つめ、それからフィフを見、唇に薄うすく微笑ほほえみを浮かべた。

　ぱちん、と扇子せんすが閉じられる。

「よいでしょう。二つ目は？」

「これさ」

　文人はシャツのボタンを外して、《本》にされてしまった心しん臓ぞうの表紙を見せた。

「君ならこれがなんだかわかるだろ？　僕はこれを元に戻したい。そもそもフィフに手を貸かしたのだって、それが目的だったんだ。だいたい、勘違いだったんだよ。あいつは僕にこの《本》を渡せとか何とか言ってきたんだけど、何のことだかわからないうちに、こうされちゃったんだ。意外と短気だよな」

「あの方を悪く言うのは──」

「ああ、ごめん」

　急いで文人は謝あやまった。

「悪かった。……とにかく誤ご解かいだったんだ。だいたい、僕は本が好きなわけじゃないし、未練も執着もない。心臓を元に戻してくれるなら、喜んでこの本を渡すから、君のいう《あのお方》のところへ、僕を連れて行ってくれないかな？」

　沈ちん黙もく。

　だが、それは長いことではなかった。かぐや姫は閉じた扇子の先を唇に当てると、ほほほほほほ、と笑い出し、それから凶きよう暴ぼうな目で文ふみ人ひとを睨にらみつけた。

「……このわたくしが、そのような手に乗ると思うてか？」

「なんのこと？」

「よからぬことを企たくらんでおるのであろう？　《本》を口実にあの御方に近づき、不意を打とうとか？　危あぶない危ない。貴き殿でんの心しん臓ぞうなど知ったことではないわ！　力ずくで奪えばそれで済すむこと！」

　文人は大おお仰ぎように、長く深くため息をついた。

「わかってないな……君のいう《あの方》は、この《本》を欲ほしがっていたんだよ？　だけどそれは、僕がひとこと言わなければ駄だ目めだ。力ずくで奪ってそれを持っていっても、あいつのものにはならない。《禁きん書しよ》である君が、そのことは一番よく知ってるんじゃないかい？」

　図星だったようだ。かぐや姫ひめの表情ははっきりと曇くもった。

「さあ、どうする？」

　再び、辺りには沈ちん黙もくが訪おとずれた。

　フィフは、諦あきらめたのか、うなだれて表情は見えない。だが、その方がよかった。死を宣せん告こくされたかのような顔を見るのは、さすがに心が痛いたむ。

　かぐや姫は、何度も何度も扇子せんすを閉じたり開いたりした。そして。

「よいでしょう」

　ぱちん、と小気味良い音を立てて扇子を閉じて、そう言った。

「その取り引き、乗りましょう。ただし、こちらにも条件がありまする」

「どんな条件？」

「《本》は、わたくしが持ちまする。わたくしには、司書殿を封印する術すべはあらぬ。貴殿に《本》を持たせておくのは愚か者のすること」

「わかった」

　文人は頷うなずいた。ひっくひっく、ぐすん、とフィフのすすり泣きが聞こえてきた。その声は胸むねを搔かき毟むしったが、あえて文人は無視した。

「フィフを本に戻し、そして、渡す。それでいいね？」

「ええ。されど──」

　かぐや姫は、す、と後ろに下がると、雲くも木きを抱き起こし、その首に扇子を突きつけた。

「おかしなことをすれば、この娘の首、搔き切りまするぞ？」

　扇子の柄の先から、小指ほどの大きさの刃が飛び出してきて、雲木の喉のどに当てられた。

　だが、文人は驚おどろかなかった。かぐや姫にしてみれば当然の用心だ。

　文人は、

「わかってるよ」

　と言って、本を手に、龍りゆうに絡め取られたフィフの傍そばに行った。

　彼女は顔を上げなかった。だが、泣いているのはわかった。くやしくてか。怖くてか。それはわからなかった。訊きく気もなかった。

　文ふみ人ひとは一ページ目を開き、フィフに翳かざした。

「ごめんな？」

　フィフの顔が上がる。紫むらさき色いろの瞳ひとみからは涙が次から次に溢あふれ、鼻は赤かった。

「フミヒト！　拙せつは──」

　最後まで聞く前に、文人は本を彼女の顔の上に落とした。

　ページに触れた途と端たん、ぼん、と音がしてフィフの姿すがたは消え、持つ者がいなくなった出来損ないの《鋏はさみ》の残ざん骸がいは床に落ちて大きな音を立てたが、《本》は、同じように床に落ちる前に文人が受け止め、すぐに閉じた。

「留とめ金がねはせずに」

　背せ中なかで、かぐや姫ひめはそう言った。

「いいの？」

「貴き殿でんが開いたのでなければ、司書殿は出て来れませぬ。《本》を閉じたままこちらへ。一いち応おう、検けん分ぶんいたすゆえ。そのくらいはよいでしょう？」

「もちろん。だけど、君やフィフみたいな《生ける仕掛け》本体以外のアイテムは、君のような《生ける仕掛け》が開けば、それが他人の《本》であっても実体化できる──そうだったよね？　何か欲ほしいものがあるの？」

　かぐや姫は、意い味み深しん長ちように微笑ほほえんだ。

「欲しいものなど、何もありませぬ。この手で司書殿を丸裸にしておかねば安心できぬ、それだけのこと。何を隠してるか、わかったものではないゆえ」

「フィフ自身には手は出さない？　例えば彼女自身の《仕掛け》を破やぶったりとか」

「せぬ、と約束いたしまする。あのお方がご執心というのであれば、わたくしがその意に逆らうことなどありませぬ。さあ、その《本》をこちらへ」

「……了りよう解かい」

　文人は指を僅わずかに最初のページの間に差し込むようにして滑らせ、撫なでるようにしてから床の上に置き、後ろに下がった。

「フィフが収おさめられているのは、初めの見開きページだよ」

「親切なこと」

　ずるり、と龍りゆうが動き、本を咥くわえる。そうして雲くも木きの持つ本へと戻っていくのを見ながら、文人は、ところで、と言った。

「君は雲木に憑ついたわけだけど、雲木の願ねがいってなんだったの？　どうにも《竹たけ取とり物もの語がたり》と結びつかないんだけど」

「ああ、それなら」

　龍りゆうが《本》に戻り、かぐや姫ひめはフィフである《本》を手にして微笑ほほえんだ。

「──貴き殿でんですよ」

「……僕？」

「ええ。この娘は貴殿を想おもっていたのですよ。振り向いてもらいたかったのです。それゆえに、わたくしを目に留とめた。手に取った」

「へ、へえ……」

　文ふみ人ひとは鉛筆を握り締しめた。

　これでは突然の告白だ。

　鉛筆のおかげで、何とか動揺を抑えて能のう面めんのような平へい常じよう心しんの表情を保たもつことができたが、これは勝手に知ってはいけなかったことだったのではないか？

　それだけは、少し後悔した。

「全然、知らなかったな……僕はまた、モテたかったのかと思った」

「まさか。わたくしは言い寄よる男を袖そでにするのですよ？　唯一、心を通わせた男は、わたくしが月に帰るのを阻そ止しせんと、体を張はって駆けつける──なんという乙女おとめの夢ゆめ！　わたくしはそれになぞらえたのです。そして──望みは叶かなった」

　かぐや姫は雲くも木きを床に転がすと、扇子せんすを懐ふところにしまい、フィフの《本》を手に立ち上がった。ぱしっ、と乾いた木に罅ひびが走るような音がした。すると、かぐや姫の足元で雲木の様よう子すがおかしくなった。体の線せんが丸みを失い、角ばっていく。

「雲木！」

　文人は駆け寄よろうとしたが、かぐや姫の抱えた《本》から再び龍が顔を出し、吼ほえた。

　その向うで、姫は高らかに笑った。

「望みが叶えばその者は新たな《禁きん書しよ》になる！　貴殿が来てくれて、この娘はさぞ満足であろうよ！　そして、白鬼もこれでおしまい！」

　かぐや姫は、留とめ金がねが外れたままの本に指をかけた。

「どういうことだ！　約束を破やぶるつもりなのか!?」

「あたりまえでしょう？」

　かぐや姫はいやらしい笑えみを浮かべた。

「どうしてわたくしがたかが人間との約束を守らねばならぬのです？」

「騙だましたのか……」

「騙される方が悪いのですよ。まったく、赤子の手を捻ひねるがごとしですわ！」

「じゃあ、あの男の居場所を知ってるって言うのも──」

「司書殿も、貴殿も愚かなり！　《虚うつろの図と書しよ館かん》に閉じ込められていたわたくしが、そんなことを知るはずもないでしょう!?　本当に愚か！　さあ、司書殿！　破り捨て、永遠にこの世から消して差し上げまする！」

　かぐや姫ひめの細い指が、《本》を開いていく。

　一ページ目を開いていく。

　止める術すべはない。

　止まらない。

　文ふみ人ひとはただそれを見ているしかなく──否いな、見ていた。

「……まあ、こんなことだろうとは思っていたんだ」

　ため息と共に、文人は呟つぶやいた。

　かぐや姫が勝ち誇ったままの顔を上げる。その指は、まだ止まらない。ページは半ばまで開き、《仕掛け》が立ち上がってくる。

「あの男の強引さを思えば、あいつの作った《禁きん書しよ》が、素す直なおに取引に応おうじるような連中じゃないだろうってことはわかるさ」

「わかっていながら、渡したのかえ？　愚かよなあ」

　ページはさらに捲めくられる。さらに《仕掛け》は立ち上がる。かぐや姫の目は、それを全まつたく見ていない。

「君が、検けん分ぶんするといったからね」

　かぐや姫の顔に、初めて怪け訝げんの色が浮かんだ。それでも捲る手は止まらない。

「だから渡したんだ。フィフの装そう備びを奪うと言うから。けどさ。愚かと言うなら、君も相当じゃないかな？　そうやって僕の言った通りに、最初のページを開いているんだからさ」

「なに!?」

　初めて、かぐや姫の目が《本》に落ちた。

　フィフとは違う黒い瞳ひとみが、予測どおりに見開かれる。その目が捉とらえているのは、フィフではない。まったく違う──《仕掛け》だ。

　文人は、鉛筆を持った手を上げた。

「それ、本当は君のためのものじゃないんだよね。フィフを驚おどろかせようと思って作ったんだ。彼女は、一ページ目から開ける。だから、そこにもうひとつ、二ページ分、見開きを差し込んでおいたんだけど──ちょっと悪あく趣しゆ味みだなって反省して、両面テープで留めておいたんだ。もちろんそれは、君に渡す時に、外したんだけど」

「なあっ！　こ、これは──！」

　ゆっくり《仕掛け》が立ち上がる。紐ひもが引ひっ張ぱられ、一部が回る。回りながら実体化する。

　それは。

「そう」

　文人は、鉛筆をくるりと回した。

「水道の蛇じや口ぐちさ」

　くるり。

「ネットで見つけたんだ。糸を使って一部が回転する《仕掛け》を。それを応おう用ようすれば、栓を自動で回すことができる。実体化した蛇じや口ぐちの栓が開けば、当然──」

　くるり──ぱし。

　回転する鉛筆をつかみ、文ふみ人ひとはそれをかぐや姫ひめに突きつけた。

「──水が出る」

「ひいい！」

　避けようと思っても避けられるものではない。蛇口は上を向いており、そこから勢いきおいよく水が噴ふん出しゆつして、かぐや姫を直ちよく撃げきした！

　ただの水でも、紙でできている《禁きん書しよ》には、きっと、人間にとっての濃のう硫りゆう酸さんにも等しい。

　かぐや姫は《本》を放りだし、のたうった。

　文人はそれを、空中でキャッチすると同時に閉じた。水は、幻まぼろしの如ごとく止まる。

　だが、かかった分は別だ。

　まともに浴あびたかぐや姫は、顔の一部が溶けて、変形していた。ぎゃあぎゃあと喚わめきながら自分の《本》を開くと、その中へと逃げ込んだ。龍りゆうも中へと吸い込まれる。同時に、《本》になりかけていた雲くも木きが元に戻っていく。

　だが、まだ終わっていない。まだだ。

　雲木が《本》になりかけた状態から戻ったのは、かぐや姫がここから自分を逃がすためかもしれない。そうはさせない。
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　文ふみ人ひとは雲くも木きに駆け寄ると、彼女が元に戻って《竹たけ取とり物もの語がたり》を手にするよりも前に《禁きん書しよ》を摑つかみ、そして彼女から離はなれた。杞き憂ゆうだったのか、雲木は動かなかった。

　だが、ここまでだった。この《本》を封印できるのは、フィフだけだ。

（……怒ってるだろうなあ……）

　敵を欺あざむくにはまず味方から、とは言っても、あれは少しやりすぎた気がする。だからこそかぐや姫ひめを騙だませた、ともいえるのだが。

　泣かせるつもりはなかった。まさか、あんな顔をするとは思わなかった。

　思い出しただけで、胸が抉えぐられる。

（これっきりにしよう……）

　フィフの《本》を開きながら、文人はそう誓った。もちろん開くのは、挟み込んだ一ページ目は飛ばして、本当の一ページ目。

（初勝利なのに、これじゃあ、ちっとも嬉うれしくない……）

　ぽんっ！　と音がして、フィフが飛び出した。

　黄こう葉ようした銀杏いちよう色いろのスカートが目の前で翻ひるがえって、文人は、わあ、と声を上げそうになった。後ろ向きだったからまだダメージは少なかったけれども、それでもお尻しりをまともに見た。

　だが、振り返ったフィフは、そんなことをまるで気にしていなかった。目は吊つり上がり、顔面は蒼そう白はくで唇は紫むらさき色いろに変わり、震ふるえていた。

「馬ば・鹿か・者・があああああああああああああああああーっ!!」

　殴られた。

「そな、そなっ、そなたはっ！　せっ、拙せつを殺す気かあっ！　わあああああああんっ!!」

　殴られた。

　殴られた。

　蹴けられた。

　無む茶ちや苦く茶ちやだった。大泣きしながら大おお暴あばれする子供だった。

「ごめん！　悪かった！　ほんとに悪かったってば!!」

　頭や顔を守りながら、文人は必死に謝あやまった。《鋏はさみ》が壊こわれていてよかった。そうでなかったら今いま頃ごろ、切り刻きざまれていたかもしれない。

「心配なかったんだよ！　フィフ、言ったじゃないか！　自分の《本》で実体化した水は、大丈夫だ、って！　けど、驚おどろかせたのは悪かった！　もうしない！　絶対しない！」

　すると、ようやく拳げん骨こつの嵐あらしは止やんだ。

　おそるおそる、頭を庇かばっていた腕を下ろすと、フィフは腕組みをして、けれども、まだ怒っていた。ふくれていた。涙は目に溜たまっていた。

「……ごめん」

　もう一度、文ふみ人ひとは謝あやまり、説明した。

「咄とつ嗟さに思いついた作戦だったから、話せなかった」

「拙せつを裏切ったのも、策さくであったと申すのか？」

　文人は頷うなずいた。

「信じてもらえるかどうかはわからないけど。他ほかに手を思いつけなかった。僕の作った《鋏はさみ》はあんなだったし。他に武器もなかったし。その時、思い出したんだ。昨夜ゆうべ、君を驚おどろかせようと作っておいた《仕掛け》を」

「悪あく趣しゆ味みぢゃ！」

　フィフは文人の足を蹴け飛とばした。

「いくら平気といっても、死ぬほど驚おどろくであろうが！　死んだらどうする！　拙はそなたを信頼しておったのに！　噓うそでも、拙を売り飛ばすような真ま似ねをっ！　このっ！　このっ！」

「本っ当にごめん！」

　文人は謝るしかなかった。蹴られても仕方がなかった。それだけのことをしたのだ。

　あの顔。

　本に押し込められる寸すん前ぜんの、フィフの顔。

　忘れられない。

　もう二度と、作戦であっても見たくはなかった。

　そして。

　さらに五、六回蹴られて、それでおしまいになった。

　フィフは相変わらずふくれていたが、もう震ふるえてはいなかった。顔色も良くなって、唇も色が戻っていた。

「……ソフトクリーム」

「え？」

「ソフトクリームの《仕掛け》、作っておくれ。そうしたら、許ゆるす」

「ソフトクリーム……」

　難むずかしそうだった。特にあの螺ら旋せんが。どうしたらいいか見当もつかない。だが。

「わかった」

　しっかりと文人は頷うなずいた。

「作る」

「約束じゃぞ？」

「うん」

「……じゃあ、許す」

　フィフは頰ほおに涙の痕あとの残る顔で言うと、ぷい、とそっぽを向いた。それはまだ怒っているようにも、そうではなく照れているようにも見えた。

　だが、確たしかに言った。

　許ゆるす、と。

　文ふみ人ひとは、何が何でも調しらべ上げ、工夫を重ねて、ソフトクリームの《仕掛け》を作らねば、と思った。それが義ぎ務む──いや、そうじゃない。そういうことではなく、作ってあげたかった。

　なに、何とかなるだろう。ネットは巨大な知ち識しきの宝庫なのだ。

「あ、そうだ」

　文人は脇わきに挟んでいた《竹たけ取とり物もの語がたり》を、フィフに見せた。

「これ、どうするの？」

　すると、彼女は我に返ったように目を瞬しばたたいて、それから、

「こやつめ。てこずらせおって」

　拳こぶしを握にぎり締しめ、《本》をぽかりとやった。果たして、痛いたみを感じるのかどうかわからなかったが、抗こう議ぎのような声が頭の中に響ひびいたような気もした。

　フィフは鼻を鳴らすと、文人を向いて、

「この場で封印する」

　と言った。

「拙せつの《本》の、最後のページを開いておくれ」

「うん」

　言われた通りにすると、どうやって挟まっていたものか、札束のように重なったお札のようなものが立ち上がった。

　フィフはそれを一枚手にすると、《竹取物語》の裏うら表びよう紙しの上に、ぺたりと貼はり付けた。

「これでよし、じゃ」

「これだけ？」

「ん。されど、これだけのことがなかなか難むずかしいのじゃ。何しろおとなしく貼らせるやつなどおらぬからの。《本》の中は寂しいものじゃぞ？　部屋として使うように《本》に戻るなら別じゃけども、ずっと、というのはの」

「けど、《竹取物語》なんかは、たくさん人が出てくるじゃないか。賑にぎやかすぎることはあっても寂しいなんてこと、ないんじゃ？」

「それは違うよ、フミヒト」

　フィフはどこか少し寂しげに微笑ほほえんだ。

「《本》の中の登場人物は、決まった役やく割わりを与えられた演えん者じやなのじゃ。話し相手になってくれるわけではない。質問を変えても同じ答えしか帰っては来ぬ」

　何を聞いても『ここは○○の町だ』としか答えない、ロールプレイングゲームの町の住民のようなものじゃ、とフィフは続けた。

　なるほどそれは寂しい。

「憐あわれじゃが仕方がない。こうして封じの護ご符ふを貼はって、それがすべての毒気を吸すい取るまでこやつは独ひとりじゃ」

「それって、どのくらいの間？」

「ざっと、百年ほどかの」

「うわ……それ、きっつ……」

「ん」

　フィフは長いため息をついた。

「気の遠くなる話じゃ。真の《まいすた》なら《禁きん書しよ》を普通の《生ける仕掛け絵本》に作り変えることもできるといわれておるのじゃが、もうずっと何百年も、そんな《まいすた》は現あらわれてはおらん。拙せつの前の《まいすた》はとても腕が良かったけれども、それでもだめじゃった」

　そうなのか。

　憐れではあるが、どうしようもない。せめて、《仕掛け》の研究のためになるべく閲えつ覧らんしてやるくらいしかできることはない。

　じゃあいずれ僕が、と言えるほど、文ふみ人ひとはうぬぼれてはいなかった。

《鋏はさみ》ひとつ満足に作れない腕では、そんなことを思うのもおこがましい。それよりも、するべきことが、今は色々とあった。

　例えば目の前のこの状況だ。龍りゆうも、かぐや姫ひめも消えたけれども、破は壊かいされた床や壁かべはそのままだった。

　なあ、と文人はフィフに訊きいた。

「これって、元に戻せないの？」

「拙がか？　無理じゃ……紙なら何とかなるけれども……起きたことは変えられぬ。この女子も、無理を吹ふっかけられた男子も、その間のことは覚えてはおらぬことになるが、したことはそのままじゃ」

　罪つみを犯した男子の逮捕歴れきはそのまま残り、雲くも木きはクラスの女子に嫌われたままになる可能性がある、ということか。

「すべて丸く、ってわけにはいかないんだな」

「それほど甘くはないよ。残念じゃがな」

「そっか……」

　納なつ得とくするしかなかった。釈しやく然ぜんとしない気持ちは残るが、どうしようもない。

　それだけに《禁書》の恐ろしさが身に染しみた。

　この《本》は、人の人生を狂わせる。憑つかれた本人だけでなく、周りの人間の人生も。

　今度のことでは、憑かれた雲木自身より、それが《竹たけ取とり物もの語がたり》のあらすじだったとはいえ、下心──物語はそうなっている──で罪を犯した男子の方がダメージは大きい。

　停学ならましだ。退たい学がくもありうる。

「そなたはようやったよ、フミヒト」

　とん、とフィフが固めた拳こぶしで軽く文ふみ人ひとの胸むねを叩たたいた。

「さ、鍵かぎを探して立ち去るとしようぞ。誰だれかに見られたら面めん倒どうじゃ」

「せめて、雲くも木きをベッドに寝かせてもいいかな？」

「……まあ、いいじゃろ」

　何な故ぜか不満そうではあったが、フィフの許きよ可かを得て、文人は雲木を抱きかかえた。初めて持つ生身の女子の体は、生なま暖あたたかく、そして重たかった。

　廊下と違って、部へ屋やの中は綺き麗れいなものだった。

　いい匂においがする。

　考えてみたら、女子の部屋に入ったのは生まれて初めてで、気付いてしまうと鼓こ動どうがとくとくと早くなった。

（雲木が僕を、ね……）

　それが望みだったと、かぐや姫ひめは言った。だが《禁きん書しよ》の言ったことだ。信じる方がどうかしているのかもしれない。

「なあなあ、フミヒト」

　僅わずかに弾はずんでいるフィフの声に文人は雲木をベッドに寝かせると、鍵が見つかったか、と思い、振り返った。

　だが。

「うわ！」

　思わず声を上げて、文人はのけぞった。

　目の前にあったのは鍵ではなかった。それは、くしゅくしゅに丸まったのをひっぱった、イチゴ模も様ようのパンツ、だった！

　その向こうで、フィフが悪あく魔まのように微笑ほほえんだ。

「これを参考にして拙せつのを作っておくれ。拙はこれが気に入った」

「ど、ど──」

　どこで見つけた、と言いたかったが、声は痞つかえて出てこなかった。それに、訊きかなくてもわかる。これは──雲木のだ！

　フィフは今度は、同じ柄のブラジャーを持ち出して、胸にあてるようにした。

「こっちは合わぬのう……拙には大きすぎる。フミヒトも、そう思うじゃろ？」

「い、いい、いいから戻せー！」

　どっと汗が噴ふき出した。

　復ふく讐しゆうだ。

　これは間違いなく、水道の蛇じや口ぐちの《仕掛け》に対する復讐だ！

　ちぇー、と唇を尖とがらせて、フィフはパンツとブラジャーをクローゼットの中の引き出しに戻した。

「あ。そうじゃ。今度、買い物に付き合っておくれ。女子の下着がわからぬというなら、実物を手にして観かん察さつするのがいちばんじゃ」

　フィフはにんまりと笑った。

「拙へのいぢわるは、それで水に流してくれようよ」

　指には、いつの間に見つけたのか、図書室の鍵かぎ。

「──蛇じや口ぐちの悪戯いたずらだけに、の」

　うまいこと言ったつもりか！　と突っ込みたいのをぐっと堪こらえて、文ふみ人ひとはがっくりと肩を落とした。

　ああもう……完敗だ！













　　　　　エピローグ







　そうして、すべては藪やぶの中。

　フィフの言った通り、《竹たけ取とり物もの語がたり》の役やく割わりを演じさせられた、雲くも木きと、彼女に魅み了りようされた男子全員──この記き憶おく障しよう害がいは、驚おどろくほどの数に昇った──は起きたこと、起こしたことそのものを忘れた。

　だが、それは彼らの記憶の中のことだけで、警けい察さつや学校、その他、メディアなども事実をなかったことにはしてくれなかった。

　だが、事件を起こした男子全員が本当に何も覚えていないようだ、という医師の判断を尊そん重ちようし、厳げん重じゆう注ちゆう意いで済みそうではあった。

　起きたことはなくならないが、きっとすぐに事件は風化し、忘れられるだろう。そうしてまた、何事もなかったように日常は過ぎていくのだ。

　表面上は。

　学校裏サイトでの話題も、もう雲木から別のことに移っている。彼女のことはあのあともう一度話題になったが、それは謎なぞの破は壊かい現げん象しようのことについてだった。

　両親が家から戻ってくると、玄関から二階の彼女の部へ屋やにかけてがひどく壊こわされていて、警けい察さつが呼ばれたのだ。

　まるで重じゆう機きでも使ったような壊され方であったのに、雲くも木きは何も覚えていないということで、警察は、彼女がやったのではないかと疑うたがったようだが、それを感じてか、両親は内々で済すませることにしたようだった。

　そうして、三日後には再び登校した彼女は、前と同じ、どこか地味な印象の図書委員に戻っていた。

　記き憶おくの風化は著いちじるしく、皆が、あの日、かぐや姫ひめに憑つかれた雲木のことは、幻げん覚かくだったのではないか、と疑っているのは明らかだったが、誰だれも口には出さなかった。雲木自身も気味悪く思っているのか、あの数日間のことを話題にすることはなかった。

　もちろん、文ふみ人ひともあえて触れたりはしない。

　雲木との関係も、努めて平静を装よそおった。話しかけられれば微笑ほほえみ、答える。

　目の前の女子が自分に好意を持っていると知っていて話をするのは、どうしても鼓こ動どうが早くなった。だが、それを面おもてに出すのは厳げん禁きんだ。

　それは、知ってはいけないことだったから。

　彼女の友達から、

『ねえ、雲木って江え本もとのことが好きみたいだよ？』

　と聞かされるよりも、なお悪い。

　言ってみればこれは、そんなつもりではなかったとしても、彼女のつけている秘ひ密みつの日記を盗み見てしまったようなものだ。

　だから、態度には出せない。秘密、だった。彼女が自分から告白をしてくればまた別だが、それまではこれまでと同じ。

　図書委員と世話の焼けるクラスメート。それを演えんじきろう、と文人は決めている。

　で。

　雲木の所属する委員会の長おさでもある夏か宰さい司書だが。

　あの翌日、朝早くに鍵かぎを持っていくと、

「わあ、ありがとう～！」

　と言って、手を握って喜んでくれた。彼女は鍵を宝物のように見つめながら、

「やっぱり、雲木さんが持ってたの？」

　と訊きいてきたが、文人は噓うそをついた。

　その朝にはもう、彼女の家の騒そう動どうはネットに載っていたし、そこへ昨日きのう、自分が行ったとなると問題になる可能性がある。

「雲木の机つくえの中にありました。あ。もちろん、勝手に漁あさったりしませんよ？　電話したら運よく彼女が出て、それでわかったんです」

「なんだあ……だったら、すぐに持ってきてくれればよかったのに」

「そうしようかと思ったんですけど、昨日きのうは歯医者の予約があって、ここへ来てると間に合いそうになかったので」

「そっか。──とにかく、ありがとね！　約束通り、今度、ごはんおごっちゃうから。楽しみにしててね」

　夏か宰さい司書は少し前まえ屈かがみになって、内ない緒しよ話ばなしをするように声を落としてそう言い、長い睫まつげの瞳ひとみでウインクをした。

　たるんだ襟えり元もとから黒いブラと、そこからこぼれそうになっている、二つの大きなふくらみが覗のぞいて、文ふみ人ひとは汗をかきそうになった。

　わざとじゃないか、と思うときもあるが、確かく証しようなどなく、そもそも、彼女のような大人おとなが自分のような子供──自分ではそうは思っていないが彼女から見たらそうだろう、という自覚くらいはある──にそんな真ま似ねをするとも思えなかった。

　そして、その同じ日の放ほう課か後ご。

　文人は夏宰司書が席を外すのを見み計はからい、フィフである《生ける仕掛け絵本》と《禁きん書しよ》の二に冊さつを持って、図書室を訪おとずれた。

　幸いというか、いつものことだが、図書室は閑かん散さんとして人ひと気けはなかった。

　無人のカウンターを過すぎ、前と同じ書しよ架かに向かうと、分類票のない書架は、そこになかった。ちゃんと《自然・科学》《産業・工業》の案内がある。

『フミヒト。拙せつを出しておくれ』

「あ、うん」

　文人は《本》開いた。

　いつものように、ぽん、という音と共にフィフが飛び出してきて、文人は目をそらした。彼女はまだ、パンツを穿はいてない。

　そんな焦りなどそ知らぬ様よう子すで、フィフは黒光りした床にふわりと着地すると、両手を書架に向かって伸ばした。

　そして、言った。

「開け！　知ち識しきの館やかたの門！　書物は、決して虚うつろわぬ人の永遠の至し宝ほうなり！」

　すると。

　目の前の書架がピントがぼけたように、文人の眼めには二重映しになった。

　驚おどろいて瞬しばたたき、手で擦こすってもう一度確たしかめたとき、書架は《自然・科学》と《産業・工業》の二つに分かれ、その間に、薄うす暗ぐらいあの通路が出現していた。

　その奥から。

　ぺたり、ぺたり、と足音が聞こえてきて、目を凝こらした文人は、

「うわ！」

　と驚おどろく羽は目めになった。

　暗くら闇やみから、ぬう、と現れたのは、お世辞にも可愛かわいいとはいえない、むしろ、こわい、と子供が怖がりそうな、リアルなわけではないのだがどうにも悪意のあるデザインの、熊くまのような巨大な着ぐるみの頭だった。

　ただし、首から下は人の格かつ好こうだった。

　白いブラウスに赤いベスト。ふわりと花のように広がった白いスカートという格好で、茶ちや色いろのロングブーツを履はいていた。

　腕を大きな胸の前で組んで、もじもじと膝ひざと膝を擦すり合わせている。

「《虚うつろの図と書しよ館かん》司書ぢゃ」

　そう、フィフは言った。

「し、司書……？」

「ん。拙せつのような《戦せん闘とう司し書しよ》の他ほかにも、いろいろと役目に応じた司書がおるのぢゃ。こなたはグリーズ・ビー。《書しよ籍せき管かん理り司し書しよ》ぢゃ。《超》のつく恥ずかしがり屋での。いつもこうして熊の着ぐるみの頭の部分だけを被かぶっておるよ」

「は、はじめまして……」

　ぺこり、とグリーズは頭を下げたが、被り物の重さに耐えかねたようによろけ、自分で、はっしとそれを支ささえて、よいしょ、と持ち上げて息をついた。

「ドジっ娘こぢゃ♪」

「す、すいません、ごめんなさい……」

「怒ったわけではないよ。さ──」

　フィフは文ふみ人ひとに向かって手を差し出した。何を要求されているのかはわかった。文人は脇わきに抱えていた《竹たけ取とり物もの語がたり》をその手に置いた。

　彼女はくるりとそれを回して、裏表紙に貼はられた護ご符ふを確かく認にんして頷うなずいた。

「ん。大丈夫じゃ。きちんと効果が出ておる」

「お、お預あずかりします……」

　グリーズはおずおずとそれを受けとると、ぎゅう、と服の上からでもわかる大きな胸に押し付けるように抱きしめた。

　一いつ瞬しゆん、《禁きん書しよ》がうらやましい、と思ったのは内ない緒しよだ。

「そ、それじゃあ……頑張ってください……」

「ん」

「あの……新しい《マイスター》さんも……」

「あ、ありがとう……」

　文人がそう言うと、グリーズは踵きびすを返して小走りに闇の中に溶けていってしまった。

　遠くで、ごちん、という音と、あうっ、という声が聞こえたのには、思わず笑ってしまいそうになった。

　頼たよりになる、とはとてもいえない。だが、ためらいなくフィフが《禁きん書しよ》を渡したところを見ると、あんな様よう子すでもそれなりにしっかりしてはいるのだろう。




　そんな、後始末が終わってから一週間。




　教室には、いつもの平へい穏おんが戻っていた。表面上は、そう見えた。事件を起こした生徒も停学が明けて昨日きのうから登校していたし、雲くも木きも、クラスの女子と何事もなかったかのように話をしている。

　他ほかの《禁書》にも、特に動きはない。

　文ふみ人ひとは毎日、放ほう課か後ごになると《虚うつろの図と書しよ館かん》に行き、フィフと共に《竹たけ取とり物もの語がたり》を参考に複ふく雑ざつな《仕掛け》を研究している。

　だが、今日きよう。

　文人の生活には、新たな変化の一石が投じられようとしていた。

　がらり、と教室の前の扉が開いて和わ井い先生が入ってきて、日直の号令に文人を始め、クラスメートたちは立ち上がった。

　すっかり心配事が片付いたからか、先生の顔色はいい。

　礼、着席、の声に、椅い子すを鳴らしながら生徒たちが座り、それが落ち着くのを待って、

「おはよう」

　そう言って、教室を見渡した。

「えー、出席の前に、今日はひとつお知らせがあります」

　一いつ瞬しゆん、教室がざわめいた。皆の脳のう裏りに、クラスメートが起こした事件のことが蘇よみがえったのは間違いなかった。

　先生もそれに気付いたのか、ぱんぱん、と手を大きく打って、静かに、と声を張った。

「別に、悪い知らせじゃありませんから！　そうではなくて……転校生を紹介します！」

　転校生？　と呟つぶやく声があちこちで聞こえた。だがそれは、決して不ふ審しんがる声ではなかった。

　むしろ、何かを期待する声。

　和井先生は、生徒たちのその反はん応のうに気をよくしたのか、薄うすい笑えみを浮かべ、頷うなずいた。

「しかも留りゆう学がく生せいよ？　エジプトの地中海に面した港町、イスカンダリーヤから来た、フィフ・デグリースさんです。──さあ、入って」

　和井先生が開けっ放しの扉に向かってそう声をかけると、《彼女》は入ってきた。

　教室がどよめく。

　長い長い、限りなく銀に近い白の髪が踊る。

　真まっ白しろい肌に初夏の陽ひがはじける。

　誰だれもがその、まるで名画のような一いつ瞬しゆんに、呼こ吸きゆうをするのを忘れた。男も女もない。真に美しい存在の前には、誰もが瞠どう目もくする。

　フィフは、いつもとはまったく違う楚そ々そとした所作で教きよう壇だんに上がると、その大きな紫むらさき色いろをした瞳ひとみで、ぐるりと教室を見回すと、ぺこり、と頭を下げた。

「……拙せつは、フィフ・デグリースですじゃ。よろしゅう、お頼み申しまする」

　──呆あつ気け。

　教室のいまの雰囲気を表すなら、まさにそれだろう。

　気持ちはわかる。

　どう見ても日本人ではない女子が現れたと思ったら、口をついて出たのは、まるで時じ代だい劇げきのような古い言葉であったのだから。

　だが──

「か、可愛かわいいっ！」

　一瞬の間のあと、教室は大きくどよめいた。

　ギャップ──それが良かったのだろう。転校生との間に生じるどうしようもない壁かべは、その瞬間に崩れて消えていた。

　文ふみ人ひとは女子を見た。男子のこの反はん応のうは予測していた。問題は女子だ。早々に敵を作るのは好ましくはない。

　だが、確たしかに面おも白しろくないといった顔をしている生徒は多かったがそれは、まだよくわからないし、といった様よう子すで、しょっぱなから嫌われたということはなさそうだった。

「はい、静かに！」

　もう一度、先生は手を叩たたいた。

「デグリースさんは、この国の書物の歴史を学ぶためにいらっしゃいました。当校を選ばれたのは、江え本もとさんのお母かあさんの紹介で来日したからで、彼の家にホームステイしています」

　ふたたびのざわめきは、驚おどろきと、僅わずかな妬ねたみ、そうしたものが混じったものだった。

　本当かよ、うらやましい、と言う声に、文人はただ微笑ほほえみで答えた。休み時間になったら質問攻めだろうが、想定問答集はできている。

　留りゆう学がくの手続きは母がやってくれたが、それに必要な書類については、グリーズがすべて裏うらで操そう作さして、問題のないようにしてくれた。

　さすがは《虚うつろの図と書しよ館かん》の《書しよ籍せき管かん理り司し書しよ》。彼女もまた《生ける仕掛け絵本》なのだ。紙にまつわることならば、記き憶おくすら弄いじれる。

「学校に早く慣なれてもらうためにも、席は江本さんの傍そばにしましょう。そうね……後ろにしましょうか。入いり江えさん。悪いけど窓まど際ぎわの一番後ろに行ってくれる？」

「らっき！」

　入いり江えは、やった、とばかりに指を鳴らすと、あらかじめ運び込まれていた空の席へと、いそいそと移動していった。

　彼が座ると、先生はフィフに席に行くように促うながした。

　頷うなずいて教きよう壇だんを降おり、人ひと懐なつこそうな微笑を浮かべながらフィフは、少し強こわい印象の白髪を揺らしつつ、机つくえと机の間へと歩み入った。

　クラス中の視し線せんが、彼女に注がれる。

　それをまったく意に介さず、堂々と、フィフは進んだ。迷いなく、真まっ直すぐに。まるで英雄の凱がい旋せんのように。

　けれど文ふみ人ひとは知っていた。彼女の秘ひ密みつを知っていた。

　そんな風に堂々としていても、実はまだ──パンツを穿はいていないことを！

　放ほう課か後ごが恐ろしい。

　文人は今日きよう、何だかんだでずるずると引き延のばしていた買い物に、付き合わされることになっていた。

　もちろん買うのはフィフの下着だ。

　彼女が好きな形、柄の下着を買い求め、それを参考にして《仕掛け》を作る。

　それが文人が乗り越えなければならない試練だった。

　だが──自分が、部へ屋やで女子の下着を伸ばしたり、広げたりしている姿を想像すると、頭が痛いたくなった。

　もし、そんなところを母親に見られたりしたら、破は滅めつだ！

　無む論ろん、文人のその煩はん悶もんを、フィフは知る由よしもなかった。知ったところで意にも介さないだろうけれども。

　そんな彼女は、文人の机の真横に差し掛かったとき、僅わずかに歩速を落とした。

　そうして。

「……よろしゅうな、我が《まいすた》どの」

「……こちらこそ──僕の《戦せん闘とう司し書しよ》さん」

　文人とフィフは、二人ふたりだけにしか聞こえない微かすかな声でそう言い交わし──すれ違った。













　　　　　あとがき







　夏だっ！　夏が来たっ！




　ということで、暑い陽ひ射ざしと共に、新作と共に戻ってきました！　ゆうきです。

　いつもの感じのようでそうでもない、新しいシリーズの始まりです。

　ええもう、シリーズにしますとも！




　といった感じで。

　今度のお話の重要なアイテムについて、触れずにいないわけにはいきませんでしょう！

　ちょっとネタバレ含むので、本ほん編ぺんを読んでない方は、ここはあとにしてくださいませ。先にぜひぜひ本編を！

　で、何のことかといえば。

《ポップアップ絵本》──《飛び出す絵本》のことです！　最近では《仕掛け絵本》ともいいますね。

　皆さんも、一度くらいは手にしたことがあるんじゃないでしょうか。ページを開くと、ぐぐっと絵が立ち上がってくる、あれです。

　好きなんですよー、私。

　絵本ですから、子供をメインターゲットにしているのは間違いないんですが、そんな中にも実に芸げい術じゆつ的てきな作品というのもありまして。

　洋書にまで手を出して、色々と買い集めております。

　その上、最近では自分でも作ったりしちゃってます。著ちよ者しや紹しよう介かいの写真に使ってみたりしました。もう楽しくてたまりません。

　こっそりと『飛び出す寿す司し』『飛び出す和食』『飛び出す洋食』などを作りあげたいなあ、とか思っていて。




　そんな日々から、このお話は生まれたりしたのでした。

　んー……そのうち、飛び出すフィフ（本物は出てこないですよ？）付きの初しよ回かい限げん定てい特とく装そう版ばんとか出してみたいなあ……。

　いやまあ『仕掛け絵本』っていうのは基き本ほん、手作りなので難むずかしいとは思いますが、設せつ計けいとか楽しそう……。




　という感じで始まりました『司書とハサミと短い鉛筆』ですが！　どうか、末すえ永ながくよろしくお願ねがいいたします！




　それではまた、お逢あいしましょう！




　二〇〇八年　四月下げ旬じゆん


ゆうき　りん　







※『司書とハサミと短い鉛筆』シリーズはフィクションであり、実じつ在ざいする地ち域いき、個こ人じん、法人、団体等とは何の関係もございません。
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ゆうきりん

埼玉在住。執筆の励みは、玩具と映画と美味しいもの。お寿司とかー。上の写真は自分で作った『鮪の握り』の飛び出す仕掛け絵本です。『でぃ・えっち・えぃ』シリーズ（電撃文庫）、『スイ～トスイ～ツショコラ』（徳間書店）もよろしくです！
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イラスト／トモセシュンサク

普段はイラストやＰＣゲーム原画など描いてます。ライトノベルの挿絵を描くのは一つの夢だったので感無量です。福岡在住のホークスファンですが楽天イーグルスがあんなに強くなるなんて。。
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司し書しょとハサミと短みじかい鉛えん筆ぴつ








ゆうきりん
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